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			トカゲといっしょ②

			岩舘野良猫

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第一話　捕虜の処遇

			第二話　二人の使者

			第三話　双面の作戦

			第四話　錯綜の交渉

			第五話　出陣の準備

			第六話　三人のエルフ

			第七話　戦への旅立ち

			第八話　黎明のハザマ商会

			第九話　襲撃の夜

			第十話　斥候隊の憂鬱

			第十一話　王国軍の野営地

			幕　間　森のエルフたち

		

	
		
			　

			第一話　捕虜の処遇

			　

			「なーにぃー、ここぉー」

			「っていうか、廃墟ぉー？」

			「どーでもいいけどぉ、犬くさぃー」

			　松明(たいまつ)を掲げた犬頭人に先導された一団がぞろぞろとやってくる。ひどく騒がしいし、それに、臭い。後でその臭いは体臭を紛らわすための香水だと知るのであるが、このときのハザマはとにかく閉口した。

			「やや、どうも」

			　五十前後の小男が、今にももみ手をせんばかりの勢いでハザマに挨拶をして来た。

			「あなた様が、こちらの親分さんで？」

			「おれたちは盗賊でもなんでもない」

			　げんなりとした気分になりながら、ハザマはいった。

			「親分さんはよしてくれ」

			「聞いたところによりますと、なんでもあの赤鬼のヴァンクレスを倒したとか」

			　途中でその小男は巨大な馬に気づき、その足元に寝そべっていたヴァンクレスの巨体に視線を落とした。

			「ややっ！　これはっ！　はぁー。本当に、あの赤鬼をやっちまうとは。ははっ。これはどうも、お見逸れしました。わたくしめはズムガってぇ、ケチな女衒(ぜげん)でして」

			「女衒(ぜげん)、ねえ」

			　ハザマは背後に控えている女たちとズムガの方に、適当に目線をくれてやる。

			「あんたらも大変な目にあってきたと思うが、今後の待遇については善処するつもりだ。今日のところは休んでくれ」

			　ハザマは、こんな胡散臭い連中とは長くつき合うつもりはなかった。

			　適当な口実をつけてさっさとお引き取り願うのが吉であろう。

			「ご配慮、いたみいります」

			　あくまで腰の低い物言いを崩さず、ズムガは続ける。

			「うちの女たちも、なにかと役に立つと思いますが」

			「悪いが女なら、こちらも無愛想なのからロリから巨乳から、数だけは間に合っている。井戸は、そこの角を曲がったところにある。食料も必要ならいってくれ。たいしたものは出せないが飢えさせるつもりはない。あと、なにか用事があったら手近にいる女たちに声をかけてくれ」

			　早口に一気にまくしたて、ハザマはズムガと女たちの前から立ち去ろうとした。

			「では、詳しいお話は、また明日にでも」

			　ハザマの背に、ズムガが声をかけてくる。

			　とにかく、ハザマは一刻も早く、あの不快な臭いから逃げ出したかった。

			　

			「ふう」

			　ズムガたちと別れたあと、少し離れた場所にあるたき火の前まで移動して、ハザマはどっかりと腰を下ろす。

			「盗賊たちは、村に残してきたタマルの裁量に任せるとして……あの人質たちの身の振り方は、どうすっかなあ」

			「……そんなことを悩んでいるのか？」

			　いつの間にか隣にいたファンタルが、話しかけて来た。

			「全員、奴(ど)隷(れい)に落とそうが売り払おうが、どこからも文句は来ないぞ」

			「おれがいたところにはその奴(ど)隷(れい)ってやつがいなかったからなあ。イマイチ、ピンと来ないんだ」

			「奴(ど)隷(れい)がいなかったのか？　では、犯罪者や戦時の捕虜は、どう扱っているのだ？」

			「そもそも、おれのいた国はもう何十年も本格的な戦争をしていない。刑務所に閉じこめてタダ飯を食わせているかな。いや、もちろん、その中で労働はあるんだろうけど」

			「どうも、お主の国はとんでもなく平和であるようだな」

			「ああ。元の世界でも、群を抜いて平和ボケしている国だったと思う。盗賊たちは奴(ど)隷(れい)にして強制労働でもなんでもさせておけばいいんだろうが、他のやつらは別に本人が悪いことをしたわけでもないだろう？　ただ単に、盗賊に捕まってたってだけで」

			「しいていえば、運が悪かったな」

			「別に厚遇する理由もないんだが、一人一人の話を聞いた上で、個別に身の振り方を決めようかと思う」

			「お主がそうしたいというのなら、そうすればよい。今回の費用も、盗賊たちがため込んだ財宝と馬だけで、十分に元は取れるだろう」

			　その財宝の方はというと、とりあえず荷物としてまとめて、犬頭人に村まで運ばせている。ここに置いていても、邪魔になるだけなのだ。

			「あの女たちも頭が痛いが……一番の問題は、あの、デカブツだな」

			　そういって、ハザマはまだ息を吹きかえさないヴァンクレスの巨体を指さす。

			「バジルの硬直化も効かなかったような相手だ。奴(ど)隷(れい)契約の魔法も、どうなんだか」

			「狂化持ちといったか。ふむ」

			　ファンタルが、少し考え込む。

			「契約魔法のたぐいも無効化できる者……と考えるのが妥当であろうな」

			「あの馬も凶暴そうだし、身内に抱え込むよりもさっさと解放しちまった方が、面倒がなくていいかも知れん」

			　その馬のおかげで、ヴァンクレスはいまだにまともな治療を受けられずにいる。昏倒するヴァンクレスに近づこうとする者を、あの馬が軒並み排除しようとするのだ。今、エルシムが心話で馬に語りかけて、説得を試みている。

			「なにはともあれ」

			　ばさ、と、背後にいる誰かがいきなりハザマの体に毛布をかぶせた。

			「重要なことは明日どうにかすることにして、今はさっさと休んでください。一応、怪我人なんですから」

			　リンザだった。

			　ハザマの負傷は、「今回の件で洞窟衆側が被った、唯一の被害らしい被害」といえる。損害と利益の大きさを比較すれば、かなりおいしい仕事であったといえよう。

			「はいはい」

			　苦笑いを浮かべながら、とりあえずハザマはうなずいておく。

			「そうだな。今夜の見張りなどは、こちらに任せておけ」

			　ファンタルもそう勧めてきたので、ハザマは素直にその言葉に甘えることにして目を閉じた。

			　

			「貴様か！　貴様がおれを倒した男かっ！」

			　翌朝、誰かに乱暴に小突かれて目を覚ました。上体を起こすと、体中に包帯を巻いた赤毛の大男が、仁王立ちになっている。

			「あー。昨日の」

			「ヴァンクレスという！　最後のあの一発は効いたぞっ！」

			　そういって、「わははははは」と豪快に笑いながら、ハザマの肩を遠慮なく叩いてくる。

			「や。痛い、痛いって……」
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			　上半身中に矢を受けたヴァンクレスほど重傷ではないものの、ハザマだって強烈な打撃を受けて、あちこちの骨に罅(ひび)が入っている状態なのである。

			「すまん、すまん！　ところで、おれの今後の処遇だが……」

			「うん。あんた、扱いが面倒そうだから、さっさとどこへでも行ってくれ」

			「あんたの下で働かせてくれ！」

			　二人同時にそういってから、

			「んんっ？」

			　と、怪(け)訝(げん)な声を揃えた。

			　しばしの、間。

			「聞けば、兄貴は仲間を捨てて一人で逃亡したという。だとすれば、どの道、盗賊稼業は続けられん」

			　ハザマが何もいわないので、ヴァンクレスは大声で先を続けた。

			「そんなことよりも、おれは、なによりも考えることが苦手な男だ！　この先、自分一人で身の振り方を考えてもろくなことにはならんだろう！　それよりは、多少なりとも人を率いる才覚を持った者に身を預けておくのが賢明というものだ！　これでも人よりは力があるつもりだし、こと戦闘においては十人並みの働きをしてみせる！　第一、あんたがおれよりも強いことは昨夜のうちに証明されている！　そのおれがあんたに従っても、誰も不思議には思わないだろう！」

			「ああ、もぅ。わかった、わかった」

			　ハザマはいい加減にうなずいて、ヴァンクレスの言葉を遮(さえぎ)った。

			　大声にも辟易したものだが、それ以上に話の内容がひどかった。やっぱ、こいつは馬鹿だ、とハザマは思う。どこの誰とも知れない相手に、いきなり自分の将来を預けたりするか、普通。しかも、昨日命のやり取りをしたばかりの相手に。

			　自分の思慮のなさを自覚しているあたりには、好感を持つべきなのかも知れないが。

			「あんたの好きにしてくれ。後は……そうだな。ファンタルさんの指示に従ってくれ。乳がでかいエルフだから、すぐに見つかると思う。彼女はすごいぞ。おれなんかよりも、ずっと強い」

			　面倒なことは可能な限り他人に押しつけるのが、ハザマの方針だ。

			「おお！　そうかぁっ！」

			　ヴァンクレスは「わははははは」と豪快に笑いながら去っていった。

			「すぐに朝食にしますか？」

			　すかさず、リンザが訊ねてくる。

			「おう。そうしてくれ」

			　

			　朝食が終わった後、捕虜の面接がはじまった。

			　今後どうしたいのか、一通りの意見を聞いてから、それぞれの処遇を決めるつもりだった。とはいえ人数がそれなりにいたので、女たちが分担して一度聞き取りを行うことになった。その中でも個別に詳しいことを相談した方が良さそうだという者だけが、ハザマの前に連れてこられるという流れだ。

			　捕虜の大部分は普通の村人だった。もちろん、ほぼ例外なく故郷に帰りたがっていたわけだが、あまりにも遠い村から連れられてきた者に対しては、バザル村への移住を勧めることになるだろう。

			　

			　たとえば、ハザマの前に連れてこられた者の中に、流しの職人がいた。

			「流れの指物師、ナナフだ。息子に店を譲り、開拓村を巡回しながら仕事をしていた。その旅の途中で、盗賊に捕まった」

			　五十がらみのがっしりとした男だった。

			「指物師？」

			　ハザマが小さく疑問の声をあげると、

			「細かい細工物の職人ですよ」

			　背後に控えていたリンザが、助け船を出してくれる。

			「ああ、なるほど」

			　ハザマはうなずいて、ナナフに聞き返した。

			「ナナフさんは、巡回する村は決めているのですか？」

			「いいや。街道に沿って歩いていき、看板が出ている村に飛び込んで仕事がないか聞いてまわる。半ば隠居している身だ。あてがあるわけではない」

			「はあ……なるほど」

			　息子に店を譲る段階でなにかしらの事情があるのかも知れないが、ハザマにとっては好都合な返答だった。

			「では、ナナフさんを雇うことは可能でしょうか？　ふさわしい報酬も用意しますし、ある開拓村に専用の工房も用意します」

			　今回の戦利品である財物の中には、金銀や宝石類の他に、繊細な浮き彫りを施した食器や貴金属の装飾品などが含まれている。その中でも、比較的破損が細かいものは手直しすれば、売値が何倍にも跳ね上がるのに……と、以前、タマルが愚痴っていた。

			「本当か？」

			　ギロリ、と、ナナフは目を剥いてハザマを睨む。

			「もちろん、ナナフさんさえよかったら……ですが」

			　断られたら、すぐに解放するつもりだった。

			「いや。お願いすることにしよう。もともとわしは、仕事さえできれば文句はない」

			「では、馬車を出すまで、しばらく休んでいてください」

			　

			　また、目下没落中の下級貴族の一家もいた。

			　七十以上に見える老人と、十代前半の少女、それに十歳前後の少年の三人である。両親を亡くし、遠縁の下に身を寄せるための旅をしている途中で、盗賊に捕まったという。いわれてみれば、なるほど、姉と弟は上品そうな顔をしている。姉はハザマに厳しい目線を送り、弟の方はなぜか恍(こう)惚(こつ)とした表情でハザマを見つめてくる。

			「そちらの事情は理解できました。しかし……どうするかな？　本来の行き先は、ドン・デラといいましたか」

			　以前、タマルとの会話に出てきた宿場町の名だ。たしか、馬車でも片道二十日以上はかかるとかいっていたような。

			「乗合馬車ごと、捕縛されたのだ！」

			　老人が、杖を振り回して力説した。

			「本来なら、安全なはずだった！」

			　この老人は、どうやら癇癖が強いらしい。

			「あなた方を捕縛した盗賊は、われわれが制圧しました」

			　ハザマは、静かな声で説明する。

			「ですが、われわれはあなた方の身の安全を保障する義務はありません」

			「知ってる！　見てたよ！　おじさんが盗賊のヴァンクレスをやっつけるところ！」

			　突然、少年が、大きな声を出す。

			「やめなさい、クリフ！」

			　少女が、少年を制した。

			「こいつらも、盗賊みたいなもんなんだから！　それに……異族を率いた盗賊なんて、聞いたことがない！」

			「なんだよ！　姉さんなんか……姉さんなんか。ね、姉さんの代わりに……ぼ、ぼ、ぼくは、あ、あいつらに、あいつらに……あんなことを……何度も何度も……」

			　いきなり少年が泣き出したので、一家の面談は改めて行うと告げて後回しにした。いろいろ、複雑な事情があるみたいだった。

			　

			「ゴグスと申します。ネイネス商会の手代をしておりましたが……はて、今でも籍があるのやら」

			　にこやかにそう挨拶をしたのは、四十すぎの中年男だった。

			「商談へ向かう途中の乗合馬車で、盗賊に捕らえられまして。ごらんの有様です」

			「ゴグスさんは、そのネイネス商会への復帰をお望みですか？」

			「望んでも望まなくても、もう復帰は無理でしょう」

			　恬(てん)然(ぜん)とした態度で、ゴグスは肩をすくめる。

			「商会の内部でも競争は激しかったので、今から帰ってもわたしの席はすでに誰かに取って代わられています」

			「なるほど」

			　ハザマはうなずいて、少し考えてみる。

			「その商会で、ゴグスさんはどんな仕事をしていましたか？」

			「主として、買いつけですな。貴族連中が税として集めた穀物に値をつけて取り引きしたり」

			　商人というよりは、相場師に近いのかな？　と、ハザマは予想した。

			「たとえば、護衛を何人かつけて、ゴグスさんに穀物の買いつけを頼むことは、可能ですか？　もちろん、穀物の代金と別に、手数料はお支払いします」

			　ハザマの突然の依頼に対し、ゴグスは一瞬、虚を突かれた表情になった。

			「それがこちらの本業みたいなもんですから、ご依頼があれば喜んでやらせていただきますが」

			「おそらくお願いすることになるかと思います。詳しいことは、村に残っているタマルという娘に聞いてください。ご足労をおかけしますが、みんなと一緒にまた馬車に乗って移動する形となります」

			　

			　面談が少々難航したのは、馬車ごと積み荷と金を巻き上げられたと主張する行商人、マイセルだ。

			　マイセルはまだ二十代の、日焼けをした若い男だった。

			「なんだって、おれの財産を取り戻すのに、こんなに揉めなくちゃならないんだ！」

			　そういわれても、めぼしい貴重品類はすでにバザル村に移送している。現金については具体的な金額を申し出られても、それを証明するのは事実上不可能だろう。

			「そうじゃない、そうじゃない。金なんざ二の次だ。おれの一番の財産は、長年連れ添った荷馬車と馬だ。積み荷や金なんざ、商売さえ再開すればまた手にいれられる！」

			　あんまり聞き分けがないので、村から延びる道の、倒木のさらに外側、馬車と馬が繋いである場所へと案内した。

			「ああ！　こいつらだこいつらだ！」

			　マイセルが駆け寄ったのは、馬車の中でも一番みすぼらしい平台車のものだった。馬も、一番痩せている小柄な馬だ。

			「それを返すのはいいんですが。元手も積み荷も失った今、商売を再開するのは難しいのでは？」

			　ハザマが指摘すると、マイセルは覿(てき)面(めん)にうなだれた。

			「そう……なんだよな。商売道具が無事だったのはいいが」

			「紙とか薬品、それに、毛皮なんかでよければ、こちらで工面することも可能ですが。あ、あと、ワニの肉とか皮も余ってたな」

			　ハザマとしても、新しい販路を開くことはメリットが大きいのだった。

			「……本当かっ！」

			「ええ、まあ。貸付という形で処理すれば、多少の現金を持たせることも可能だと思います……そっちは担当の者に相談してみないことには、確約はできませんが」

			「頼む！　是非に頼む！」

			　こうしてマイセルもバザル村に向かうことになった。

			　

			　残るは、女衒(ぜげん)のズムガと商売女の一団。事前に女たちを個別に面談してみたところ、水商売から足を洗いたいと申し出たのは三名のみ。その三名はすでに保護して、この一団とは引き離してある。

			　今残っているのは、今後もその商売を続けることを望んでいる者たちだけだ。

			「わたしらは、バタハムに向かう途中でしてね」

			　例によって、妙にへりくだった態度で女衒(ぜげん)のズムガが告げてきた。

			「このまま元の商売に戻らせていただくのが一番なんですが」

			「おれとしては、あんたらを解放することに異論はないんだけど」

			　ハザマは冷淡な態度を崩さずに告げる。

			　ハザマは特定の職業に対して嫌悪感を持つタイプではない。だが、彼らについては、身内に抱え込んでもトラブルの元になる気がする……という警戒心を忘れていなかった。

			　そうでなくても、洞窟衆は、起源が起源なのだ。

			「でもあんたら、路銀はあるのか？」

			「ありませんねえ、ええ。金目の物はすべて、あの盗賊たちに取り上げられましたので」

			「あんたらから取り上げた分は……確か、あの平荷車に積まれたとかいっていたな？」

			「そうです、そうです。一味の頭領が、その荷車を使っていたので」

			「ちょっと待ってて」

			　ハザマは意識を集中して、心の中でファンタルだけに声をかけた。

			『……ファンタルさん、今、ちょっといいですか？』

			『なんだ？　ハザマか？　エルシムの施術、さっそく使いこなしているようだな』

			『それよりも、ファンタルさん。昨夜、別働隊が捕らえた盗賊が持っていた財物ですが』

			『ああ。まだ、送っていないな。なんだ、女の中に好みのタイプでもいたか？』

			『残念ながら、おれ、香水がきつすぎるのは好みではないようでして。いや、そんなことじゃなくて、それを持ってきて貰えますか？　村はずれの、馬車があるところまで』

			『馬車があるところ……ふふ。厄介払いか？』

			『ま、そんなところです』

			　ハザマは再びズムガの方に向き直る。

			「……今、馬車があるところまで、取り上げられた財物を運んできます」

			　しばらく黙り込んでいたハザマがいきなり顔をあげてそういっても、少なくとも表面上、ズムガは驚いた様子は見せなかった。

			「そうですか、そうですか」

			　それどころかズムガは、ニヤニヤと笑ってみせる。

			「それはまた、気風のよいところで」

			　こいつ、内心で「このお人好しが」くらいのことを思っているのかも知れないな、と、ハザマは思った。

			　

			　しばらく待っていると、箱を持たせた犬頭人を連れたファンタルがやって来た。

			「これでいいのか？」

			　ファンタルはそういって、犬頭人が地面の上に置いた箱の中身を検めるように促す。

			　ズムガよりも先に、女たちが箱に群がった。取り上げられた値打ち物の装飾品などを、必死で捜している。

			「そういや、ファンタルさん。バタハムって、ここから遠いの？」

			「遠いといえば遠いが……あそこは、なんにもないところだぞ？」

			「いや、この人たちがこれからそこに向かうっていうから」

			「こいつらが、バタハムへか……ふむ」

			　ファンタルは、少しの間、考え込んだ。

			「おい、そこの女衒(ぜげん)。またあのへんが、きな臭いのか？」

			「はい。どうもそのようでして」

			　ズムガが、愛想良くうなずく。

			「どういうこと？」

			　ハザマが、ファンタルに聞き返した。

			「バタハムにあるのは、国境だ。そこにこの女たちの客が集まるのだとしたら、それは、近く大きな戦が起こるということだ」

			「ああ、なるほど」

			　ハザマは「戦場に慰問はつきものだしな」と反射的にうなずきかけ、

			「ええ！　それって、戦争ってこと？」

			　と、また聞き返す。

			「なに、何年かごとに繰り返される小競り合いだ。ここ数年は天候も穏やかだから豊作続きだと思っていたのだが、北の方は、そうでもなかったようだな」

			「北って」

			「北には、山岳の大国がある。領地は広いが、耕作できる土地が極端に狭い国でな。なにかというと周辺諸国に出兵しては、略奪を繰り返している」

			「はぁ、なるほど」

			　ハザマは、曖(あい)昧(まい)な顔でうなずいた。

			　実のところ、戦だなんだといわれても具体的なイメージがわかず、ピンと来ないのだ。

			「これは、古巣の連中からも呼び出しが来るかな？」

			「古巣？」

			「黒旗傭兵団。まんざら、知らぬ間柄でもなかろう。食料を余分に分けて貰った義理もあるからな。場合によっては、駆けつけて恩を売っておくのもいいかと思うが」

			「うーん。考えてはおくけど、結論は保留ってことで」

			「そうか。この分だとまだ、時間的な猶予はあると思うが」

			「あのぉ」

			　ファンタルと二人で話し込んでいると、女衒(ぜげん)のズムガが割り込んでくる。

			「ああ。もう好きに出ていってもいいっすよ」

			「はあ、ありがとうございます。それはそれとして、別に一つ、お願いがあるのですが」

			　相(そう)好(ごう)を崩して、ズムガがハザマに笑いかけた。

			「お願い？」

			　その笑顔に若干引き気味になりながら、ハザマが聞き返す。はっきりいって、かなり胡散臭く感じた。

			「はい。できれば、ですね。皆様方の、お墨付きのようなものをいただければ」

			「どういうことだ？」

			　当然のことながら、ハザマは首をひねる。

			「道中の安全を保証するため、わたしらに手を出せば皆様方が報復をするぞ、という保証書のようなものをいただければと、そのように」

			「さっきもいったけど、おれたちの方には、あんたらの身の安全を保証する義務はないんだけど」

			「もちろん、実際に保証して貰わなくても結構です。それに、タダでともいいません。形式だけのことといいましょうか、一種のお守りみたいなものでして。わたくしどもも、形だけでもどこかの組織が背後にあるということにしておきますと、いざというときに睨みが利くと申しましょうか」

			「ミカジメ料、みたいなもんか」

			　ハザマは、少し考え込んだ。

			「ファンタルさん、この話、どう思う？」

			「こいつらの安全はこちらで保証しない、という契約を結んだ上で、こいつら自身にそのお墨付きとやらを偽造させればいいのではないか」

			　ファンタルは、ぶっきらぼうな口調でそういった。

			「ハッタリだけの、実効性がないことを前提としたお守りで十分だと思うが」

			「なるほど」

			　ハザマは、深くうなずく。

			「こちらの名前で、商売をするわけか。ええっと、商人なら契約の魔法が使えるんだったな。ゴグスさんかマイセルさんを呼んで」

			「ああ。わたしが呼んでこよう」

			　

			「いや、助かります。あの赤鬼ヴァンクレスを単身で倒したハザマさん率いる洞窟衆のご威光だ。これで道行きもかなり安心できる」

			　近くに居合わせたゴグスに頼んで然るべき契約を結び、なんの意味もない「お墨付き」というやつをズムガ自身に用意させると、ズムガは大仰に喜んでみせた。その「お墨付き」は、ハザマたちが持ち込んだエルフ製法の紙にズムガが考案した文面をゴグスが代筆し、最後にハザマが漢字で「間繁」と署名したものだ。珍しい署名でハザマが関係していること自体は証明できる。しかし、文面通りの契約としてはまるで実効性がない、ということは、ゴグスに保証させた。単なる落書きされた紙切れも同然だったが、珍しい紙と署名は本物であり、傍目には無効な契約だとはすぐには判断できないようになっている。

			　これで、今後、ズムガたちの一行が盗賊などに襲われたとしても、ハザマたちの報復を恐れて手を引いてくれる……と、少なくともズムガ自身は信じているようだった。

			　もちろん、ズムガからは十分な謝礼が支払われ、その中からゴグスへの報酬も支払った。

			　

			　娼婦たちを乗せた一(ひと)際(きわ)豪華な造りの馬車を見送った後、ハザマたちも本格的な撤収の準備をはじめた。

			　捕虜のうち、比較的近くの村から拐(かどわ)かされてきた者たちについては、手分けして犬頭人たちに送らせるように手配する。

			　残った捕虜たちは、残りの馬車に分乗させ、一度バザル村へ送ることにした。なにをするにしても、一度人里まで出てからの方が都合がよかったからだ。幸い、捕虜たちの空腹は洞窟のときほど深刻なものではなく、馬車での旅に耐えきれないほど衰弱した者はいなかった。

			　また、ハザマたちが紳士的な対応を心がけていたおかげで、それなりに信頼しはじめている様子すら、あった。特に、ハザマとヴァンクレスとの一戦を目撃していた者の印象は、かなりよいようだ。

			　

			「緑の街道、ねえ」

			　その街道はハザマが漠然と予想していた以上に道幅が広く、立派なものだった。

			　目測で、幅は五十メートルほど、だろうか。

			　それだけの幅がある石畳の道が、森の中をつっきってどこまでも続いている光景は、ハザマの目から見ても非現実的に見える。

			「メンテナンスとか、誰がしているんだ？　これ」

			「補修、ですか？　街道に使用される石材はとても硬くて、滅多なことでは壊れないと聞いています」

			　そう答えたのは、捕虜の一員である、クリフとかいう下級貴族の少年だった。この少年は、わざわざハザマと同じ粗末な平荷車に乗り込んできた。少年の姉である少女も一緒だが、そちらはハザマの方をさっきからずっと睨んでいる。他にも乗り心地のよい箱馬車があるのだが、そちらには姉弟の祖父だけが乗っている。この馬車の本来の持ち主であるマイセルは、御者席に座って手綱を取っていた。

			　ハザマとクリフたち姉弟、それにリンザ以外には、盗賊に捕まっていた人たちがみっしりと乗っていた。

			「滅多に壊れないのなら、どうやって加工して石畳にしたんだ？　いや、それ以前に重そうな石をこんなにいっぱい、どっから運んでどうやって敷き詰めたのか」

			　ぶつくさと、ハザマが呟く。ハザマが漠然と予測していたよりも、この世界の技術水準は高いようだ。

			「さあ。具体的な方法はわかりませんが、かなり昔、光帝の御代に敷設されたと伝えられています」

			　クリフが、解説してくれる。

			「その光帝って人は、どれくらい前の人？」

			「ええっと確か、五万年くらい前だったと思いますが」

			「五万年！」

			　ハザマが、大声をあげた。

			　ハザマの出身世界なら、五万年前といえば、歴史学ではなく考古学の範疇に入る。

			「ぱねぇな、この世界」

			　話半分で聞いたとしても、数万年前、すでにこれだけ大規模な土木工事を可能とした集団があったということだ。

			　ハザマが予想していた以上に、この世界は奥が深いのかも知れなかった。

			　

			　廃村からバザル村まで、馬車で四日ほどの道のりであった。犬頭人に乗って森の中を突っ切れば三日ほどで到着することを考えると、一見遅いようにも感じる。だが、これは馬車が通れる道筋が限られていて、森の中を直通するよりは遠回りになっているから、というだけのことである。

			　同じ道を使って単純に速度を比較するのなら、当然のことながら犬頭人よりも荷物を満載した馬車の方がよほど速い。それに馬車には、一度に大量の荷物を積載できるという大きな利点があった。

			　一番豪華な造作の女衒(ぜげん)の馬車は解放したものの、今回の盗賊退治だけで新たに四台もの馬車と多数の馬を鹵獲できたことは、戦果としては上々であった。タマルにも、高価な馬と馬車は可能な限り無傷で入手してくれ、と、前々から念を押されていたのだ。

			　ファンタルはヴァンクレスの兄にあたる首領格の男を取り逃がし、禍(か)根(こん)を残したことを悔いている様子であったが、損害らしい損害といえばそれくらいなので、ハザマ自身は今回の顛末に十分以上の満足感を得ていた。

			　

			『少し困ったことになった』

			　廃村を出て四日目、ハザマの脳裏にエルシムの声が響く。

			　エルシムやファンタルたちは、犬頭人を伴って一足早くバザル村に向かっていた。馬車に乗せるのは、捕虜となった人間や、ハザマのような負傷者を優先していたからだ。

			　バザル村に近づいてきて、エルシムの心話の有効距離に入ったらしい。

			『どうした？』

			『役人の一行が、村に来ている。今、村長たちと打ち合わせをしている最中だ。しばらくは、ワニによる被害の報告や今後の納税についての調整などに時間を取られるだろうが、それが済んだら、今度はわれわれ洞窟衆についても詳細に聞き込みをされそうだ』

			『正直に、全部話せ』

			　なにか事を起こすとき、これまでハザマは周囲の者に「合法な行為かどうか？」ということを、しつこいくらいに確認している。こちらの常識や感覚に疎(うと)いことを自覚しているハザマが、自衛のために確認を怠らなかっただけなのだが。とにかく結果として、ハザマたち洞窟衆は、今のところ無法者の集団とは化していない。

			『それとも、なにか問題があるのか？』

			『問題というか……例の大男のことだ』

			　ハザマは、馬車と併走している騎乗のヴァンクレスへ、ちらりと視線を走らせる。

			　この大男は、ついこの間、体中に矢を突き立てていたというのに、ごく簡単な応急処置をしただけの身で平然と馬に乗っていた。

			　体の造りからして常人とは違う、としか思えないタフさだった。

			『ヴァンクレスのことか？』

			『おう。そやつは赤鬼と呼ばれていて、この界隈ではそれなりに名が通った賊であったらしい。そこまでは別にいいのだが……やりすぎたのか、その赤鬼には、どうも多額の賞金がかかっているようでな』

			『役人に、引き渡さなければならんのか？』

			　ハザマとしては、別にそれでも構わない。

			　正直、ヴァンクレスの身柄を、何が何でもこちらで押さえていたい、というほどの執着はないのであった。

			『引き渡されても、困るだろう。役人も』

			　エルシムはハザマに思い出させる。

			『忘れたか。あの男は、いざとなれば魔法の類をすべて無効化できる体質の持ち主。そんな厄介な男を、そこいらの木っ端役人がいつまでも取り押さえていられるものか』

			　エルシムの心配は、役人からも受け入れを拒否された場合、ヴァンクレスの身柄は公的に洞窟衆の預かりになってしまうのではないか、ということだった。

			　通常の罪人であれば、どんな凶状持ちでも契約魔法で縛ることで、行動を制限することができる。

			　しかし、ヴァンクレスの場合は、それができない。

			『つくづく、敵にしても味方にしても、厄介な男だなあ』

			　ハザマはそっとため息をつき、

			『聞かれたら、ヴァンクレス一味のことも正直に話せ。その後どうするのかは、お役人の判断に一任しよう』

			　困ったときの、丸投げである。

			　ハザマとしては、すき好んで現地の権力者と事を構えたくないのであった。

			　

			　村の中に、役人のものらしい荷馬車が何台も置かれている。

			　それを横目に、ハザマは入手したばかりの馬車を村はずれに停車させ、盗賊の捕虜であった人を解放する。この四日間、寝食を共にしていたせいか、元捕虜たちもずいぶんとハザマたちに馴染んでいた。その期間で、ハザマたち洞窟衆のことやこのバザル村の現状などについて、おおかた説明し終えている。

			「ハザマさん！」

			　狭い馬車の中から解放され、のびをしたりする人々の方へと、駆け寄ってくる人影があった。

			　この村で留守番を担当していた、タマルである。

			「おお。こっちの村では、なんにもなかったか？」

			　なにかあれば、先の心話でエルシムが報告してきているのだろうが、一応、ハザマはタマルに問いかける。

			「お役人の件は、すでに耳に入っているんですよね？」

			「ああ。エルシムさんから聞いた」

			「後は……先についた盗賊たちについてですが、全員、奴(ど)隷(れい)契約が完了しました。もう、強制労働モードに入ってます」

			「えらく早いな」

			　先行したといっても、到着時刻で丸一日程度の差でしかなかったはずだ。

			「契約魔法って、両者の合意がないと発動しないとかいってなかったか？」

			「手っ取り早く合意していただくため、多少、強引な手段に訴えたことは認めます」

			　その先にはなにか深い闇がありそうな気がしたので、あえてそれ以上は追求しないことにした。

			「それと、タマル。今、連れてきた人たちの面倒もみてやってくれ」

			「はい。用意してます。だいたいは、この村で働くことに同意してくださっているんですか？」

			「若干、元いた村に帰りたがっている人も残っているが、ほとんどはな。職人や商人など、特殊な技能持ちもいる。そういう人たちは、だいたい今後も面倒をみていくと約束しているはずだ。詳しい内容は、本人から直接聞いてくれ。とにかく、それぞれ希望の確認をしてやってくれ」

			「はい、わかってます」

			「あの、これ、面談したときのメモ」

			　リンザが、タマルに紙の束を差し出した。

			「まだ、字がうまくなくて、読みづらいかも知れないけど」

			「はい。確かに受け取りました。大変助かります」

			　馬とか馬車とか人とか、戦利品が大漁であったからか、タマルの機嫌はよかった。

			「ハザマさんは、もうすぐ村長かお役人さんから呼び出しをかけられると思いますので、どこかわかりやすい場所で待機していてください」

			「じゃあ、井戸で体拭いてから、自分の小屋で休んでるわ」

			　

			　長旅の後、体を清めたいという欲求は共通のものらしく、井戸は混雑していた。井戸の近くに衝(つい)立(たて)で仕切られた空間がいくつかある。体を洗うときはそこを利用するのだが、今は満杯だ。

			　仕方がなく、ハザマは井戸から汲んだ水を共用の桶に満たし、それを持って自分に与えられた仮設小屋へ向かう。リンザも、同じように桶に水を汲んでハザマの後を追った。

			「おい」

			　仮設小屋の中にまで入ってきたリンザに、ハザマは声をかけた。

			「なんだってお前まで入ってくる」

			「怪我人が、何をいっているんですか？」

			　リンザも、退かなかった。

			「肋骨と肩(けん)胛(こう)骨(こつ)に罅(ひび)が入っていて、それに手首も痛めているっていわれたじゃないですか」

			　放置しておいても自然に治癒するとはいわれていたが、逆にいえば、短期間ですぐに完治する疾患でもない。

			「体を拭いてから、薬を塗り直します」

			「……そうかい」

			　憮然として、ハザマは服を脱ぎはじめる。

			　馬車に乗っていた四日間、まともに体を洗う機会に恵まれていない。それに加えて、ハザマの場合、エルシム謹製のなんともイヤな匂いのする軟膏を、体のそこここに塗りたくられている。体中が、かなり汚れているはずだった。

			「なら、頼むわ」

			「まず軟膏を、剥がしますね」

			　リンザが、背中やわき腹に張りついてすでに乾ききっている軟膏を手で取り除きはじめた。

			　それから、濡らしてきつく絞った布で、ハザマの体表をさすっていく。

			「わ。すごい垢」

			「いちいち口に出すな」

			　

			「ついでに、頭も洗いましょう」

			　ハザマの上半身を一通り清めた後、リンザは持参した桶を持って小屋の外に出た。

			「これから、お役人との会談があるそうですし」

			「へいへい」

			　逆らってもしょうがないので、ハザマはおとなしくリンザの言葉に従って外に出る。

			　リンザはまず、地面の上に汚れきった水をぶちまけ、ハザマに屈んで頭部を前に突き出すようにいった。

			「水をかけます」

			　ハザマの頭部に水をかけながら、リンザはガシガシと手指でハザマの毛髪をかき回す。

			　シャンプーでもあればいいのだが、まともなシャワーもないこの世界では、これが精一杯なのだった。

			「そういや、お前。いつの間にか、文字が書けるようになっていたのな」

			「まだうまくないですけど、空き時間とかに、ハヌンやトエスに習いました」

			　洞窟の救出劇から数えて、まだ一月も経っていない。それを考えると、驚異的な学習速度であった。

			　ひょっとしたら、バジルの影響は、知力とかにも関係しているのだろうか、と、ハザマは思った。

			　エルシムにいわせると、一番強い影響を受けているのは他ならぬハザマ自身であるとのことだったが、まるでその自覚がない。

			　桶一杯分の水をかけながらハザマの髪の毛を洗い終えると、リンザは、

			「桶は井戸に戻しておきますから、服は着替えて髪も整えておいてください。汚れた服は、まとめておいてくれれば、後で取りに来ますから」

			　そういい残して、足早に去っていく。

			「……お前は、おれのおかんか」

			　リンザの姿が完全に見えなくなってから、ハザマは、ぽつりと呟いた。

			　

			『ハザマ』

			　髪を整え、新しい服を着た直後、頭の中にエルシムの声が響いた。

			『お呼びだ。村長の屋敷に来い』

			『はいよ』

			　ハザマは小屋を出て、村長の屋敷へと向かう。

			　

			「あらまあ、ハザマさん」

			　扉をノックすると、顔見知りの中年女性が出迎えてくれた。村長のおかみさんだった。村の廃絶を回避し、復興にも尽力してくれるハザマたち洞窟衆への心証は、当然のことながら極めて良好といえる。

			「こちらへ訪ねるようにといわれまして」

			「はいはい。皆さん、お待ちですよ」

			　おかみさんに案内されて、ハザマは奥の間に通される。

			　そこにいたのは、村長とエルシム、それに、隣村の村長の息子だという若者と、村人とは明らかに服装が違う、三人の男たち。ハザマは、その三人の顔に見覚えがなかった。

			　どうやら、この三人がお役人らしい。

			「君が……洞窟衆とやらの頭目なのかね？」

			　三人のうち、年嵩の男が最初に口を開く。年嵩とはいうものの、せいぜい三十代半ばだろう。

			「一応、そういうことになっております」

			「名は、なんという？」

			「ハザマ・シゲル」

			「異国風の響きですな」

			「ええ。こちらの方から見れば、異国人ということになるかと」

			「気がついたら、森の中にいたとか？」

			「その通りで」

			「あの森の中に……ふむ。よく、生き延びて来られましたね」

			「相棒の、バジルのおかげです」

			「バジル？」

			「見ますか？」

			　ハザマが鞄の中からバジルを取り出してテーブルの上に乗せると、役人たちは息を飲んだ。

			「それは」

			「一見、トカゲっぽく見えますが、こいつは生物ではないようです。そこのエルシムさんがいうには、生物でも精霊でもない、別の何か……だそうです」

			　

			　ハザマに対する役人の尋問は多岐にわたったため、長時間に及んだ。

			　おそらくエルシムなどから聞いた内容と重複する部分も多かっただろうが、役人は事実関係を明白にするためにしつこいくらいに同じ質問を繰り返した。そしてそこに少しでも矛盾があるようなら何度でも問い返す、という、尋問の手法としては極めてオーソドックスな手法を取ってきたのだ。

			　ハザマが経験してきた、特にバジルに関連する事項は、この世界でも前例がなかった。異常な出来事が本当にあったのかどうか、検証をしようとすればこのような尋問も必要になろう。と、割り切ってハザマは辛抱強く役人につき合った。

			　村長の奥さんが出してくれた簡素な夕食を挟んで尋問は続いた。

			　一通りのことを訊き終えた役人の、

			「なるほど。どうやら君は、嘘はいっていないようだ」

			　という言葉で尋問は締めくくられた。

			「悪く思わないでくれ。これもお役目のうちでな」

			「いえいえ」

			　ようやく尋問から解放されたハザマは、とりあえず下手に出ておく。

			「ところで、ハザマくん」

			「はい？」

			「その、硬直化というのは、今すぐに発動できるものなのかね？」

			「おれに敵意を持つ者に対しては常時自動発動。そうでない場合でも、任意に対象の動きを止めることができます。ちょっと試して見せましょうか？」

			　ハザマがそういった途端、三人の役人たちはピタリと動きを止め、まばたきさえできなくなった。

			「はい。……このように」

			　ハザマがそういった途端、役人たちは太いため息をついて身じろぎをする。

			「よく理解できた。わたしは、巡視官のサイレル・ファレルだ。この近辺の開拓村の、主に税収を担当している。とはいえ……実際には、辺境の何でも屋といったところだが」

			　名乗ったサイレルは、自(じ)嘲(ちよう)のような苦笑いのような、複雑な表情を浮かべていた。

			　なんらかの事情があって、左遷させられたような口かなあ……と、ハザマは想像する。

			　左遷される人種にもいろいろある。単に無能な場合、無能ではないがたまたまヘマを踏んだ場合、属する派閥が没落して、対抗勢力に排除された場合、有能すぎて、かえって上司に疎(うと)まれた場合。

			　彼がどれに当てはまるのか、あとで調べよう。

			　そういえばハザマは、こちらの世界の統治機構について、まだ基本的な知識さえ持っていない。これからは、そうした知識も必要になりそうだ。

			「洞窟衆と呼ばれる人たちの由来と事情については、それなりに理解をしているつもりだ」

			　そんなことを考えはじめたハザマに、サイレルは説明を続ける。

			「わが国の領民として認めようじゃないか」

			「その、領民として認められると、どのような利益と不利益があるんでしょうか？」

			　どうせハザマは余所者だ。この際、その余所者であることのメリットを生かして、とことん初歩的な質問からぶつけてやることにした。

			「領民となることの、利益と不利益か。ふむ。君は、面白い発想をする男だな」

			　サイレルは、何度かわざとらしい挙動でうなずいてみせた。

			「領民となる益は、国外からの侵攻にさらされたとき、無条件に国軍により保護されるべき対象とされる。不利益の方は……そうだな。代表的なことをいえば、納税の義務が発生することだな」

			　やはりそういうことになるのか、と、ハザマはげんなりした。

			「残念ですが、今すぐにまとまった納税はできかねます。洞窟衆に属する大勢の人々を、これからどう養っていくのか頭を悩ませているところでして」

			「いやいや、勘違いをして貰っては困る。すでに君たち洞窟衆は、獣害からこの村を救い、組織的な賊の一つを事実上壊滅させている。これらは、本来ならば官が行わなければならない活動だ。それを自発的にやってくれたのだから、国としては感謝こそすれ、これ以上の負担を要求することはできない。それをやってしまったら領民は不満に思い、今後、自衛的な活動全般が不活発なものになってしまうであろう。君たち洞窟衆の現在の窮状も鑑み……今年の分は、免税することにする。その程度の権限はわたしにもあるし、なんなら今すぐ正式な書類を整えてもいい」

			「は、はあ。そいつはどうも、ありがたいことで」

			　サイレルがずいぶん気前がいいことをいうので、ハザマはかえって不信感を持った。こいつはうまいことをいって、何らかの形で自分たちを取り込もうとしているのではないか？

			「その代わり、といっては、なんだが」

			　ほら来た、と、ハザマは心中で大きくうなずく。

			「君たち洞窟衆が持つ戦闘能力を見込んでの提案なんだが、国軍の一員として、近く起こるはずの小競り合いに参加してみないかね？」

			　ハザマは即答を避け、最後まで「正式な返答は、仲間と相談してからにさせて貰います」で通した。

			　

			　サイレル・ファレルたち役人から解放されたときには、すでに夜中になっていた。この世界の住人は、基本的に夜明けとともに活動を開始して、日が沈めば寝る準備をする。むこうの感覚とはまるで違うので、村中が寝静まっている今は本当の「真夜中」だ。

			「ふぅ」

			　ハザマは、太い息をついた。

			「お前様よ。ずいぶんとお疲れの様子だな」

			　エルシムが、ハザマの背中を平手で叩く。

			「ああいう腹のさぐり合いは、あまり慣れていないんでな」

			「お疲れのところを悪いが、早めに話し合っておいた方がよい案件がいくつかある。もう少しつき合って貰いたい」

			「そりゃあ、別に構わんけど……あ。灯りがないな」

			　村長の屋敷には、さすがにランプらしき物体があって、日が落ちてからでも、ギリギリ会談が可能なくらいの光源は確保できていた。

			「なに。魔法で、ほれ」

			　ぼうっ、と、エルシムの掌の上に球状の光源が現れる。

			「便利だなあ。あ。場所は、おれの小屋でいいか？」

			　一応、洞窟衆の頭領ということになっているハザマは、相部屋ではなく一つの仮設小屋を丸ごと与えられていた。

			「よかろう」

			　

			　ハザマとエルシムが小屋の中に入ると、すぐにファンタルとタマルも集まってきた。

			　エルシムが行政担当、ファンタルが軍事担当、タマルが財務担当といったところか。

			　現状、洞窟衆の行く末を決めるような話し合いは、この面子で行われている。このうちの誰かが欠けたら、そこでなされた議事の進行や結論は、いびつなものになってしまうだろう。

			「まず、今回の盗賊制圧の件です。財政的に見れば、大きな成果だと思います」

			　最初に口火を切ったのは、タマルだった。

			「現金やその他の宝物はもちろんのこと、一番の目的であった人材の確保、おまけに念願の馬や馬車なども手に入れられ、理想的な戦果であったと思います」

			「あれだけ苦労して準備したんだ。成功して当たり前だ」

			　すかさず、ハザマが突っ込んだ。

			「これで、食料の買収とかはまた進められるな？」

			「はい。資金的には十分です。馬車も入手しましたし、それにネイネス商会にいたゴグスさんが協力してくださるそうです」

			　これで、心おきなくドン・デラへ買い出しにいける、と、タマルはいった。

			「こういってはなんだが……その、ゴグスさん。そんなに信頼しちゃっていいのか？」

			「信頼というよりは、信用ですね。もちろん、多額の資金が動く取引ですから、保険として契約の魔法は交わす予定ですが」

			　取引の大小にかかわらず、一人前の商人が自分の信用を損なうような真似をするはずがない。そんなことをすれば噂はあっという間に広まり、以後一生、商人として日の目は見られなくなるのだという。

			　

			「一人、肝心の首(しゆ)魁(かい)を逃がしてしまったことだけが、痛恨事だな」

			　ファンタルが、いかにも口惜しそうな表情でいった。

			「報復の連鎖を断ち切るために、一人も逃がさず捕らえたかったところだ」

			「ヴァンクレスの話では、あいつの兄貴ってのは妙な魔法を使うそうだ。それに、報復とか復讐なんてことには、あまり興味を持たないタイプらしい。ファンタルさんが残念なのはわかるけど、あんまり気に病みすぎてもなあ」

			　慰めているのか、諭しているのか。例によって、飄(ひよう)々(ひよう)とした口調でハザマは応じた。

			「確かに、あれはいい加減そうな男だった。捕らわれた仲間の命運なぞ知ったことではない……と、おそらく本気でいいきってしまう類の男であろう」

			　直接顔を見、言葉を交わしたのは、この中ではファンタルだけなのだ。

			「ただ、報復の恐れとかそういうこととは別に、あの男の存在がいつか、予想外の形でわれらの前に立ちふさがるのではないか。しきりに、そんな気がしてならないのだ」

			　ファンタルの言葉はずいぶんと不吉な印象を与えたが、だからといって今すぐ打開策を打てるわけでもない。しばらくは情報収集に努め、警戒を怠らない。くらいのことしか、できそうもなかった。

			　

			「妊婦たちは続々と出産し、この世に出た嬰(えい)児(じ)たちはすくすくと育ち、衰弱していた女たちもほぼ全員、体力を回復している。洞窟の方は、まずは順調だ」

			　エルシムの報告は、まず洞窟の現状についてからはじまった。

			「問題があるとすれば、出身地に帰りたがらない女たちが、思いの外多いということであろうか？」

			「帰りたくない、ねえ。いい思い出がないのかな？」

			　ハザマが、ぽつりと呟く。

			「まさしく、そういうことであろう。村の中にも秩序があり、階級がある。最下層の者ほど、生活は苦しくなる。あるいは、家族に問題がある場合も、あるのかも知れん」

			「あー……ＤＶ、ね」

			「そのでぃ……が何かは知らんが、そういうことだ。それからな。定期的に商品を行商するようになった村の中から、洞窟衆の一員として迎えてくれと懇(こん)願(がん)する者が、何名かいたそうだ。今のところ、返答は保留して貰っているが」

			「ええっと。それは、洞窟が一種の駆け込み寺、みたいなもんだと思われているのかな？」

			「か、かけ……よくわからんが、格好の逃げ場所として、認識されはじめているらしい。この村のワニ退治の件も、出入りがある村にはすでに伝わっている。それでどうも、洞窟衆は、虐げられた民の味方だという風評が広まっているらしくてな」

			「今し方、盗賊退治をやってきたばかりであるしな」

			　ファンタルが、茶々を入れてくる。

			「無理に訂正する必要もないと思うけど……そんな風評もいきすぎれば、その期待におれたちが押し潰されちまうぞ。どっかでそうそうに線を引いて、ケジメをつけておかないと」

			　ハザマは、そういった。

			「ワニだって盗賊だって、それなりの思惑があってやったことだ。おれたちは善意だけで動いているわけではない」

			「同感だな」

			　エルシムも、うなずく。

			「第一、勝手に籍を抜いた余所の村人をこちらが受け入れたとしたら、どうしたって角が立つ」

			　開拓村にとって村人とは、なによりもまず労働力なのである。周囲の了解も取らずに勝手に移動することは、他の村人たちに対する不義理にもなる。

			　それ以前に、村人が独自の判断で勝手に村を出ていいものなのか。

			「それ、違法にならないのか？」

			「しかるべき理由と住んでいる村の長と受け入れ先の村の長の受諾があれば、移住はできる。これ以外の方法で村を抜けるとなると、事実上は浮民として扱われるな。税を納めなくていい代わりに、領民として扱われない。誰にも保護を求める権利を持たない者になる。多くの場合は、すぐに人狩りの餌(え)食(じき)になろう」

			　ハザマが漠然と想像している牧歌的、中世的な世界像より、現実のこの世界は遙かに過酷なのであった。

			「じゃあ洞窟衆に入れてくれって人が来ても、基本的に『無理でーす』で返答を統一しちゃった方がいいんだな？」

			「その方が、無難ではあろうな。そうでないと養うべき口が、際限なく膨れ上がろう」

			　それは確かにイヤだなぁ……と、ハザマは、このとき、しみじみと思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方、三人の役人たちは、村長の屋敷内にある空き部屋で宿泊する準備をしていた。

			　本来であれば、しかるべき来客用の部屋が割り当てられるはずであったが、なにしろ今は非常時だ。獣害のため破損された建物が多く、村長の屋敷でも相当数の村人たちが寝起きしている。寝具も部屋も足りないのであった。

			　そんなわけで三人が案内されたのも、普段は倉庫代わりに使われているようなほこり臭い一角であった。

			　役人たちも村の窮状を知っているし、これでも野宿よりはずっとマシだと思っていたので、特に文句をいうことはない。

			「この度の獣害も、どうやらこの地が終着点らしい」

			　三人の中で一番若い役人がいった。

			「だと、よいのだがな」

			　サイレル・ファレルが呟く。

			「これより北の村は、六つも消失していた」

			　さすがに、若干の疲れの色が見えた。

			　これは、六つの開拓村から上納される税収が丸々消し飛んでしまった、ということを意味する。しかもこの「六つ」という数は、巡視官サイレルが担当する地区内で確認された村だけの数である。

			　木登りワニがやって来たもっと北の地域では、もっと大規模な被害があったのかも知れなかった。

			　サイレルのキャリアにとっては、この村よりも、そちらの事情の方がよほど深刻といえた。

			「それで、巡視官。この村の税を、物納ではなく現金に代えてくれという提案は呑むおつもりですか？」

			　補佐官のうち、年嵩の方が、サイレルに訊ねる。

			「子細はまだわかりませんが、例年のごとく、もうすぐ山岳民どもが攻めてくるかも知れないという情報も入ってきております。六つの村が消えたので、今後、穀物は不足するはずです。そうなれば、穀物の値もぐんと上がるはずです」

			「思案のしどころではあるなあ」

			　サイレルは、天井を睨む。

			「現金での納税を許せば、われらは確実に損をする。しかし、物納に拘れば、この村の復興が立ち遅れる。長い目でみれば、ここはあえて損を取って、村の支援をするのが上策であろう」

			　原則に拘りすぎて締め付けを厳しくすると、村人たちが逃散するおそれさえあった。それでなくても、現状で六つの開拓村が消えている。ここは村を支援して、来年以降の増収を望むべきであろう。

			　確かにこの村はかなりの被害を受けてはいるが、村人たちの表情は不思議と明るい。彼らは、この村の将来についてまだ希望を持っているのだ。何年かは必要だろうが、これ以上の不運に見舞われでもしない限り、この村はいずれ完全に復興するだろう。

			「しかしそれでは、巡視官のお立場が」

			「これだけ大規模な獣害があったのだ。もとより、わたしの立場も無事ではすむまい」

			　その言葉に影はない。平民から官吏に登用されたサイレルは、まだ家庭を持っていなかった。失脚しても、独り身という気軽さはある。

			「今はわたしなどの保身よりも、領民のことを案じる時期だろう。それが、将来の税収増にも繋がる」

			「お志は大変に立派だとは思いますが……」

			　若い方の補佐官が、サイレルにいった。

			「あの洞窟衆とかいう胡散臭い連中、どのように遇するおつもりで？」

			「どうも、こうも。そのまま中央に報告して、それで終いよ。あれは、型どおりに税を納めさせるよりも、手駒として使いたがる者が多かろう」

			「面倒なのは、上に押しつけるわけですか」

			　年嵩の補佐官がそっと嘆息する。

			「確かにあんな得体の知れない者たちとは、あまり関わり合いにならない方が身のためだと思いますが」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝も、ハザマたちと役人たちとの会談は続いた。昨日の会談が、ハザマや洞窟衆などの込み入った説明に、時間を取られすぎてしまったからだ。今日はハザマたちだけではなく、村長や隣村の村長の息子も同席している。ナネルというその青年は、この村の復興援助という名目で、数名の若者を引き連れて長期滞在しているらしい。近隣の村にしてみれば、次代の村長として、災害時の対処法を学ぶいい機会なのかも知れなかった。

			「……昨夜、これまでに聴取した事柄を検討してみたのですが」

			　サイレル巡視官は、そう切り出した。

			「今回の納税は、特例として現金での取り扱いを認めることにいたします」

			「そうして貰えると、助かります」

			　バザル村の村長は、丁重に謝辞を述べる。続いて、すぐに試算を書きつけた紙を提示した。

			「現在の相場ですと、これくらいの金額になると思うのですが」

			「順当な値であるとは思うが、これからの季節、穀物の相場はあがるのが通例だ。もう少し色をつけて貰えればありがたい」

			「特例を認めていただいている以上、ご期待には応えたいところです。が、この村もご覧の通りの惨状でございまして。では、これに、これだけ加算させていただいて」

			「この分だと、この村の来年の収穫量は例年の半分以下になることだろう。そのことも踏まえると……」

			　村長も巡視官も、それぞれに背負っているものがあるから、当然のように交渉は長引く。

			　

			「あちらはしばらく時間がかかるでしょうから、その間に少し、よろしいでしょうか？　わたしはサイレル巡視官の補佐を務めております、ミスクと申します」

			　二人の補佐官のうち、年嵩の方がハザマに向き直る。

			「はい。どのようなご用件でしょうか？」

			　とりあえず、ハザマは返答してみた。

			「聞くところによると、貴君らは、凶賊のヴァンクレスを捕らえているとか」

			「ええ、一応。なんなら、呼んできましょうか？」

			　ヴァンクレスは今、まだ傷も治りきっていないというのに、切り出した丸太の運搬を手伝っているという。体力が有り余っているのだろうな、と、ハザマは思った。

			「いえ、それには及びません」

			　ミスクはかぶりを振った。

			「今後、彼を、どうするおつもりですか？」

			「どうするも、なにも」

			　ハザマは、「お前は何をいっているんだ？」といったニュアンスを込めて、ミスクの顔をまじまじと見つめた。

			「やつの首には、賞金がかかっているんでしょう？　素直に、このままお役人様に引き渡すのが筋かと思いますが」

			「そうしたいのは山々ですが、われらも徴税任務の途中にあります。最低限の護衛しか連れてきていませんし……さらに正直にいえば、あんな大物を中央まで無事に護送できるのか、大いに疑問です」

			「今、仲間に賊たちを尋問させているところですが……賊たちが取り返しに来るという線は、もうなさそうですよ？」

			　実際には、かつて盗賊だった者たちはかなりエグい「おしおき」を経てすっかり心が折られていた。ヴァンクレス以外、全員の奴(ど)隷(れい)契約が完了している上、必要な尋問もすべて終了している。奴(ど)隷(れい)状態にある者は、問われたことに対して嘘がつけないので、隠し事も不可能だったから、かなり効率的な情報収集を行うことができた。

			「でも、やつ……赤鬼のヴァンクレスは、あらゆる状態異常の魔法を無効化する体質だ。あれに本気で暴れられたりしたら、なす術がない」

			　そういって、ミスクは肩をすくめる。

			　彼らにとってヴァンクレスとは、いつ爆発するかわからない不発弾のようなものなのだろう。

			「そのように、いわれましてもねえ」

			　ハザマは、空(そら)惚(とぼ)けた。

			「おれたちは、領民の義務として賞金首を差し出すだけでして。それ以上のことは致しかねます」

			　ハザマとしては、賞金なんていらないからさっさと誰かに引き取って欲しかった。

			「そこで、です」

			　ずい、と、ミスクが身を乗り出してくる。

			「しばらく、やつの身柄をそちらで預かっては貰えませんかね？」

			「預かる、ですか？」

			　ハザマは、ゆっくりと首を振った。

			「なんで、わたしたちがあんな凶状持ちを」

			「もちろん、タダでとはいいません。あの凶賊も、あなた方の下ではおとなしくしているそうですし」

			「タダではない、ですかあ？」

			　ハザマは、あさっての方向に顔を背けた。

			「あいつ、大食らいですから多少の飯代をいただくくらいでは、赤字になるんですが」

			「迷惑料と管理費込みで……」

			「あ、具体的な金額の交渉は、うちの財務担当にお願いします。エルシムさん、タマルを呼び出して」

			　エルシムが心話でタマルを呼び出し、具体的な金額についてはそちらに任せることにした。

			　

			「……少し、よろしいでしょうか？」

			　今度はハザマの方が、もう一人残っていた若い役人に話しかける。

			「はい。なんでしょう？」

			　若い方の補佐官は、もう一人よりはよほど柔和な印象を受けた。

			「今回捕らえた盗賊たちは、打ち捨てられて久しい開拓村にたむろしておりました。そうした廃村に手を入れ、再入植をするには、なんらかの許可を取る必要があるのでしょうか？　必要な手続きなどがあれば、お教えいただきたい」

			　予想外の質問をぶつけられ、若い補佐官は、しばらく、目を白黒させる。

			「も、もちろん、再入植は可能です。むしろ、こちらからお願いしたいくらいです。届け出なども、特に必要ではありません」

			　若い補佐官は、素早く思考を加速させる。

			　この、洞窟衆という輩(やから)……流民の寄せ集めと思っていたが……。

			「ですが、わが国は目下財政難にあるため、官からの援助は一切望めないものと思ってください」

			「援助はなしでも、無事に村として体裁が整うようになってきたら、こうして税を集めに来るわけですね？」

			　ハザマは薄く笑いを浮かべながら皮肉をいった。

			「もちろん、援助は最初から考慮しておりません。まずは、この村の復興を助けるのが先決ですが、その後、おそらくわれわれは、どこかに自分たちの村を造営することになるでしょう」

			　今は、洞窟に残っている女たちを扶養するので精一杯で、開拓事業にまで手を伸ばす余裕などない。しかし、いつまでもこのバザル村を「外部との通商口」として利用し続けるわけにもいかないだろう。

			　数多くの犬頭人を抱えていることもあり、洞窟衆の本拠地とでもいうべき場所を早めに確保しておいた方がよい。

			　昨夜の話し合いで、そういう結論に達したのだ。

			「それに、村といっても、こちらのバザル村のような普通の開拓村ではなく、もっと独特な形態の村になりそうですが」

			「独特な形態の村、ですか？」

			　ハザマの意図を探るような目つきで、若い補佐官は聞き返してきた。

			「どうもよく、想像できないのですが、それは楽しそうだ」

			　それから、その補佐官は、

			「わたしは、メグログと申します。以後、お見知りおきを」

			　はじめて、そう名乗った。

			　

			　驚いたことに、ヴァンクレスの賞金額はバザル村が納める一年分の税額とほぼ同じだった。

			　そのことを知って、ハザマは、「どんだけ暴れ回ったんだよ」と呆れてしまった。

			　ヴァンクレスとその兄を頭目とする一味は、貴族でも関係なしに襲ったので、あっという間に賞金額が跳ね上がったということらしい。それに、「どうせ捕らえられる者なぞおるまい」という諦(てい)観(かん)混じりの判断も加わって、非常識な金額になってしまったようだ。

			　狂化持ちの体力バカな弟と特殊な魔法を使う策士タイプの兄は、それくらい「捕まえにくい」相手と見られていた。

			　笑ってしまうのは、バザル村が役人に支払った現金は、村の貯蔵庫に眠る穀物を担保にハザマたち洞窟衆が貸しつけたもので、それがほぼ全額、ヴァンクレスを捕らえた恩賞として洞窟衆に戻ってきたことである。バザル村が洞窟衆にしている借金だけが残ったわけだが、これも実は、洞窟衆が村の土地を借りている代金などでかなり相殺している。

			　若干、足が出た分と利息を合わせても、バザル村の負担は、一年分の税と引き替えと考えればさほど重くはない、という結果になった。それに、帳簿の上はどうあれ、バザル村の蔵には種(たね)籾(もみ)にも食料にもなる穀物が山積みになっており、数年は村人たちが飢える心配もない。

			　この場では、なによりもその事実が、一番重要だった。

		

	
		
			　

			第二話　二人の使者

			　

			　巡視官一行が村を出てから、数日が過ぎた。

			　元盗賊たちや盗賊に捕らえられていた人々も、それなりに村に溶け込んでいるようだ。

			　ハザマたちは、例によって洞窟にいる回復した女たちを出身の村へ帰す事業を継続している。

			　あれからすでに一度、未交渉の村へ訪れて、決まりきった交渉をして帰ってきたところだった。次の交渉の旅も、準備が整い次第出発する予定だ。

			　盗賊狩りの成果で馬や馬車、現金など、洞窟衆の資産は極端に増えている。

			　すべては順調に推移しているように見えた。

			　そんな時期に、ある報せを持った者がバザル村を訪れた。

			　

			「黒旗傭兵団ってえと、あの隊長さんとかファンタルさんがいた……」

			　ファンタルにしごかれているところを呼び出されたハザマが、確認する。

			「へい。洞窟衆の親分さんへと、便りを預かって参りました」

			　日焼けした肌の小男が、ハザマに頭を下げる。

			「親分さん、って……そんな」

			　やっさんみたいな……と、いいかけてハザマは、「自分たちがやっていることは、どうみても堅気ではないよなあ」と思い直す。

			「それで、なんだって？」

			　小男が持ってきた文は、今、エルシムとファンタルが読んでいる。二人とも、微妙な表情をしていた。

			「近く、大きな戦がはじまるようなのだが」

			　エルシムが、ハザマに説明しはじめる。

			「ああ。この間の役人さんも、なんかそんなことをいっていたな」

			「それが、だな。黒旗傭兵団の団長がいうことには、洞窟衆にも加勢して欲しいということだ」

			　ファンタルは、実に渋い顔をしている。

			「おれたちに戦争やらせようっていうの？」

			　ハザマは、渋い顔をして即答した。

			「やだよ、そんなの。なんでわざわざ自分から、危険な場所にいかなければならないんだか」

			　命大事に、は、ハザマが最重視する第一のテーゼである。

			「そちらさんには、食料を余分に融通した貸しがあると、うちの頭はそのように申しております」

			　その返答も折り込み済みだったのか、小男は顔を伏せたまま続ける。

			「ああ、あれか」

			　ハザマは、面白くなさそうな顔をして、軽くうなずいて見せた。

			「ファンタルさん、あれって、そういう意味も込みだったの？」

			「相場よりも、多少、色をつけて貰った程度のはずだが」

			　ファンタルは、肩をすくめた。

			「こちらが恩にきるほどの増量でもなかったな。それに、借りが大事だというのなら、今のわれらなら、すぐにでも返せる」

			　現在の洞窟衆は、財政的にはかなり余裕がある状態だった。

			「無礼を承知で指摘させていただきますが、そちらの親分さんは定期的に強大な敵を必要とすると聞いております」

			　悪びれず、小男は口説き文句を続ける。

			「大きな戦場では、敵も味方も、ここぞとばかりに強大な魔獣を使役しますぜ」

			　ハザマよりも先に、肩に乗っていたバジルが反応した。

			　膨大な食欲。バジルの欲求が、ハザマの脳裏に流れ込んでくる。

			「トカゲもどきが、反応したか」

			　バジルの思念を感知したエルシムが、軽く吐息をついた。

			「とりあえず、使者殿は、何日か逗(とう)留(りゆう)していくといい。出陣できるかどうか、今すぐには結論を出せぬが、検討だけはしてみよう」

			　

			「バジルが行きたがっているんだから、おれ一人がいけばいい」

			　ハザマの結論は、実にシンプルなものだった。

			「別に、他のやつらまでつき合うことはないだろう？」

			「つれないことをいうなよ、大将！」

			　大声でそう叫んで、ヴァンクレスがハザマの背中をどやしつけた。

			「せっかくの戦だ！　おれも連れて行け！」

			　この男は、自分を倒したハザマのことをなぜか気に入ったようで、ハザマのことを大将と呼ぶようになっていた。

			「痛ぇーよ！　というか、どうしてお前がここにいるんだよっ！」

			「黙っていろ、木(で)偶(く)の坊(ぼう)」

			　ファンタルがヴァンクレスの目を見据えて、ぴしゃりと制止する。

			　すると、目に見えてヴァンクレスの全身が硬くなった。

			「今は、少しばかり真面目な話をしている」

			　ヴァンクレスはファンタルのことを苦手としていた。何度となく対戦を挑むも、その度に地面に転がされているからだ。

			「だが、参戦するのなら、出せる限りの戦力を出すべきだ、という意見には賛同する。出し惜しみをしていたら、勝てる戦にも勝てぬ」

			「勝ち負けもなにも、参戦するにしたって、おれたちなんか使い捨ての駒だよ駒」

			　ハザマの発想は、どこまでも現実的であった。

			「傭兵の、そのさらに下について……って、ことだろう？　そんな下っ端、軍を動かす立場のやつらがいちいち大事にするわけないじゃん」

			「あの、質問があるんですが」

			　おずおずと、タマルが片手をあげる。

			「戦争に参加することの危険性については、想像できます。逆に、参戦することでわれわれが得られる利益というのはないんでしょうか？」

			「利益、か」

			　ファンタルは、そう前置きをおいて、淡々と説明しはじめる。

			「まず、黒旗傭兵団から支給される報酬があるな。これは、人数に応じて支払われる。別に、特段の戦果をあげた場合などには、その都度恩賞が与えられる。それから、略奪。金品や武装、それに敵兵自体など、敵軍から力尽くでもぎ取れるものは、すべて私物化していいことになっている。略奪した物品は、上部組織でも上前をハネることはできない。というよりは、戦自体が、おおかたこの略奪を目的として行われている。ことに山岳民たちは、穀物を目当てに毎年のように兵を出す」

			「はあ。だいたい、理解できました」

			　こくん、と一度うなずいた上で、タマルはさらに質問を重ねた。

			「あの……それで、黒旗傭兵団は、今回、どちらの側についたんでしょうか？　その山岳民の側に雇われているってことも、あり得るんですよね？」

			　誰もその問いに答えられなかったので、慌てて使節の小男を呼びにいく。

			　

			　厄介なことに、その翌日、今度は巡視官の補佐をしていたメグログが、バザル村に到着した。

			　お供も連れず、単騎で。

			　周辺の治安を考えると、これは十分に異常なことといえた。

			「……ハザマさん！」

			　村に入ってもそのまま馬から降りず、両肩に土袋を担いで走り込みをしていたハザマの下に駆けつける。

			「洞窟衆に、出兵要請が出ました！」

			　

			「……どうすんだよ、これ……」

			　洞窟衆が会議室として使用している、少し広めの仮設小屋の中で、巡視官補佐のメグログと黒旗傭兵団の使者が、なんとも居心地悪そうに身をすくめていた。

			　先に着いた黒旗傭兵団は山岳民側に味方しろといい、役人のメグログは当然、王国側に帰順せよといってきている。

			「おれは、遠いところから来たもんで、こちらの常識に疎(うと)いところがある。そのつもりで聞いて欲しいんだが……メグログさん。おれたちが山岳民に味方をすることは、別に違法ではないのか？」

			「違法とか合法とか、そんなものは、個々人の勝手でしょう」

			　メグログの答えは、漠然と思っていたハザマの予想を裏切るものだった。

			「雇われて参戦することもあるし、それ以外に事情がある場合もある。それに戦とは、略奪を行うためにするものです。今さら、違法だとかなんとかを気にするなんて、それこそ、滑稽ですね」

			　この世界は、国民国家を前提とした近代的な愛国心とかが通用する世界ではないらしかった。

			「戦場に出て命のやり取りをする以上、誰を敵に回しても自己責任ってことか」

			　ハザマは呟く。考えてみれば、ひどく単純な話だ。

			　勝利して奪う側に回るか、それとも敗北して奪われる側になるか。その原則のみが存在する。

			「もう一つ、質問。街道などで略奪が行われた場合、この国には専任で加害者を捜索する組織がない。そうだったよな？　確か」

			「え、ええ。都市部では、衛士や司直の機関もありますが、広域な地域ですと、取り締まりもどうしても後手後手にまわりがちで。せいぜい、正体がはっきりとしている賊に賞金を懸ける程度のことしかできていません」

			「よし、決めた。黒旗傭兵団の、ええっと……」

			「へい。手前、イリイチと申します」

			「イリイチさん。おれたち洞窟衆は、黒旗傭兵団に加勢して山岳民の味方をする」

			「……ハザマさん！」

			　メグログが、叫ぶ。

			「同時に！」

			　ハザマも、叫び返した。

			「王国軍にも与(くみ)して参戦する。具体的な方法については、これから、詳しく説明する」

			　

			「……ここまでで、なにか質問は？」

			　ハザマが構想をすべて説明し終えても、誰もまともな反応を返さなかった。

			　イリイチとメグログだけではなく、エルシムもファンタルもタマルもヴァンクレスも、それにリンザも。その場にいた全員が、盛大に呆れかえっているようだった。

			「……うまくいけば、ボロ儲けもいいところですね」

			　最初に発言したのは、タマルだった。

			「成功するとは限らないけどな」

			「いや、おれは面白いと思う！」

			　いきなり大声をあげたのは、ヴァンクレスだった。

			「王国と山岳民、その両方をいっぺんに敵に回して暴れ回るのかっ！　いやあ、愉快愉快！」

			「愉快……で、済む問題か！」

			　ファンタルが、珍しく声を荒くする。

			「これは、なんというか、もう……滅茶苦茶だ！」

			「いや、だが」

			　エルシムは、なにやら考え込んでいる。

			「考えようによっては、理に適っているな」

			「山岳民が一番欲しいのは食い物だって聞いたんで、こういう作戦を考えてみたんだが……たった今思いついたばかりの案だから、まだまだアラが多い。特にネックになるのは、あれだ。情報収集と輸送能力の確保、ということになるな」

			「情報収集は、使い魔と犬頭人を酷使すれば、なんとか」

			　エルシムが、ぶつくさと呟く。

			「輸送に関しては、うちの上をせっついてやれば、どうにかできそうな」

			　呆然としていたイリイチが、口を開いた。

			「なんとかなりそうなのかな？　じゃあ、おれたち洞窟衆は輸送途中の王国軍の物資を略奪して、山岳民に横流しをする。もちろん、タダでってことはない。値段は、黒旗傭兵団や山岳民と相談して決めよう。大事なことは、そうすることで、山岳民側は穀物を得ることができ、王国軍側は徐々に兵糧に不足を来すということだ」

			　ハザマは、そう説明した。

			「裏側でそうしたゲリラ戦を行うのと同時に……表側では、王国軍に与して盛大に戦果をあげて見せよう。こっちは、おれやらヴァンクレスが暴れ回れば、洞窟衆が働いているなと印象づける程度のことは、十分にできると思う。どうせ、無理矢理に引っ張り出される戦争だ！　真面目になんてやってられるか！」

			「無茶苦茶だ……」

			　メグログが、そう呟く。

			　そんなメグログを見て、ハザマはにやりと笑った。

			「なあ、役人のメグログさん。そっちが嫌だってんなら、それでもいいんだぜ。こっちは出兵を拒否して森の中に引きこもるだけだ。せっかくこの村に築いた地盤もまるっきり無駄になっちまうが……幸い、一度や二度の仕切り直しができるくらいの金ならある。今、この村からおれたちが手を引いて一番困るのは、この村の人たち。次に、その村からのアガリを期待するあんたら国の上層部だ。どうする？　こっちの腹を、上の人に報告してみるかい？」

			「……できるわけがない。国中が戦の準備に盛り上がっている今そんな報告を入れても、仲間割れを誘発して、むざむざと敵につけ入る隙を与えるだけだ」

			「まあ、なんだな」

			　そういって、ハザマはメグログに笑いかけた。

			「あんたも気苦労が多いと思うが、それも巡り合わせだと思って諦めてくれ」

			　実にいい、笑顔だった。

			「……悪党」

			　ぼそりと、リンザが呟く。
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			第三話　双面の作戦

			　

			「まずは、輸送網と通信網を構築できるかどうか、だな。黒旗傭兵団から人を回して貰えるといっても、どこまであてにできるのやら」

			　ハザマが提案した概要に沿って、細部を詰めることになった。

			「まず、通信網から考えよう。お前様がいた場所では、かなり広(こう)汎(はん)かつ細密な通信網が構築されていた。以前、そういっていたな」

			　まず最初に反応したのは、エルシムだった。

			「ああ、そうだ。ネット……文字通り、網、だ。おれの世界では、世界中に情報を伝える網の目が張り巡らされていた。世界中の人々がそこに接続していいたい放題だった」

			　ハザマが、答える。

			「夢物語のようだが、ここでもそれに近い環境を構築することを目指してみよう。長距離での通信環境を整備することは、以前よりお前様から要望されていたことであるしな」

			「……できるのか？」

			「無数の使い魔を確保し、森の中に散在させる。その一体一体に、心話の術式を組み込む。心話の術式だけでは遠くまで伝えることは難しいが、使い魔たちにその心話を順送りに手渡していけば、使い魔が尽きるまで、心話が届く道理となる」

			「中継、か。理屈の上ではともかく、できるのか？　かなりの量の使い魔が必要となるはずだが」

			「今、洞窟に引きこもっているエルフが何人かいる。それを動員して使い魔の確保をし、同時に、心話を中継するようエンチャントしたアイテムを大量生産して、確保した使い魔につけていけばできると思う」

			「それでいこう。早速、実行に移ってくれ」

			「心得た」

			　

			「後は、輸送についてだが」

			　静かな声で、ファンタルがいった。

			「多少の増員で良ければ、あてがある。実際にどこまで成果があるか、正直、あまり自信はないのだが」

			「珍しく弱気だなあ、ファンタルさん」

			「まあ、雲を掴むような話であるからな」

			「ともかく、いってみてくれ。実際に案を聞いてみなくては、なにもはじまらない」

			「そうだな。この森には、まだまだ無数の犬頭人がいる。その他の異族もいる。ここまでは、よいな？」

			「うん。それで？」

			「今、洞窟衆が従えている犬頭人は、数ある犬頭人の群の中でも、かなり頭数が多い方だ。ひょっとすると、一つの群としては、最大頭数になるのかも知れぬ」

			「だから？」

			「森の中に散らばっている、他の犬頭人の群を襲って、こちらに併合させる」

			「吸収合併ってわけか？　でも、できるのか？　そんなことが？」

			「犬頭人は、群を作る生物だ。優秀な個体には、ほぼ無条件に従う。そのおかげで、お主も洞窟衆の頭領となったのであろう？」

			「まあ、それが可能だとしても、だ。間に合うのか？」

			「やってみなければ、わからん。だが、森の中に、まだまだ多くの犬頭人が存在することは、確かだ。群の本拠地を一つ一つ襲撃して、こちらに服従させる」

			「おれたちの今の戦力で可能なのか？」

			「犬頭人を百匹と、それに、戦える女たちを連れて行く」

			　戦える女たち。ハザマが、「不機嫌な女たち」と呼んでいる連中だ。

			　彼女らは、理不尽を憎み、なにより、自分たちと同じように、異族に捕らわれた者たちへ強い感情移入をする傾向がある。

			　適任といえば、適任であろう。

			「順調にいけば、成果があがるほど、こちらの人数が増えていくはずだ。一度か二度見本を示したあと、グループに分かれて別行動させようと思う。女たちも犬頭人も、お主とトカゲもどきのおかげで、ずんと強くなっている。ただの犬頭人に後れを取るわけがない」

			　森中を駆け回り、増殖していく犬頭人の群。

			　その指揮を執る、ファンタルと女たち。

			　どこまで成功するかは、今の時点ではなんともいえないが、面白い。

			「今すぐ取りかかってくれ。ただ、連絡は、常時取れるようにしておいてくれ」

			「使い魔を増やす。それと、先ほどの、エルシムの通信網に期待だな」

			　そういって、ファンタルも去っていった。

			　

			「リンザ、ゴグスさんを呼んできてくれ。ちょっと聞きたいことがある」

			　ハザマはリンザに使いを頼み、役人のメグログに向き直った。

			「メグログさん。おれは行ったことがないんだが、ドン・デラって町は、それなりに大きいと聞いております。そこなら当然、ちゃんとしたお役所も構えているのでございましょう？」

			「ああ、はい。もちろん、ありますが……」

			　話の先行きが予想できず、メグログは当惑した顔をしている。

			「ドン・デラまでいけば、そこにいる賞金首のヴァンクレスも、突き出すことができる。今は、仕方がなくうちで預かっている体裁になっておりますが」

			「おい！　大将！」

			「ちょっと黙ってろ！」

			　大声をあげたヴァンクレスを、即座にハザマが制した。

			「そうしていただければ、ありがたいわけですが」

			　ハザマの意図が掴めず、メグログがまじまじとハザマの顔を無遠慮に眺めた。

			「そうですか、そうですか。どういう名称かは知りませんが、ドン・デラにまで行けば、このヴァンクレスのような賞金首を受け入れてくれるところがある、と」

			「ゴグスさんをお連れしました」

			　リンザが、ゴグスを伴って帰ってきた。

			「何かご用ですかな？」

			「ああ、ゴグスさん。ご足労くださいまして、ありがとうございます。用件といえば他でもない。ドン・デラって町は、たいそう栄えている宿場町と聞いております。そうした町であれば、当然、闇の部分も大きかろうと。いや、なに。あの町の周辺に、今、どれくらいの賞金首が存在するのかをお聞きしたく思いまして……」

			「いきなり、ですな」

			　当然のことながら、ゴグスは瞠(どう)目(もく)した。

			「まずは、そうおっしゃるわけを、お聞かせ願えませんかな？」

			　

			「……ずいぶんと壮大な構想ですな」

			　ハザマが一通り現在の状況を説明すると、ゴグスは深々と息を吐いた。

			「ゴグスさんは、不可能とみますか？」

			「いえ、あながち、そうともいえません。それに、一度は盗賊に捕らわれて未来が閉ざされたこの身。今さら失うものもありませんし、そうした賭けに乗ってみるのも一興でしょう。なにより、その作戦……成功すれば、穀物の相場がぐんと跳ね上がります。割のよい仕(し)手(て)戦(せん)ということになりますな、うははははは」

			　あ。この人、根っからの商人だ……とハザマは思った。

			「それで、その作戦と、賞金首との関係は？」

			「いえ、なに。当座の資金源として、ドン・デラ周辺の賊を、片っ端から捕らえて役所に突きだしてやろうと思いましてね。そこのデカ物みたいに、バジルの能力を無効化できるやつも、そう多くはいないでしょうし。それにゴグスさんは商人だ。商売の邪魔となる賊の情報には、それなりに詳しかろうと」

			「なるほど、なるほど。何にしても、金は必要となりますからな。そういうことならば」

			　ゴグスは、主要な賞金首の特徴や生息地についてぺらぺらしゃべりだす。かなり詳細な情報だった。リンザが慌ててペンと紙を用意し、読み書きができないハザマの代わりにその内容を筆記した。

			「……わたしが知っているのは、こんなものです」

			　しばししゃべり倒した後、ゴグスはそう締めくくる。

			「ゴグスさん。もう一声」

			「もう一声……とは？」

			「ゴグスさんが所属していた商会は、かなり手広く商いをしていたと聞いております。であれば、保険というか、保障というか……あるんじゃないですかねえ？　主要な盗賊と繋ぎを取って、しかじかの金銭と引き替えに、うちの荷は襲わないでくださいと……そんな取引をする窓口みたいなのが、あるんじゃないですか？」

			「盗賊ギルドのことか！」

			　役人のメグログが突如立ち上がり、叫ぶ。

			「あれは実在が確認されていない……はず……」

			「と、お役人様は、このように申しておりますが。ゴグスさん、実際のところは、いかがなもんでございましょう？」

			「ないといえばない。あるといえばある。そうとしか、申せませんな。しかし……ハザマさん。そんなところに、いったいどんな用件が？」

			「なに、単純なアウトソーシングですよ。この国がどのような形で兵糧その他を輸送しているのか、おれは知りません。が、その輸送網はかなり大規模なものでしょう。それを襲うっていうわけですから、人手はいくらあっても足りません。そこで、普段そういう仕事をやりなれている方々に外注してやっていただいて、その対価としてこちらはしかじかの金品を支払う。そうした交渉を行える窓口をご紹介いただければ、こちらの構想もかなり捗るなあと」

			「賞金首を狩って、その賞金で、盗賊どもを雇うと。そのようにおっしゃいますか？」

			「ごく単純にいえば、そういうことになりますか」

			「これは……はは」

			　ゴグスは、しばらくの間、大声で哄(こう)笑(しよう)した。

			「いや、失礼。ハザマさん。あなた様はずいぶんと、型破りな方のようだ。いいでしょう。このゴグス、全面的にあなた様に協力いたしましょう」

			　無論、商人であるゴグスが無償でというわけもなく、見返りとしてドン・デラに自分の店を持ちたいといった。

			「これからなにかと入り用になりますし、あまり大仰な支援はできかねますが……」

			　ハザマは、慎重ないい方をする。

			「最初の店は、粗末なものでも構いません。この件が成功すれば、いずれ利益となります。それとドン・デラに店を構えておけば、そこから経由して王国中に、洞窟衆が作った商品を売りさばくことが可能となりますよ」

			「洞窟衆の拠点になりそうだしな。いいでしょう。今の時点では、口約束くらいしかできませんが、それでもよろしければ」

			「このような案件を即決されたら、それこそかえって信用を損ないます。もう少し諸々の要件を吟味した上で、色よいご返事を期待しております」

			　

			「ふぅ」

			　ゴグスが退出すると、ハザマは息をついた。

			「ええっと、後は……」

			「ちょっといいかしら？」

			　このとき、仮設小屋に乱入してきた小さな人影があった。

			「なんだ。ガキか」

			「ガキって！」

			　盗賊に捕らわれていたところを救出した、没落中の下級貴族姉弟の姉の方。名前は、確か……あれ？　なんだったけか？

			「……君。名前なんていったっけ？」

			「ズレベスラ家の現当主、カレニライナ・ズレベスラよ」

			「当主？　当主は、お爺さんになるんじゃないのか？」

			「お爺さまはずっと昔にお父様に家督を譲っているし、そのお父様は三年前に戦死なさいました。従って、少なくともクリフが成人するまでは、お父様が残した子どもの中で長子たるわたくしが家長として……」

			「はいはい。で、そのカレニライナちゃんが、いったい何の用？」

			「貴族の令嬢をちゃんづけで呼ぶなぁ！」

			「ツンツンするのなら、もっとあとでデレそうな声でやってくれ」

			「デレそうな声ってなによ！」

			「説明しても理解できないと思うから説明しない」

			「なにそれ！　……はぁ、はぁ。なんか、調子が狂う男ね。こんなあばら屋でかなり重要そうな会議をはじめちゃうし。話し声、外にだだ漏れだし。みんな集まって聞き耳を立ててたわよ」
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			「そりゃあ、後で説明する手間が省けていいなあ。どの道、秘密にするつもりもなかったし。そんで、カレニライナちゃん」

			「カレンと呼んで。親しい人には、そう呼ばれているから」

			「そんじゃあ、カレン。何の用だ？　今、大人同士の重要な……」

			「こっちも、大人同士の重要なお話ってやつをしに来たの。あなた、わたくしを雇いなさい」

			「はいはい」

			　ハザマはうんうんと、わざとらしくうなずいて見せた。

			「残念だけど今は、君みたいなお子様と遊んでいる暇がないんだ。さっさと帰って……」

			「わたくしには！」

			　カレンが叫ぶ。

			「お爺さまに仕込まれた、貴族関係の知識があります。礼法から大小の貴族の家系図、紋章など。そうした知識は、これからのあなたに必要となるかと思います！」

			「いいたいことは理解した。だが、保護者の許可を取ってから出直してくれ」

			「お爺様は……きっと、反対なさるから……」

			「反対されるとわかっていて、なぜここに来たんだ？」

			「だって、だって。そうしないとわたくし、家のために、知らない遠縁のジジイと……」

			「……なんとなく、わかった気がする」

			　ハザマは、目を細めた。

			「君のお爺さんは、ドン・デラにいる遠い親戚を頼るといっていたが、それってつまり、身売りに近いことなのか？」

			「ええ、そうよ！　どう取り繕(つくろ)ったって、身売り！　顔も知らない五十を越えたおっさんにこの身を捧げて、クリフが成人するまでの後見人になって貰うの！　あれもこれも、全部、ズレベスラ家再興のため！　クリフだって、わたくしの純潔を守るために盗賊なんかに……」

			「わかった、わかった。もういい。いわなくていい。……まいったなあ。事情を聞いてしまった以上、どうにかしないとうちの女たちの士気がだだ下がりになるような。……君の処遇に関しては、前向きに検討する。今のところは、それで引いてくれ。なにより、君のお爺さんを説得しないと、この場で何かを決定することができない」

			「そうね。それまではわたくしが自発的にあなたのそばにいて、適切なときに必要な助言をする、というのでどうかしら？」

			「好きにしてくれ。ただし、必要がないときは黙って控えていてくれ」

		

	
		
			　

			第四話　錯綜の交渉

			　

			「後は、そうそう。黒旗傭兵団の使者さんがいたな。イリイチさんといったか？」

			「へいっ！」

			　ハザマが確認すると、すかさず小男の使者が立ちあがる。

			「ここまでの話、黒旗傭兵団としては承知できるのかい？」

			「実に、面白そうなお話で。やつがれのような小者に決定権はありませんが、うちの頭領ならば喜びそうなご提案でございます。十中八九、そちらの案に沿って動くことになりましょう」

			　この使者は話し合いの最初から、巻紙と筆を出して長々と書き物をし続けていた。単身で使者として派遣されるだけあって、それなりに目(め)端(はし)は利くらしい。

			「そちらからは、どれだけ人を出せそうかな？　森の中はこちらでなんとかするが、その、山岳国とやらに入ってから以降のルートについてはこちらでは保証できない」

			「食料を欲しがっている部族はいくらでもいます。王国の連中にはまず気づかれないような搬入口も無数に思いつきますし、それに、山岳の民にとっては山道は自分の家の庭みたいなもんでして。山の際、こちらが指定する地点にまで荷を運んでいただければ、後はこちらで手配させていただきます」

			「代金と引き替えに、な。特に今回の構想では、盗賊たちにも相応の報酬をバラ撒く必要がある。当面はこちらで工面するにしても、資金の方も用意しないと後が続かないぞ」

			「そちらの方も、ご心配には及びません。金銀はもとより、銅や鉄も含めて、金物関係はすべて山岳で産出しております」

			「そうか。じゃあ、山岳には、腕の良い鍛(か)冶(じ)も多いのか？」

			「それは、もう。平地の鍛(か)冶(じ)屋とは、比べものになりません」

			「代金の一部を良質な武器で払って貰うというのも、アリだなあ」

			　ハザマが悪い意味で感心し続けているのは、こちらの金属加工技術の未熟さだった。

			　ただの鉄器がそれなりに高価であることは、まあよい。それ以上に、脆(ぜい)弱(じやく)な物が多いことには、日頃からまいっていたのだ。

			　鋳物がほとんどで、鍛造の技術が未熟だからだろう。

			　刀剣の類でも、すぐに曲がる。折れる。欠ける。しばらく使えば、刃物ではなく鈍器と化す。

			　実は、金属を加工するために必要な高熱を得るためには、膨大な燃料を必要とする。しかし、その燃料を贅沢に使える場面は極端に少ないため、庶民には十分に発達した加工品が回ってこない。ただ、平地であっても十分な資金があれば、それなりに上等な製品が得られるのであるが、まだまだこちらの世界に疎(うと)いハザマは、これまでそうした事情を知る機会に恵まれていなかった。

			「それでしたら、ドワーフの名工の手による逸品を集めさせましょう」

			「ドワーフがいるのか？」

			「そりゃあもう、うじゃうじゃと。山に入れば、石を投げればドワーフに当たるってもんでして」

			「まあ、エルフがいるくらいだしな。不思議ではないか」

			　ハザマは上を向いて独り言を呟いた。

			「で、使者さん。返答は、どれくらいで持ってこられる？　あ、エルシムさんかファンタルさんにいって、使い魔の手配をさせた方が早いか」

			「使い魔を手配していただけるのならば幸いですが……やつがれが本隊に合流するまで、十日ほどいただければ」

			「早いな」

			　ハザマは、宿場町のドン・デラまで、馬で二十日前後と聞いている。

			「今、そちらの本隊は近くにいるのか？」

			「本隊がどこにいるのかは、ちょっと勘弁してください。こうみえてもこのやつがれ、人呼んで早馬のイリイチと発します。足の速さにはちょっとばかし自信がありまして……」

			「いずれにせよ、返事が返ってくるときには、おれたちはドン・デラに向かっている計算になるな。使者さん。ここを発つ前に、ファンタルさんから、使い魔を預かっていってくれ」

			　エルシムが急遽構築するという通信網もあるし、使い魔さえ手配しておけば、黒旗傭兵団との繋ぎはどうにかなるだろう。

			　

			「最後に、お役人のメグログさんだけど」

			　ハザマが、メグログに向き直る。

			「両軍に加勢をするのはまだしも、王国の戦略物資を奪取するのは、立派な犯罪です！」

			「ですよねー」

			　メグログの反応は、役人としては実に順当なものだった。

			「でも、メグログさん。さっきあなたも戦争は略奪を行うためにするものっていっていたじゃあないですか？　なんで他国から略奪するのはよくて、自国から略奪するのがいけないんですか？」

			　こちらの世界の常識を知らないハザマは、時として根源的な質問をする。

			「うっ」

			「それに、王国だなんだといっても、おれたち辺境の田舎者には正直、あまりピンと来ませんものでね。その戦略物資とやらも、どこかの村人が汗水垂らして働いた成果なわけでしょう？　お役人さんに税としてそれを納めるのと、おれたちがそれを横取りするのと、いったいどこが違うんですかね？」

			「ぜ、税は……この国の運営のために……」

			「戦争をするのが、この国のためになるのですか？　聞けば、山岳では食料が不足しており、その逆に金属資源が有り余っているっていうじゃないですか。こういう状態で、なんだって通常の交易などを通じて、互いの欠損を埋めあうことができないか、おれは不思議でなりません。どちらかが、鎖国でもしているのですか？」

			「さ、鎖国とは？」

			「国外との商売を閉ざすことです」

			「い、いや。平時でも戦時でも、そのような制限をしたとは聞いていない。貿易が振興すれば、関税収入があがって国も潤うはずだし」

			「では、なぜ、今回の戦争は起こっているんですか？」

			　この世界の部外者であるハザマの疑問は、実に素朴なものであった。

			　それだけに、役人であるメグログにとっては「怖い」。

			「そ、それは、山岳民が、わが国の食料を略奪しようとするから」

			「そのように、山岳民側が声明でも出しているんですか？」

			「い、いや、声明は……」

			「そこまでっ！」

			　大声を出してハザマとメグログのやりとりを遮(さえぎ)った者がいた。

			「メグログさんはお疲れのようです。今夜はここまでにしておきましょう」

			　カレニライナ・ズレベスラ嬢であった。

			　

			「あーんーたーねー」

			　カレニライナの声が震えていた。

			「強気に出ればいいってもんじゃないでしょっ！」

			「強気もなにも、おれはわからないことを質問していただけで」

			　ぶつくさと言い訳しはじめるハザマを、

			「子どもじゃないんだから、素直に質問すればいいってもんじゃないでしょ！」

			　カレニライナが一喝した。

			「なによ、なんで戦争が起こるんですか？　って！　そんなことがわかっていたら、そもそも戦争なんて起こりやしないわよっ！」

			　これはこれで、正論である。

			　会議をいったんお開きにし、ハザマは自分にあてがわれた仮設小屋に戻っていた。

			　いや正確には、カレニライナに引きずり込まれるようにして、連れ込まれた。

			「カレニライナさん、もっといってやってください」

			　リンザが、カレニライナを応援する。

			「だいたいこの人は、普段からいろいろと非常識なんです」

			「ええ！　さっきの様子で、わたくしもこいつの非常識さを思い知らされました」

			　なにこの状況。

			　せいぜい小学生高学年のくらいの少女になじられ、中学生くらいの少女に駄目だしをされている。

			　元の世界にいた塚越くんなら「われわれの世界ならご褒美です！」程度のことはいいそうな気もするが、おれにはそんな趣味ないぞ。

			「交渉するにしても、もう少しやりようってものがあるでしょうに！　さっきの場合は、あくまで下手にでてお役人様にお目こぼしを願い出れば、それですんだの！」

			「……目こぼし。見逃せ、ってことか？」

			「そうそう。あのお役人さんだって、別に自分の仕事に関係するわけでもないんだし、頭を下げながらこの場限りのことなんで、どうか見て見ぬ振りをしてくださいねーとでもいっておけば、案外目を瞑ってくれるもんよ！　なんだったら、袖の下を渡してもいいし！　その程度のお金はあるんでしょ？」

			「ああ、はい。たぶん。そういうのはタマルに任せているんで、おれはよく知らないけど」

			　カレニライナは深々と息を吐いた。

			「……部下を信用するのはいいけど、放任ってのは無責任と一緒よ。最低限のチェックはしておきなさい。ったく。想像以上に、滅茶苦茶な男ねえ。他人の使い方がなっていないというか。リンザさん。あなたも苦労しているでしょう？」

			「それは、もう」

			「……お前らいいたい放題いいやがって」

			　いい加減、つき合うのに飽きてきたので、ハザマは立ちあがった。

			「あ。ちょっとあんた、どこ行くのよ！」

			「爺さんのところ」

			　

			「……なんじゃ、お主か？」

			「やあ、どうも。すいませんねえ、こんな粗末な小屋しか用意してあげられなくて」

			　ハザマは、ナナフ老人に与えた小屋に入るなり、頭を下げた。

			「なに、仕事ができて横になれる空間さえあればそれでよい。それよりも、試作品ができたぞ」

			　ナナフ老人は、ハザマに小さな物体を渡した。

			「なに、それ？」

			　うしろをついて来ていたカレニライナが、ハザマの手元を覗き込む。

			「ライターの試作品」

			「それは、さしずめ着火器とでも称すべきものだな。小さな火打ち石に、持ち手と目の細かい歯車を仕込んだものだ。らいたぁ、とやらは、無理だ。気化して燃えるとかいう燃料のあてがない」

			「旅先では、火を起こすのが一苦労ですからねえ」

			　ハザマがこちらに来てうんざりしたものの一つに、「着火の手間」がある。この世界には、ガスはおろかマッチもライターもないのだ。火打ち石を打ちつけてまず燃えやすい枯れ草などに火を起こし、それを枯れた枝などに移して大きくしていく。あるいは、簡単な器具を利用して摩擦熱を発生させる方法もあるのだが、どちらにせよ慣れてないと、予想外に手間を取られる。

			　火を起こす苦労を誰もが知っているから、人が定住している場所では火種を絶やさないようにしている。しかし、旅先では、そういうわけにもいかない。

			　当初のハザマは、たまたまポケットの中に百円ライターを持っていたためその恩恵に与ることができたわけだが、その燃料が切れてからの苦労は筆舌に尽くしがたい。余裕ができたら、もっと簡単に火を起こす方法を模索しようと、前々からハザマは思っていた。

			　そんなところで出会ったのが、この指物師の老人、ナナフであった。

			「ええっと、ここ、ですか？」

			「そう。そこの歯車を勢いよく回すと、火花が出るようになっている」

			「よ！　おお、出た出た！」

			　ハザマが勢いよく親指で歯車を回すと、予想以上の勢いで火花が散った。

			「いいよ、いいよ。これでも、焚きつけがずいぶん楽になる」

			「なに、お前さんから預かった、この『ひゃくえんらいたぁ』とかいうものを再現しようとしただけだ」

			「これ、量産できそうですか？」

			「材料は、だいたいこの村で調達できるな。歯車はこちらで加工するとして、その元となる金属部分は鍛(か)冶(じ)屋に発注をせねばならぬし……」

			「タマルにいってくれれば、すぐにでも融通させます」

			　即座に、ハザマは答えた。

			「おそらくこいつは、あればあるだけ売れる商品になる。なんでしたら、弟子でも手下でも雇って、そいつらに量産させてください」

			「わしも、こいつは売れると思う。まだまだ改良が必要だとは思うが、そいつは作りつつ模索していけばいい。それと……弟子か」

			「なにか、都合が悪いですか？」

			「いや、この年齢でまた弟子を取ることになるとはな。人の斡旋については、そちらに任せる。どうせ、あのタマルとかいう小娘が手配するのであろう？」

			「おそらく、そうなるかと。おれも、もう少し準備を整えたら、またこの村を離れてしまうので」

			「そうか。また旅にでるか」

			「今度は二月以上、この村を離れることになるかと思います」

			　ドン・デラまで二十日前後。戦場となる場所は、さらにその先にあるという。

			「なにをしでかすつもりかは知らんが、若いうちにせいぜい足掻くがよい。わしはこの村で、着火器の改良と増産、それにお主に頼まれた他の器具の開発をしていることにしよう」

		

	
		
			　

			第五話　出陣の準備

			　

			「あ、あと、こいつもお願いします」

			　ハザマは、ポケットの中からハンカチに包まれた宝石を取り出した。エルシムに術式をエンチャントされた、あの宝石だ。

			「できれば、村をでる前に、こいつに鎖かなにかをつけて貰いたいんですけど」

			「指輪ではなくて、首にかける形でいいのか？」

			　ナナフ老人が、確認してくる。

			「首にかける方がいいですね。指輪にすると、何かの拍子に宝石だけ取れるかも知れないし」

			　ハザマが答えると、ナナフ老人は傍らにあった木箱の中をまさぐり、すぐに銀の鎖を取り出して見せた。

			「ほれ、その石を貸してみろ。すぐに仕上げてやる」

			　ハザマが宝石を手渡すと、ナナフ老人はその場で鎖の台座に宝石をあて、木槌で台座を叩いて宝石を包み込むように成型し、そのあと鎖つきの宝石を手にとって小声で長いことなにかを呟く。あとでハザマがエルシムに確認したところ、それは職人たちの間に伝わる、加工物を長持ちさせるためのまじないだったようだ。

			「ほれ。これで、滅多なことでは台座から外れないし、鎖が切れることもない。その宝石がそんなに大事な宝石なら、首から下げた上で念のために服の中にでもしまって隠しておくのだな」

			「そうします」

			　ハザマが鎖と加工の手間に対する代金を払おうとすると、ナナフ老人は、「助けてくれた礼だ」といって辞退しようとした。しかし、実質ハザマの財布を握っているリンザに押し切られる形で、多めの硬貨を握らされるのであった。

			　

			「ねえ」

			　ナナフ老人の作業場を辞した後、カレニライナに呼び止められた。

			「あんた、わたくしと契約しなさいよ」

			　寝言は寝ていえ……といいたかったが、ハザマは実際にはこういった。

			「お前さんが保護者の爺さんから許可を取りつけてきたら、考えてやるよ。それ、ガキはもう寝る時間だ」

			　カレニライナは明らかに不満そうな顔をして、それでも自分たちの一家に与えられた仮設小屋に帰って行く。

			「あのガキも、なにを考えているんだか」

			　ハザマがそうぼやくと、

			「ハザマさんの非常識さを矯正するには、あれくらい強気でいくくらいでちょうどいいのかも知れませんね」

			　後に控えていたリンザが、そういった。

			「……勘弁してくれよ」

			　ハザマは、さらにぼやいた。

			「それから、リンザ。明日になってからでいいから、ハヌンやトエスたちを集めておいてくれ。強制はしないが、位階とやらが高いのを揃えておけば楽に戦える」

			「わたしたちを戦争に出すつもりですか？」

			「だから、強制はしないって。明日は、それぞれの意向を確認するだけだ」

			　

			　翌朝、ハザマは早速集められた洞窟衆の女たちに昨日の話し合いについて簡単に説明し、

			「……まあ、今のところ決まっているのは、こんなもんだ。この件への参加を希望する者は、各自準備をしておくように」

			　と、告げた。

			　エルシムやファンタルは今日にでも出発しそうな勢いだが、その他は何回かに分けてこの村を出ることになるだろう。

			「もちろん、この件については、誰にも強制するつもりはない。賞金首だの盗賊だの戦争だのと、どっからどうみても危険な仕事になることがわかりきっているからだ。それよりもこの村とかで平穏に暮らすことを選択するのならば、それもまたよし。と、いうよりは、普通に考えれば、どうしたってそっちの方を選択するだろう。だから、この中の誰一人として同行を志願しなかったとしても、責めるつもりはない。みんな、各自の判断で好きなように選択してくれ」

			　と、そのように締めくくり、反応も確かめずにその場を去った。

			　

			「いい演説でした」

			　会議に使われている小屋に到着した途端、役人のメグログにそう声を掛けられた。

			「相手の意思に委ねるというのは、彼女たちが女性だからですか？」

			「多少は、それもあるけど」

			　ハザマは、肩をすくめた。

			「もっと根本的なところでは、おれが生まれ育った場所では、社会の構成員一人一人の意思が尊重されていたからかな？　こちらの国ではどうなのか知りませんが、おれの中にはどうも、そういう思想が抜きがたく染みついているらしい。それに……こういうことはあんまりいいたくはないんですが、メグログさんも洞窟衆が成立した事情についてはご存じのはずでしょう？あの女たちは、被害者です。これ以上、理不尽な扱いを続ける気にはなりません」

			　メグログは、少しの間、なにか考えているようだった。

			「……なるほど。あなたは、ご自身の中に、犯しがたい鉄則をお持ちの方のようですね。その鉄則が、たとえばこの王国の法と対立したとき、躊(ちゆう)躇(ちよ)なくご自身の中にある法の方を優先する。昨夜はいろいろと衝撃的な情報に曝されて取り乱してしまいましたが、だんだんと、あなたのことが理解できてきた気がします」

			「そこまで格好がいいもんでもないんだけどなあ」

			　ハザマは、人差し指で頬の肉を掻いた。

			「ただ単に、後で思い返したとき、おれが不快になる選択をしたくはないってだけで……」

			「後悔しない選択を、ですか」

			　メグログは何度か、うなずいた。

			「わかるような気がします。完全に理解できてしまったら、役人としては失格なような気もしますが。あなたは、時と場合によっては躊(ちゆう)躇(ちよ)なく法を蔑ろにする人ですが、悪人ではないようだ」

			「褒められている気がしねーな」

			「別に褒めてはいませんよ。信念がある無法者だといってるだけなんですから」

			　ハザマとメグログは、低い声で笑いあった。

			「それで、ハザマさん。改めて要請させていただきましょう。小官としましては、王国軍の一員として近く勃発することが予想される戦に、洞窟衆の皆様も出馬していただきたいのですが？」

			「急ぎ兵を整え、出陣いたしましょう。ただし、新興の弱小勢力ゆえ、出せる兵力には限りがあり、どれほどの兵を出せるのか、今の時点では明言できません」

			「それでは、こちらの要請書に署名を願えますか？」

			「ちょっと待ってください。ええっと、タマル。チェックしてくれ」

			「はい」

			　こちらの文字が読めないハザマに代わって、タマルが要請書の文面を精査する。

			「大丈夫です。不審な点はありません」

			「それで……署名をする場所は、ここですか？」

			「はい。そこにお願いします」

			　ハザマはタマルに渡されたペンで、「間繁」と署名する。

			「……これで、ここでの小官の任務は無事に完了いたしました。その他、ここで見聞してきたことは本来の任務とは関係がないので口外することもないでしょう。以上、独り言です」

			「お役目お疲れ様です」

			　ハザマも椅子から立ちあがって一礼した。こちらの世界にお辞儀という習慣があるのかどうかは知らないが、なんらかの返礼をしておきたい気分だった。

			「他の仕事もありますので、小官はこのまますぐにでもこの村を発とうと思います」

			　そういって、メグログは小屋を出ていく。

			　ハザマも小屋を出て、村の出口までメグログを見送りにいった。

			　

			　それからは、ハザマも雑多な用事に忙殺された。

			　自発的に協力を申し出てくれた洞窟衆のリスト作り、必要な物資の移送や購入計画……などは、タマル、ハヌン、トエスなどを中心とした者たちが駆り出された。一足先に準備を開始しているエルシムやファンタルからは、ひっきりなしに確認や質問の心話が入ってくる。その他、イリイチやゴグスとの打ち合わせなどなど、やるべきことはいくらでもあった。

			　たとえば、エルシムとの心話はこんな具合だ。

			『洞窟には、今、動けるエルフが三人いる。そのすべてを呼び寄せた。通信網を整備するのに人手が必要だからな』

			『それはいいけど……そのエルフさんたち、全員、今回の件に自発的に協力してくれてるの？』

			『全員、面白がっているようだぞ。洞窟を動けないセイムも、直接参加できないことをだいぶん悔しがっているようだ』

			『エルフって、みんな血気盛んなのか？』

			『血気盛ん……というよりは、新鮮な体験に餓えておるのだろう。みな、ヒトなどとは比べものにならないくらい長い生に、飽んでおるからな』

			　退屈しのぎで戦争の片棒を担ごうってのも、大概だよなあと、ハザマは思う。

			『それと、通信網用の素材を確保しておきたいのだが』

			『それって、大量に必要になるんじゃないか？　宝石をいきなり用意しろといわれても』

			『エンチャントする素材は、必ずしも宝石である必要はない。お前様に与えたものが宝石だったのは、あれが変質しにくい性質を持っていたからだ』

			『じゃあ、なんでもいいの？』

			『ある程度、風化しにくいものであればよかろう。今回は数が必要で、与えられた時間も少ない。余っている木登りワニの皮を使っていいか？』

			　と、エルシムが訊ねてきた。

			　もちろん、ハザマは「好きにしろ」と答えた。

			　

			「戦に出るらしいなあ」

			　行商人のマイセルが声を掛けてきた。

			「おれにも、なにか手伝えることがあるか？」

			「いや、あんたはそのまま、自分の仕事をやっていてくれ」

			　ハザマは、そう答えておく。従軍を要請されたのはあくまで洞窟衆に、である。村人も特に騒いでいないし、この世界に徴兵制はないのだろう。

			　ハザマの世界でも、国民皆兵的な発想は、フランス革命以降のものだとされている。それ以前は、名称は様々ながら、一部の階級が普段の特権と引き替えに参戦していたはずだった。

			「その仕事についても……悪いな。何から何まで世話になって」

			「気にするな。世話といっても、要するに借金だろ？　タマルのやつが金利までしっかり計算しているはずだから、安心して借りていろ」

			「ああ。あれは、若いのにしっかりとしたお嬢さんだ」

			「本人にいってやれ。きっと喜ぶぞ。商売は確か、同じく行商人だった親父さんの仕込みだとかいっていたな」

			　タマルは自分の過去についてはあまり話したがらないが、以前「物心ついてから両親と一緒に行商をして過ごしていた」と小耳に挟んだことがある。

			「道理で商人としての基礎がしっかりしている。で、本当に、手伝わなくてもいいのか？　物を運ぶくらいのことはできると思うが」

			「いや、いい。それよりもあんたは、この近辺の村と村を繋いで、結びつきを強くしてくれ。それと、うちの連中の中で商人になることを希望しているのがいたら、自分の商売ついでに仕込んでやってくれ」

			　ハザマは、洞窟衆の女たちには、早いところ社会復帰して自立して貰いたいと思っている。そのための進路、将来の選択肢は、多ければ多いほどいい。

			「そんなことでいいのか？　助けられた礼として考えれば、お安いご用だ。助手がいれば助かる面もあるし、いつでもいってくれ」

			　マイセルは、タマルから借り受けた荷を積んで、盗賊の捕虜となっていた村民たちを送りがてら、今日にでも行商に出発しようとしている。仕事の傍ら行商人を育てるにしても、一度にせいぜい一人か二人ずつしか面倒を見きれないだろうから、これについてはもう少し状況が落ち着いてからの課題になるだろう。

			　

			　黒旗傭兵団からの使者、イリイチは、気づけばこの村を去っていた。

			「朗報をお待ちください」

			　とのみ、使い魔を借りたファンタルにことづけを残していた。

			　

			「……ハザマさん。少し、お話があるのですが」

			　見覚えのある青年から呼び止められた。

			「ナネルといいます。隣村の村長の息子です」

			　獣害に遭ったこの村を支援するため、村の若い衆を率いてきた青年だった。

			「われら、村人の有志もこの度の戦に参戦したいと思っています。しかし、戦場までは遠い。われわれも一緒に連れて行ってはくださいませんか？」

		

	
		
			　

			第六話　三人のエルフ

			　

			「おれたちみたいに、上から参戦を求められたわけではないんだろ？」

			　酔狂なことだ、と、ハザマは思った。

			「なんだって自分から、死地に赴きたがりますかね」

			「村の存在を喧伝するため……では、いけませんか？」

			「開拓村の知名度をあげて、なんのメリットがあるんだ。観光客でも呼ぶつもりですか？」

			　このときのハザマは口ではそういったのだが、内心では「やめとけやめとけ」と叫びたがっている。

			「か、観光客……ですか？　い、いや、そういうわけではないのですが……」

			「呼ばれてもないのに戦場に行って犬死にしても、誰も喜んでくれませんぜ。それに、この国の軍隊が総勢でどれくらいの規模になるのかは知りませんが、とにかくその全軍と比較すれば、村人たちを数十人引き連れていったところで、ごくごくちっぽけな団体さんだ。無理に参加したところで到底目立つことなんかできやしないし、運がなければ全滅だ。悪いことはいわない。考え直した方が身のためってもんです」

			「ですが！」

			　ナネルは、叫ぶ。

			「ハザマさんには、できているではないですか！　村を埋め尽くしたワニからこの村を救い、赤鬼ヴァンクレスすら生け捕りにした！」

			「そりゃあ」

			　ハザマの頬が、痙攣する。

			「おれの運が悪いからだ。あるいは、良いからだ。おれの星回りは、どうやら他の人たちとは別の法則で動いているらしい。そのおかげで余計な苦労も背負い込んじまっているわけだが」

			「あなたは、特別な存在だというのですね？」

			　バジルのやつに、取り憑かれちまったからなあ。

			「認めたくはないけどな」

			「わかりました！　もう頼みません！」

			　ハザマの返答と態度をどのように解釈したのか、ナネルは語気を荒くして去っていった。

			　宿場町ドン・デラまで馬で二十日前後。戦場は、さらにその先にあるという。ナネルたち村人がこれから出発したとしても、戦場に着く頃には決着がついている可能性が高い。普通の村人は、馬も馬車も持っていないのだ。

			　

			「ちょっとあんた！」

			「ん？　なんだ、カレンか。そういや、今朝から姿を見なかったな。道理で静かだと思った」

			「そんなことより！」

			　カレニライナはハザマの手首を掴んで強引に引っ張っていった。

			「うちのお爺様があんたのことを呼んでるの。そんなに時間は取らせないから、少しつき合いなさい！」

			　

			「……ご覧の通りの有り様でしてな」

			　ズレベスラ家のご隠居は寝台に臥せていた。えらく顔色が悪い。

			「盗賊に捕まってからこっち、ずっと体調を崩してはいたのですが。この村に着いてからもお体の具合が復調することはなく、それどころか今朝、お腰を痛めて立ちあがれなくなりました」

			　そう説明するのは、ズレベスラ家の長男にしてカレニライナの弟、クリフであった。

			「はぁ。お腰を、ね」

			　ぎっくり腰だろうか？　と、ハザマは思った。

			「とにかく、無理をせずに養生した方がいい。なんなら、エルシムさんに頼んで往診に来て貰いましょう」

			「是非、お願いします。ですが、それとは別に、お爺様からハザマさんへ、重要なお話があるようです」

			　クリフはあくまで丁重な態度でハザマに接している。

			「盗賊からわれらを解放してくれたことに関しては、改めて礼をいわせて貰おう」

			「いえいえ。こういってはなんですが、こちらの都合で動いていたところに、たまたま皆様が居合わせていただけですので」

			　ふふ、と、老人は低い笑い声をたてた。

			「言葉を飾らない男だな、貴君は。話というのは他でもない。この孫たちを、ドン・デラまで送り届けて貰いたいのだ。ドン・デラには、ズレベスラ家の遠い縁戚がいる。そこまで送り届けて貰えれば、後はこの二人が自身の力で未来を切り拓いていくことだろう。本来ならばわしの仕事なのであろうが、生憎、ご覧の通りの有様でな。しばらくは、立ち上がることもままならんていたらくだ」

			　ズレベスラ家の老人の頼みは、前後の流れから十分に推測ができた内容だった。

			「ドン・デラへは、どうせおれたちもこれから向かうところでした。だから、そこに二人を乗せていくことは、別に構いません。ですが、その遠い縁戚というのは、本当にあてになるのですか？」

			「遠いとはいっても、卑しくもズレベスラ家の血を引く者だ。約定が反故にされることはあるまい」

			　老人は毅然とした表情で答えた。

			「それに、書簡で言質も取ってある。家の仕事を少々手伝って貰うだろうが、子ども二人の身元を引き受けるのを躊躇(ためら)うほど落ちぶれてはいないそうだ」

			「はぁ、なるほど」

			　この世界の下級貴族の生態についてまるで詳しくはないハザマにしてみれば、曖(あい)昧(まい)にうなずくより他ない。

			「それでは、そのように、手配をさせていただきます。二人も、いつでも旅立てるように準備しておいてくれ」

			　

			「あまり荷は持っていけませんか？」

			　珍しく、ゴグスは落胆した様子を見せた。

			「ええ。初回は速度優先で、最低限の人員と荷物で行こうかと思います。ですが、犬頭人たちを森の中に併走させる予定なので、荷物ならそちらにいくらか持たせることも可能です。それに、ドン・デラに店舗を構えた後は、なんらかの方法でこの村との定期便を往復させる予定なので……」

			「そうですな。何事も、性急さに捉われすぎてはいけません。犬頭人に持たせられる荷物、とは？」

			「水や食料など、生活に必要な物は馬車で。それ以外は犬頭人に、という区分になります。具体的にいうと、紙に薬品類、毛皮に皮革、それに着火器など、現在洞窟衆が用意できる商品の見本になります」

			「結構です、結構です。最初は見本でも、定期便で補充されるあてがあるのでしたら、どうとでもなりましょう」

			「それから」

			　タマルが、口を挟む。

			「当座の準備金として、盗賊から奪取した宝物類を持たせようと思うのですが。この近辺では換金できる場所がありませんし」

			「それがいいでしょう。なまじ現金を持ち運ぶよりは、重量的にもそちらの方が取り回しがしやすい」

			「それで、ゴグスさんの待遇なのですが」

			「前にお話しした通り、三年間の年季奉公契約の魔法をかけていただきたい。それくらいの期間があれば、ドン・デラに店舗を開けて販路を開拓できるでしょう」

			「ゴグスさんの報酬は、その店舗があげた純利益の十分の一、ということでいいですね？」

			「結構です。もしも赤字が長く続くようでしたら、年季奉公の期間を延長していただいても結構。なに、最初のうちこそなにかと物入りになるでしょうけれど、すぐに黒字にしてみせますよ。それに、ハザマさんが昨日提示した、あの構想。あれがうまくハマれば、穀物相場で膨大な利益を出すことができます」

			　そういってゴグスは、「んふふふふふふ」と、実に楽しそうに笑った。

			「むろん、成功させるために、このわたしも微力を尽くさせていただきます」

			　

			「よう！　大将！」

			　また、ヴァンクレスにいやというほど背中を叩かれた。

			「痛てて」

			「あ。罅(ひび)が入ったの、こっちの肩だったけか？　悪い悪い。それよりも、なあ、大将。ドン・デラへは、おれたちも連れて行ってくれるんだよな」

			「生憎、馬を扱える人材がお前たち以外にいないからな。ヴァンクレス、お前とその他に数名、元盗賊の中から選んでくれ。使える馬は全部動員する」

			「そう来なくっちゃ！」

			「あ。あと、お前はドン・デラの役所にそのまま突き出すからな」

			「なにいぃ？　そりゃないぜ、大将！」

			「もともと、巡視官のところではお前の身柄を押さえておく余裕がないっていうからこっちで預かっているだけだ。ちゃんとした役所に着いたら引き渡すのが筋ってもんだろ。賞金はもう、受け取ってるんだからな。ま、あの馬は元部下たちに預からせておいて、大人しく過去のツケを払ってくるんだな」

			「そんな。せっかくこれから面白くなってきそうなところなのに……」

			「くどいぞ、ヴァンクレス。お前はもう捕まったんだ。名が通った盗賊の端くれなら、腹を括って処罰を受けてこい」

			　

			「おお、やってるやってる」

			「なんだ、お前様か」

			　ハザマが顔を出すと、つまらなそうな顔をしてエルシムが応じてくれた。

			「これが、例のあれ？」

			「ああ。革製の、タグだな。これに心話の中継や増幅をする術式をエンチャントして、森中にバラマく。使い魔につけるのが一番確実だが、そこいらの樹にくくりつけてもいい」
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			「電力、じゃなかった、魔力とかを供給しなくても機能するもんなのか？」

			「お前様に渡した宝石と同じだ。常時、周囲にある魔力を吸い取って溜め込み、活性時にはそれを活用する。機能が単純で使用する魔力量もたかが知れているから、それで十分に間に合うはずだ」

			「……ふーん。魔力ってのは、そこいらに偏在しているもんなのか」

			「自然な状態で分布しているのは、ごくごく微量であるがの。この程度の単純な術式を駆動するだけなら、それでも十分に間に合う」

			「で……間に合いそう？　時間的に」

			「今ファンタルが、素養がありそうな娘たちを集めて術式のエンチャントを教えながら作成している最中だ。ごく単純な術式だから、コツを飲み込みさえすればすぐにできるようになる。今はまだ五千程度しか仕上がっていないが、明日あたりにはその十倍以上は製作できるようになろう」

			「そんなにか！」

			「こんなにちっぽけなタグだぞ。それに、森中にバラ撒くのだ。それくらいのペースで作らなければ到底間に合わぬ」

			「それで、作った端から、森のそこここに取りつけていく、と」

			「それももう、先行させた犬頭人たちにやらせている。ついでに、他の犬頭人の巣を見つけたら報せるように、とも命じている。小さな規模のものならば意外に見つけられるものだな。今の時点で、五つ……あ。たった今、六つ目を見つけたか。とにかく、こちらの準備が整い次第、そいつらも併合していく」

			「犬頭人の巣、か。するとまた、そこに捕らわれた女たちも……」

			「規模から考えて、あの洞窟ほど多くはないだろうが、当然いるのであろうな」

			「わかっていると思うが、その女たちを保護する手配もしておいてくれ」

			「ふふん。そんなもの、すでに洞窟衆の女たちが張り切って準備しておる」

			「ああ、はいはい。あの人たちねー」

			　

			　そうこうするうちに、洞窟を発っていたエルフ三名が到着し、ハザマに挨拶に来た。

			「やっはー！　君がハザマくんかぁー！」

			「ごっ」

			　目が細い長身のエルフにいきなり抱きすくめられ、ハザマは呼吸困難になる。頭に腕を回してグリグリと押しつけられたのだ。ファンタルほど大きくはないが、なかなかの感触だ。バジルが反応していないから、敵意もないのだろう。

			「ジゼル、ちょっと、離しなさい！」

			「そんなに抱きしめたら、ハザマくん、息できないじゃない！」

			　他の二人が、長身のエルフを窘めた。

			「ええ？　そう？」

			　ジゼルと呼ばれた長身のエルフは、怪(け)訝(げん)な顔をしながらもハザマから体を離した。ようやく、ハザマは新鮮な空気を肺の中に送り込むことが可能になった。

			「それで、あなた方が……」

			「洞窟から来ましたぁ」

			「なんだか、面白いことになっているそうじゃありませんか」

			「ボクたちも、混ぜてくださいね」

			　長身細目のエルフが、ジゼル。

			　ハザマと同じような背丈で笑ったような丸顔が、ムムリム。

			　目が大きくて小柄なボクっ子が、トスラタトテ。

			　心話でこちらの言葉を翻訳しているはずなのに、ボクっ子ってどうよ？　と、ハザマは思った。

		

	
		
			　

			第七話　戦への旅立ち

			　

			　三人のエルフについては、とりあえずエルシムのところに案内した。

			　ハザマ自身ではうまくこの三人を采配できる自信がなかったので、エルシムに任せておくのが、まあ無難であろう。三人を引き取ったエルシムは、早速三人にタグ作りとタグの作成法を教える仕事を押しつける。

			　タグは、早急に数を揃えなくてはならないし、使役できる犬頭人の数を増やすために巣を狩ったり、その後の輸送網の整備など……その他にもやるべきことはいくらでもあるのだ。

			「思ったよりもシンプルな術式だねー」

			「だが、こんな使用法は思いつきもしなかった」

			「発想の勝利だな」

			「通信網という大元のアイデアは、あのハザマから教えられたものだぞ」

			　三人はエルシムときゃいきゃいいい合いながら、すぐに周囲にとけ込んだ。コミュ力高いなあ、と、ハザマは思ったが、考えてみれば洞窟衆の女たちは全員あそこにいたわけで、すでに面識があったのかも知れない。

			　

			「参加希望者のリストができあがったんだけど」

			　昼過ぎに、ハヌンが紙の束を持ってやってきた。

			「これ、全部か？　ずいぶんと大勢になったな」

			　紙を渡されても、ハザマがこちらの文字を読めるわけではない。ただ、そこに書かれている文字の量から人数を推察することはできる。

			「もっと少ないかと思ったが」

			「勘違いしないでよね。こっちは、あくまで森の中にいる、他の犬頭人の被害者を救う活動に協力してくれる人たちのリスト。そのついでに、通信網だか輸送網だかを手伝って貰ってもいいでしょう。直接戦に関わってもいいって人たちは、こっち」

			　ハヌンはもう一枚の紙をハザマの目の前にかざす。

			「いいとこ、数十人ってところか。まあ、順当な人数だな」

			　誰が好んで死地に赴こうとするものか、という思いが、ハザマにはある。

			「ところでこれ、お前らは入ってんの？」

			「来て欲しいの？」

			「ああ。できれば。強制はしたくないけど」

			「入っているわよ。わたしも、トエスも。リンザ一人を、あんたのそばに置いておけるわけがないじゃない」

			「そいつは、助かるなあ」

			　これもハザマの本音であった。一番つき合いが長いこれらの娘たちは、なんだかんだいって位階が高い。その分、身体能力も高く、利用価値もあるのだ。

			「せいぜい酷使させて貰おう」

			「だけど！」

			　ハヌンは、ハザマの胸ぐらを掴む。

			「絶対、危ない真似はさせないでよね！　みんなまだ、嫁入り前の体なんだからっ！」

			「お、おう」
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			　タグがある程度完成し、製作法を飲み込んだ者が二十名を越えた時点で、五人のエルフをリーダーとし、洞窟衆の女たちと犬頭人からなる混成部隊は、分散して森の中に旅立った。森の中にタグを設置しながら、その日のうちに十二の犬頭人の巣を急襲、陥落させ、新たに犬頭人三百余匹を配下に加えることに成功した。犬頭人の巣を陥落させる方法を学んだ女たちは、エルフが率いる部隊から分裂してさらに周囲の犬頭人の巣へと向かった。

			　新しく製作されたタグや食料や水、医療品などの物資は、リレー式で速やかに森の中を移送されていく。

			　また、新たに発見された女たちは、体の衰弱状態によって区分され、身動きができる者から順番にこの村か洞窟へと移送される流れになっていた。介護や養生をするのにも、一カ所にまとまっていた方が効率がよいからだ。

			　それら、急速に、森の中に通信網と輸送網が構築されていく様子を、ハザマは心話の中継によりリアルタイムで把握していく。

			「ここまでは、順調すぎるくらいに順調だなあ」

			　ハザマは、呟く。

			「それでは、おれたちも先を急ごうか！」

			　すでにハザマたちは、バザル村を後にしていた。

			　ハザマたちは、二頭だての箱馬車と平馬車が一台ずつの編成となった。

			　このうち平馬車には、飼料や水、食料などを満載している。

			　箱馬車にはハザマ、リンザ、ハヌン、トエス、ゴグス、それに、カレニライナとクリフの姉弟が乗った。外には、完全武装姿のヴァンクレスをはじめとして、馬の扱いに長けた元盗賊たちが十頭を越える馬を引いて同行している。箱馬車の御者席に座っているのも、元盗賊の一人だ。

			　この、一見して余分に見える馬は、すべて替えの馬だった。交替で馬車を曳かせて馬の疲弊を軽減させ、その分、距離と速度を稼ぐ。こうすれば半減、とまではいかないが、通常よりも三割から四割程度は時間を短縮できるのだという。

			　

			　道中は、比較的平穏だった。

			　時折、荷を満載した馬車とすれ違う。宿場町であるドン・デラで積んだ荷を運んでいるのだろう。こちらの平馬車のように、飼料を満載している馬車も多かった。

			「そういや、こっちには幌馬車ってないんだな」

			「なんですか？　その、幌馬車というのは？」

			　ハザマの独り言を、耳聡くゴグスが捕らえる。

			「幌馬車っていうのは、荷車にこう、幌をかけた馬車で……ああ。口では説明しにくいな」

			　すぐに、リンザが紙とペンを用意する。

			「こーんな形で、だな。雨とかが荷に降りかかるのを、防ぐんだ」

			「これは……布張りなのですか？」

			「ああ、そう。木の枠に、おそらくは防水加工をした布を張っている。おれも、直に見たことはないんだが」

			　幌馬車に関するハザマの知識は、西部劇かなにかで見かけたあやふやな知識に拠っている。

			「これは、作ればそれなりに売れると思います。ドン・デラに着いたら、早速作らせましょう」

			　ゴグスが、目を輝かせる。

			「聞けば、ハザマさんは、着火器の発案者でもあるとか」

			「別におれが考えついたわけでもないけどな。おれの国には当たり前にあったものについて、話しているだけだし。それと、金は？　馬車を作るにしても、それなりにかかるって聞いているけど」

			「支度金としてお預かりしたものでなんとかします。それに、これならば投資した分はすぐに回収できますよ。むしろ、すぐに真似をされるでしょうから、最初の短期間しかうまみがないといいましょうか」

			　ここは、特許という概念がない世界なのだった。

			「この幌馬車に関しては、動かせる資金で作れるだけ作って、売り逃げるのが得策でしょう」

			　

			「おい、大将」

			　あるとき、馬に乗って併走しているヴァンクレスが声を掛けてきた。

			「同業者がいるぜ。いや、元、同業者か。どうする？　おれたちが揃っていれば、一網打尽にもできるだろうが」

			　近くに盗賊がいる、ということだろうか？

			「わかるのか？」

			「蛇の道は蛇ってな」

			「今は急いでいるから、放っておけ。……いや。そいつらの近くに、このタグを置いておけ」

			　ハザマは馬車の窓から手を伸ばして、通信網の部品となるタグをヴァンクレスに手渡し、心話でエルフたちに「この付近に盗賊がいる」という情報を伝えた。今すぐに手を出す余裕はないが、時期が来たら襲って併(へい)呑(どん)し、王国軍の物資を襲わせればよい。

			　完全武装のヴァンクレスが併走しているせいか、ハザマたちが直接襲われることはなかったが、そうした盗賊たちの気配は何度か見かけることになった。

			　

			　その他に、ハザマは移動時間を利用して、様々なことを学ぼうと努めた。

			「あんた、本当におぼえが悪いわね！」

			　ハヌンの怒声が飛ぶ。

			「……うるせーな。おれの母国語とこっちの言葉では、文法からして違うんだ。すぐに使いこなせるようになるわけがないだろうが！」

			「だってあんた、前から普通にしゃべっているじゃない」

			「だからこれは、エルシムがエンチャントしてくれた魔法のおかげなの！」

			　いくら会話に不自由はしなくても、そろそろ基本的な読み書きくらいはできないとなと思いたち、早速手をつけてみたのだが。

			「会話がこなせるのなら、おぼえるのも楽だろう」

			　というハザマの目論見は、見事に外れた。

			　紙の上に綴られた単語を教えられても、文章がどういう順番で組み立てられているのかよく理解できなかったのだ。

			　魔法による通訳機能は便利すぎるくらいで、かなり融通が利くものであったらしい。

			「今までのように、必要があればわたしが読みますから、別に無理しておぼえなくても」

			　リンザは、そんな風にいうのだが。

			「いや、おぼえる。おぼえてみせる。ええっと、英語や中国語と一緒で、ＳＶＯ型だと思うんだがな。語順からいって」

			　結局ハザマは、簡単な単語の綴りや発音、動詞の活用形などから順番にこちらの言葉をおぼえていくことになった。地道な作業で、学習速度としてはかなり遅々としたものとなったが、意外なことにズレベスラ家のクリフが辛抱強くつき合ってくれた。その代わりにクリフはハザマに対して、これまでの体験談やハザマがいた国の話を所望した。ハザマが話す内容はずいぶんと浮き世離れした内容となったが、クリフは目を輝かせて聞き入るのが常だった。

			　

			　馬車に乗っている間ずっと鞄の中に入れておくのも窮屈だろうと、バジルはそのまま外に出しておくことにした。

			　リンザ、ハヌン、トエスなどは慣れたもの。カレニライナとクリフの姉弟とゴグスは、はじめて間近に見るバジルの姿を恐れたが、ゴグス以外の二人はすぐに慣れた。

			　都会に生まれ育っていたゴグスは、どうも生きた動物がすぐ近くにいるという状態だと落ち着かなくなるらしい。ことにバジルは、モロに爬虫類な外見をしている。

			　そうしたゴグスとは反対に、クリフとカレニライナ、特にカレニライナは、バジルのことをかなり気にいったようだ。

			　まずはクリフが、次いでカレニライナも、クリフから譲り受ける形でバジルを抱くようになった。バジル的にもそうした状態は不快ではないらしく、姉弟のしたいようにさせて全身をぐったりと脱力させている。基本バジルは、食事をするときとハザマの肩や頭に登るとき以外は、そうして動かないことが多い。

			　

			　何日も馬車に揺られていると飽きも来るもので、ハザマは気まぐれに馬車から降りて乗馬に挑戦してみたこともある。元盗賊の馬丁たちが周囲を固めているため、振り落とされこそしなかったが、ハザマが乗った馬はお世辞にも従順とはいいがたかった。単独でハザマが馬に跨がったとしても、到底乗りこなせなかっただろう。

			「最初はそんなもんでさぁ」

			　馬丁の一人がそういう。

			「馬なんてもんは、これでなかなか敏感なものですから、自分に乗っかったやつがどれくらい馬に馴れているのか、すぐに判断する。そんで、馴れていないやつが乗った場合は、こちらを舐めてくるもんで」

			「それはつまり、おれも馴れればうまく乗れるようになるっていうことか？」

			「はは。旦那の場合は、その前にまず、馬を怖がらないようになるこってすな。そんなへっぴり腰じゃあ、すぐに足腰がガタガタになっちまう。もっとこう、膝で鞍を挟むところに力を込めて」

			　ほんの小一時間馬に揺られただけで、ハザマの膝はガクガクするようになった。振り落とされないようにするには、意外と内股の力が必要となるらしい。せいぜい早足程度の速度でこれだから、全力疾走をさせたり、荒い乗り方を要求させる戦場で乗りこなせるようになるまでには、まだまだ時間と経験が必要になりそうだった。乗馬に関してはむしろ、遊び半分で参加したクリフの方が、上達が早いような気がした。

			　

			　十日も街道に沿って進んでいくと、街道は森の中を抜け、不意に見晴らしがよくなった。そこにあったのは、地平線まで続く平原。見渡すばかりの、麦畑だった。よく見ると所々に建物も点在しているのだが、麦畑の広さと比較するとあまりにも印象が薄い。

			「ここが、王国の穀倉地帯ということになりますな」

			　ゴグスが、説明をしてくれる。

			「山岳民たちは、これを欲しがっているわけです。ここまで来れば、ドン・デラはもう、目と鼻の先になります」

			　

			　緑の街道から間道に折れ、二日ほどいった先に、宿場町ドン・デラはあった。

			「このあたりの畑は、すべてドン・トロの物です。それと、この間道も。宿場町ドン・デラも、半ばドン・トロの私有物であるといっても過言ではありません」

			　一代で財を成したドン某とかいう人物が、周辺の土地ごと宿場町のデラ市を囲い込みつつあるそうだ。

			　今では、半端な貴族よりも勢いがよいらしい。少なくとも、この地元では。

			「大地主さん、ってわけか。ま、一代でそこまで大きくなったんなら、悪どいことも相当やっているんだろうな」

			「否定はしません」

			　ハザマの独白に、ゴグスは苦笑いで答えた。

			「少なくともこの周辺では、そういうことはいわない方がいい。どこに耳があるのかわかりませんからな」

			　ま、そのドンさんとは、深くかかわり合いになることはないだろうなと、ハザマは思った。

			　ハザマにとってこの宿場町は、単なる通過点でしかない。

		

	
		
			　

			第八話　黎明のハザマ商会

			　

			　間道に入ってしばらくすると、路上で見かける馬車が目に見えて増えてきた。まだまだ渋滞するほどでもないのだが、宿場町ドン・デラの盛況を証明するものなのだろう。

			「ところで、町に入ったらどうするんだ？」

			　ハザマが、ゴグスに訊ねる。

			「この人数と馬車二台に、馬多数。普通の宿屋では、なかなか受け入れてくれないだろうし」

			「一晩か二晩は不自由をおかけすることになりましょうが、すぐに建物を買い取ります」

			　これまでだって、野営をしつつここまで来たのだ。今さら、もう幾晩か野宿することに、抵抗は感じないのだが。

			「そんな都合のよい物件、あるもんかなあ」

			「それがね、意外とわけあり物件が多いのですよ。あの町に限っては」

			　ゴグスがしたり顔でそういった意味を、ハザマは後で思い知ることになる。

			　

			「あれが、ドン・デラか」

			　間道に入ってから一晩野営し、さらに半日ほど進むと、ドン・デラが見えてきた。

			　いわゆる、城市というやつだろう。外敵を防ぐため、高い城壁でぐるりと囲まれた構造をしている。異様なのは、その城壁の外にまで、大小様々な建物がひしめいていることだ。

			「あの城壁の中が、もともとあったデラ市。旧市街と呼ばれています。城壁の外の部分は、ごく最近になってできた新市街になりますな」

			　ゴグスが、解説してくれた。

			「城市からはみ出た部分までを含めて、ドン・デラ、と。そこまで栄えたのも、例の、ドンさんのおかげです、ってやつか？」

			「そういうことになります」

			　

			　結局、村を出てからここに着くまで、十二日間を要した。

			　

			　ドン・デラの周辺は、かなり広い範囲で空き地になっていて、間道から近い場所はすでに隙間なく馬車が止まっている。

			「市内には、馬の乗り入れが禁止されております。だからこうして、交通の便がいい場所はすぐに押さえられてしまうわけでして。ですが、ほとんどの者は、ここで荷捌きを済ませてまたすぐに離れていきます。ここいらに停めてある馬車は、その順番待ちということになりますな」

			　ゴグスは、馬車を市の外郭に沿ってもっと遠くまで廻すように指示した。

			　しばらく進むと馬車が疎らになってきたので、そのあたりで適当に停めて野営の準備をはじめる。

			「さて。わたしは早速、お預かりした財物を換金して活動資金にしてくるつもりですが」

			「おれは、どうするかな。賞金首狩りをするには、まだまだ日が高いし。その前に……」

			　役所にヴァンクレスの身柄を、この町にいるズレベスラ家の縁戚を訪ねて、姉弟を送り届けなければならない。

			「大将！　本当におれを突き出すつもりか！」

			「せっかく仲良くなれたのに！」

			「いいからわたくしを雇いなさい！　絶対、損はさせないからっ！」

			　そう告げると、三者三様の抵抗があった。

			「あー、もう！　往生際が悪いな、お前ら。そこのデカ物はもう賞金貰っちまってるし、カレニライナとクリフは爺さんと約束しちまったんだからどうしようもないだろう！」

			　説得……というよりも、嫌がる三人を半ば無理矢理引っ立てるようにして、ハザマはドン・デラの町に入る。留守は奴(ど)隷(れい)契約をした元盗賊たちに任せるとして、リンザ、ハヌン、トエスの三人もその後に付いてきた。

			　ゴグスは、「古巣の商会に暇乞いを済ませてきます」ということで、一人で行動をしたがった。

			　うまく捌けばかなりの大金に化けるはずの貴重品を預けてあったが、年期奉公の契約を施しているので持ち逃げされる心配はない。第一、このままハザマの配下にいれば、商売や相場で、これからかなりの大勝負を張れるのだ。ゴグスの性分として、今の時点でハザマの下を離れる心配はないだろう。

			　だが、一応貴重品を持ち歩く際には、奴(ど)隷(れい)契約を結んだ元盗賊たちを、護衛として何人か連れていくようには、いいつけておいた。

			　

			「しかし、どうすっかな」

			　ハザマは呟く。

			　問題は、ゴグスが去った今、誰もこの市について土地勘がないということだ。

			「まずは、ヴァンクレスから、だな。ええっと……旧市街で、衛士の詰所を訪ねればいいんだっけか」

			　ハザマは他の連中を引き連れて、城壁の内部へと入っていく。なかなか珍しい組み合わせかと思うのだが、人の出入りが激しくて余所者が珍しくないのか、ハザマたちに注目する者はいない。また、市内に入る際に、衛士による検問なども特になかった。

			　

			　城壁の外の新市街には、かなり雑然とした印象を受けたものだが、一歩城壁の内部に入るとその印象はガラリと変わる。道もまっすぐで、道行く人々の表情も柔和だ。第一、町中が清潔でちっとも埃っぽくない。こうしてよく整備された空間に入ってみると、ハザマは垢じみた服を着て汗と埃にまみれている自分の姿が、急に恥ずかしくなってきた。ハザマでさえそう感じるのだから、リンザら年頃の少女たちは、自分たちの汚れた姿をもっと強く意識していることだろう。長旅の直後だから、仕方がないといえば仕方がないのだが。

			　ヴァンクレスを送り届けたら、一度全員の身なりを整えよう、とハザマは決意する。

			　

			　何人かに道を聞いて、衛士の詰所までにはたどり着くことができた。だが、最初にたどり着いた詰所で、巡視官から発行して貰った賞金の受領書とヴァンクレスの預かり証を提示して用件を告げると、それならば、もっと奥にある、統轄詰所へ行ってくれ、といわれた。

			　ハザマがいた日本でたとえれば、さしずめこの詰所が派出所で、その統轄詰所が警察署、といったところか。詳しい地図も描いてくれたから、盥回しということでもないだろう。

			「……ずいぶん、歩くんだな」

			　その地図を見ながら、ハザマがぼやく。

			「そうですね。ここからですと、小一時間はかかるかと」

			　その詰所の門番は、にこにこと笑いながらそう告げた。おそらく、悪意はないのだろう。

			「ええっと、この近くに、軽食、いや、その前に、体を洗える場所はありませんか？　見ての通り、長旅をしてここに着いたばかりでして」

			　それなら……と、その衛士は近所の宿屋を紹介してくれた。泊まりではなくても、食事と浴場を提供してくれるという。

			　リンザに向かって、

			「そのくらいの持ち合わせはあるよな？」

			　と確認してから、ハザマはその宿屋へと向かう。

			　ハザマは、こちらで買い物をする機会が滅多にない。あったとしても、その際の会計はすべてリンザに任せている。そのおかげで、いまだにこちらの物価には疎(うと)いままだった。

			　

			　小綺麗な宿屋の受付で用件を告げると、すぐに浴室つきの部屋に案内された。

			「おれたち、泊まりじゃないんですけど」

			「構いませんよ。そのままそこの浴室をお使いください。お食事はこちらにお持ちしますか？　食堂にご用意いたしますか？」

			「ええっと」

			「こちらに持ってきてください」

			　ハザマがいいよどんでいると、すぐにリンザが返答する。

			「わたしたちが先に入りますから、ハザマさんたちは食事が来たら食べはじめてください」

			　そういって少女たちは浴室にこもった。

			「……こりゃあ、長くなりそうだな」

			「そうなのか？　大将」

			「そうなんだよ。女の身支度と買い物は、やたらと時間を食うもんなんだ」

			「そういえば、お姉様もそうですね」

			　野郎二人と少年一人でそんな会話をしていると、すぐに料理が運ばれてくる。

			「すまないね。無理いって」

			　料理を運んできたおばさんに、ハザマは声をかけた。

			「いいんですよ。泊まりなしで、まず汗を流そうってお客さんも多いですから。それに、昼間の客室が空いている時間もこうして稼げるわけですから、こちらとしてはありがたいくらいです」

			　そんなものなのかも知れないな、と、ハザマも納得する。

			　

			　リンザ、ハヌン、トエス、カレニライナの四人は、脱衣所で手早く汚れた服を脱いで全裸となった。できればこの服ももっと汚れていない、新しい物に着替えたいところだったが、ここで体が洗えるとは思っていなかったので、誰も着替えは持ち合わせていない。

			　それ自体は残念であったが、ひさしぶりに堂々と体を洗えるのは嬉しかった。馬車での移動中は、そんな機会は滅多にない。せいぜい、旅人も使うことができる井戸や河川などの水場に出たとき、交代で手早く体を拭う程度である。

			「ひさしぶりにゆっくりと体を洗えるっていうのに、どうしてそれを持ってくるかな？」

			　トエスは、カレニライナが抱いている物体を指差してそういった。

			「別にいいじゃない」

			　そういって、カレニライナは胸元のバジルを抱く腕に力を込める。

			「この子だってたまには水浴びしたいと思っているわよ、きっと」

			「そうかなあ」

			　トエスはそういって首を傾げた。

			「とてもそうは思えないけど」

			　ハヌンは、トエスの疑問に同調する。

			　この二人とリンザは、ハザマが止めなければヒトやエルフの肉を生きたまま喰らいかねないバジルの悪食ぶりを目撃している。カレニライナほど無邪気にバジルのことをペット扱いする気にはなれなかった。

			　バジルとハザマは、これまで三人の危地を救ってくれた存在でもあったが、同時に禍々しい側面も持ち合わせている。三人は、その印象を深く胸中に刻み込んでいた。

			　

			　用意された食事は、山盛りのパンと大皿に盛った肉と野菜の串焼き、それに煮込みだった。

			　煮込みは、大きな深皿に並々と注がれていて、おたまで小皿に分けて食べるらしい。

			「食うか」

			「そうだな」

			「はい。食べましょう」

			「意外といけるな」

			「しばらくパサパサの干し肉とかが続いてたからな」

			「なにより、いっぱいあるのが嬉しいです！」

			　そんなことをいいながら、三人でガツガツと食い続ける。

			「薄味の煮込みと、塩を振っただけの串焼きだが、なかなか」

			「こういう、素朴なのがいいんだよ」

			「このパンも、いけますよ」

			「なにより、たっぷりなのがいいよな。これだけ食べてもあまり減った気がしない」

			　しばらく食べ続け、満腹を感じはじめたところで、連れの少女たちがようやく浴室から出てきた。

			「もうかなり減ってるし」

			「先に食ってろといったのはお前たちだろ？」

			　カレニライナが不満そうな声をあげ、ハザマがそれに答えた。

			「まあ、いいや。おれたちも汗を流してくるか」

			　

			　浴室、とはいっても、排水口のあるタイル張りの部屋に水瓶がいくつか置いてあり、棚が設えてあるだけだった。浴槽もない。水瓶の中にあるのは、常温の水。この世界では、体を洗うのにお湯を使う習慣がそもそもないのか。それとも庶民はそんな贅沢からは無縁であるからなのか。

			　そんなことを考えながらハザマは服を手早く脱ぎ、棚の上に置く。水瓶の水を頭からかぶっているところに、ヴァンクレスとクリフが入ってきた。ヴァンクレスは、無骨な武装類は脱ぎ捨てて馬車に置いてきているので、今は埃っぽい着古した服を着用しているだけだ。

			　ハザマの一点に注視し、ヴァンクレスは「ふふん」と鼻で笑う。

			「意外と大したことないな、大将」

			「うるせー。大きさよりも性能だよ。ファンタルもいってたぞ。お前のはなりばかりデカいくせに、柔らかいわ早いわでまるで食い足りないとかなんとか」

			「あ、あの女が異常なんだ！　他の女が相手なら、おれだってなぁ。いつだってひいひいと泣かせて」

			「ヴァンクレスさん、盗賊を辞めたのに女の人に乱暴しているんですか？」

			「この純朴な笑顔が怖いな」

			「ああ。この子の前で、この手の話は止めておこう」

			　

			「……最初に料金を確認しておくべきでした」

			　珍しく、リンザが殊勝なことをいっている。どうやら、先ほどの宿屋で予想外の大金を取られたらしい。

			「あんま気にするな。こういう場所だし、都会だし。観光地料金とか、村と都会では物価が違うってことだってあるだろうし」

			　これまた珍しく、ハザマがリンザを慰めている。まさか、田舎者だと足元を見られたわけではないと思うが。

			「そうですね。以後、気をつけるということで」

			　そんな会話をしながら、一同は改めて統轄詰所とやらへ向かう。まだまだ歩かなければならないはずだが、体を洗って空腹を満たしたせいか、皆の足取りは軽かった。

			　

			「というわけで、賞金首のヴァンクレスをこちらに連行した次第であります」

			　ようやく到着した統轄詰所で、受付に向かってハザマは説明をしていた。同じ説明を先ほど別の詰所でしたばかりだから、かなりスムーズに説明できたと思う。

			「あ、赤鬼のヴァンクレス、ですか？」

			　受付にいた衛士の声は震えていた。

			「おう。本人だぜ」

			　ヴァンクレスは傲然と胸を張った。

			「不本意ではあるが、この大将たっての頼みだ。大人しく、ここに捕らえられてやろうじゃないか」

			「ちょ、ちょっとお待ちください！」

			　その衛士は、ばたばたと足音をたてて奥に駆けていった。

			「あのー。賞金はもういただいているんで、おれたちはこいつ置いてさっさと次の用事に向かいたいんですがぁ、って、誰もいねえし」

			　

			　しばらく待たされて、ハザマたちは奥まった部屋に通された。

			「信じがたいことだが、どうやらこの書類は、本物のようだな」

			　ここの統轄詰所の所長だと名乗った中年男が、そんなことをいう。

			「こんなもん偽造して、おれたちになんの得があるというんですか？　賞金だってすでに貰っちまっているんですよ？　この場で嘘をつかなければならない理由がありません」

			「いや、失敬失敬」

			　所長は、すぐに笑顔になる。しかし、目が笑っていなかった。

			「あのヴァンクレスを捕らえた者がいるというから、どんな猛者かと思えば……」

			「なんとでもいってください。とにかく、確かにこいつの身柄はお渡ししましたからね」

			「ああ。確かに、引き受けた。後はしかるべき処遇をするまで、こちらで丁重に監禁しておくことにしよう」

			「ちなみにこいつは、この後、どんな刑罰を受けるんですか？」

			　ふと脳裏によぎった疑問を、ハザマはぶつけてみた。

			「縛り首！　と、いいたいところだが。なにぶん、大きな戦が近づいておるからな。他の重罪人たちとともにすぐに戦地へ、それも激戦区へと送られることになるだろう」

			　

			　ヴァンクレスを衛士に突き出した後、ハザマたちは書簡に記された住所を頼りに、カレニライナとクリフの遠縁だとかいう家を訪ねる。もちろん、詰所で住所を提示して、簡単な地図を描いて貰ってからだ。

			「……思ったよりも、広いし大きいよな、この町」

			　歩きながら、ハザマがぼやく。

			　少なくとも城壁の内部にある旧市街は、三階建て以上の立派な石造りの建物で構成されている。建築様式などは明らかに異なるのだが、どこかヨーロッパの歴史のある都市を彷(ほう)彿(ふつ)とさせた。

			「でも……本当にこっちでいいのか？　どんどん、建物が立派になっていくけど」

			「砂の街道と海の街道が近いこちら側が、この宿場町の表側ですから」

			　そう解説してくれたのは、カレニライナである。

			「じゃあ、お前たちの遠い親戚ってやつは、その栄えた場所に家を構えるくらいには、羽振りがいいってわけだ」

			　ハザマが指摘をする。

			「よかったなあ、これから養ってくれる人たちが裕福そうで」

			「そうでもないわ」

			　すぐに、カレニライナが反発してくる。

			「こちらのズレベスラ家の当主は、五十を過ぎてまだ独身。それに、わたくしたちのどちらかが養子になってくれればもう一人をこっちのズレベスラ家の当主と認め、お家再興のための援助をしてくれるというの」

			「結構なことじゃあないか」

			「結構？　結構ですって！」

			　カレニライナの声が、高くなる。

			「だって、五十代で独身よ！　きっと、なんか他人にはいえないような事情があるに違いないわ！」

			「……おーい。お前の考えすぎなんじゃないのか、それ。一度も会ったことないんだろう？」

			「だけど、今時、子どもを二人も引き受けてくれるって、なんだか事情がありそうじゃない」

			「ま、実際にいってみればわかるさ」

			　

			　到着してみると、「こっちのズレベスラ家」はかなり大きな邸宅であった。羽振りがいいことは、確かであるらしい。

			　それだけではなく……。

			「おめでとぉー」

			「おめでとー」

			「おめでとー」

			　……なに、これ？　と、ハザマは思った。

			　晴れ着を着た男女が取り囲む中、見事な禿頭のおっさんと三十がらみの肉感的な女が腕を組んで行進している。

			「……結婚式……ですよね」

			　ぽつり、と、リンザが呟く。

			「よかったなあ、おい。こっちのズレベスラ家のおじさんは、たった今独身から既婚にジョブチェンジしたぞ」

			　カレニライナは、予想外の成り行きに「え？」とか「あ？」とかいう気の抜けた声を漏らすだけで、まともな反応を返せないでいる。

			「ちょいと、お尋ねしますが」

			　ハザマは、晴れ着を着た人に声を掛けた。

			「この結婚式は、ズレベスラさんの式で間違いありませんね？」

			「ああ、そうだよ！　旅のお方」

			　若い男が、溌(はつ)剌(らつ)とした声で答えた。

			「ズレベスラさんは、このあたりの名士でね。領地経営の傍ら若い頃の知り合いに出資して商会を共同経営しているんだが、その利益もほとんど孤児院とかに寄付してくださる篤(とく)志(し)家(か)なんだ。長いこと独身でいたから変な噂も流れたようだけど、ようやく身を固めてくれてね」

			「……だってよ、カレニライナ」

			　ハザマは、肘の先でカレニライナの体を軽く小突く。

			「よかったなあ、よさそうな人で。じゃあ後は、自分たちでなんとかできるな？　落ち着いたら、爺さんに手紙を書けよ。おれたちは、ここで別れるから……達者でな！」

			　

			「さて」

			　ここから野営地まで、二時間以上も歩かなければならないのか。

			「いいんですか？　あの子たち」

			　リンザが、ハザマに確認してきた。

			「後は、こっちのズレベスラさんに名乗り出るだけだ。自分たちだけでも、なんとかできるだろう」

			　少なくとも、このまま戦場に連れて行くよりは、遙かにマシなはずだった。

			「それは……そうですけど……」

			「それよりも誰だあ、町中で馬を使うな、なんて法を定めたやつはぁ。これじゃあ、ちょいとした用事でもすぐに半日経っちまうじゃないか」

			　事実、この分だと野営地に着く前に日が暮れてしまうだろう。

			「少し、早足でいくぞ」

			　そういって、ハザマは足を速める。リンザ、ハヌン、トエスの三人はそれなりに身体能力の補正がかかっているので、ハザマの早足にも十分についてこれた。

			　

			「ハザマさん！」

			　野営地に着くと、ゴグスはすでに着いていた。

			「ちょうどいい物件がありましたよ！　倉庫と兼用できる商店向けの物件で、馬車を置ける空間も厩もあります。立地もそれなりにいい。ただし、ちょいとわけありになりますが」

			「わけあり？」

			「新市街にある物件なのですがね。しばらく放置しているうちに、浮浪者が住み着いておりまして」

			「不法滞在、ってやつか？」

			「ええ。そちらを自力で解決できるのならば、格安で借りられることになりました。その、昔の伝手で」

			「なるほど、ね。まあ、そういうことなら、さっさと片づけて、借りちまうか」

			「え？　今からですか？」

			「そこに住んでいるやつらを、問答無用で叩き出せばいいんだろう？　野営にも飽きてきたところだし、第一、こんなところじゃあ安心して野宿できん。なに、おれたちがいけば、すぐに済むさ」

			　

			「立地がいいとかいってたけど、なんだかここいらの建物って、ボロいのが多くね？」

			　その「ちょうどいい物件」に向かう途中、誰にともなくハザマがいった。

			「旧市街の歴史ある町並みと比較すれば、幾分、見劣りすることは否定できませんが……」

			　ゴグスは、堂々といいきった。

			「この宿場町と緑の街道を繋ぐ間道に面しておりますし、交通の便はよろしいかと。それに、賃料の方も、その分、格安になっておりますので」

			「とりあえず、環境は二の次ってか」

			　ハザマがいった。

			「そんじゃあ、はじめちゃいましょうかね」

			　そして、大きな建物の中に入る。

			「はいはーい。ここにいる、不法滞在者の皆さーん。これから立ち退きをして貰いますからねー。嫌だっていっても無理矢理立ち退いて貰いますからねー」

			　などと大声で告げて、ずかずかと進む。リンザや元盗賊の奴(ど)隷(れい)たちが、硬直したままの人間を次々と建物の外に運び出す。

			「くれぐれも丁重に扱え。怪我なんかさせるなよ」

			「わかってまーす！」

			　肉体労働においても、元盗賊の荒くれ男たちよりも、リンザたち三人の少女の方がよほど役に立つようになっていた。今も、両肩に一人ずつ硬直化した体を乗せて、ひょいひょいと苦もなく運んでいる。

			　

			　その建物は一階を倉庫兼荷捌き所として使用することを想定しているのか、天井がやたらに高かった。一階で硬直していた者たちを建物の外に出すと、そのままそこに馬車と馬を入れる。そうしている間にも、ハザマは別の場所を歩いてその場にいる者を硬直化させていく。

			　二階や裏手にある別棟の建物にも、不法滞在者は入り込んでいた。井戸や炊事場も自由に使っていた形跡があり、不法滞在者たちは、予想以上に清潔な格好をしている。硬直化した体を運ぶ際には、そのことに感謝したくなった。

			　ざっと見で五十名以上は外に叩き出しただろうか。

			　ようやく、敷地内にいる不法滞在者を一掃し、門扉を閉め切った。

			　

			「……ふう」

			　馬車の荷台に腰掛けて、ハザマは深く息をついた。

			「これで、今夜はゆっくり寝られそうだな。大掃除は、明日以降でいいだろう。それで、ゴグスさん。財物の方は、首尾良く換金できましたか？」

			「まずまずの値で。ここの手つけと諸経費にいくらかは使ってしまいましたが」

			「構わない。当然、その詳細は？」

			「無論、控えております。明朗な会計と明快な経理は、商人として基本中の基本」

			「なら、自由に使ってくれ。ここの賃料を払った後も、いくらか残りそうかな？」

			「そうですね。今後、なにをするかによって答えも変わってきますが……ここで洞窟衆の物品を売りさばく程度の商いだけでしたら、二、三ヶ月分の運転資金は十分に残っているかと」

			「結構。今夜はこのまま休むつもりだが、明日の昼間はここの大掃除と、家具やこれからの商売に必要な道具を買い集める。そんで、夜になったら、おれたちは賞金首狩りを開始する。そういう手順で、いいかな？」

			「それはよろしいのですが……ひとつ、提案があります」

			「なにかな？」

			「掃除や、それに今後、ここでの荷捌きなど、特別な技能を必要としない単純な仕事については、できるだけ当地の者を雇いたいと思います。その場限りの臨時雇いでしたら経費も抑えられますし、もしも見所がありそうな者がいたら、そのまま常雇いにしてもよろしいかと」

			「その辺のことは、ゴグスさんの判断にお任せします」

			　

			　二階部分は天井が高い一階とは違い、いくつかの小部屋に分かれている。ハザマは二階にあがり、窓を開けた。いくらもしないうちに、一羽のヒヨドリが入ってくる。

			『森から離れると、連絡が取りづらくなるな』

			　エルシムの声が、ハザマの脳裏に響いてくる。

			『適当な間隔をあけて使い魔を配置しなければ、心話が繋がらん』

			「こちらは、ようやくドン・デラに拠点を確保したところだ。そちらはどうだ」

			『おおむね、順調だな』

			　今度は、ファンタルの声が脳裏に響く。

			『配下に加えた犬頭人の数は、五千を越えた。新たに保護した女たちは、八百名を越える』

			「おいおい。そんなに増やして、餌とか食料とかは大丈夫なのか？」

			『犬頭人たちは、全員を一カ所に集めるのならばともかく、森中に分散させている状態だからな。問題はなかろう。必要な食料は、自分たちで調達させている。女たちの分は、備蓄分と新たに買い取った分でどうにかやり過ごしている。このまま放置すればいずれ不足するであろうが、その前に軍の補給物資の略奪を開始する予定であろう？』

			『それよりも、黒旗傭兵団から返答がきたぞ』

			　エルシムが会話に割り込んでくる。

			『例の計画についてだが、あちらもやる気になっている』

			「そうか。よかった……と、いってもいいのかな。少なくとも、ここまでの準備が無駄にならない」

			『次の段階として、とりあえず、お主たちが見つけた街道沿いの盗賊団を急襲して、配下に加えたいと思うのだが』

			　今度はファンタルが強引に割り込んできた。

			「それも反対するわけではないんだが、戦後のことを考えるとなあ。犬頭人と違って、人間をキープしちまったら、食わせなけりゃならなくなるし」

			『そんなもの、バザル村に送ってもよいし、前にいっていたように、どこかの廃村に再入植させてもよい。あるいは、他の事業を興すとか……とにかく、どうにでもできるであろう』

			「それもそうか」

			　この一言で済ませてしまうあたり、ハザマもかなり楽天的な性格をしている。

			「じゃあ、そっちは任せる。こっちは……まだ到着したばかりだからなあ。新たに手に入れた拠点の整備もこれからだし、それに、賞金首狩りも明日以降から開始する予定だ。あ。あのデカ物と姉弟は、それぞれ役所と親戚の下に、無事に送り届けた」

			『そうか』

			『お前様も、寂しくなるな』

			「誰が寂しいって。いや、それよりも今後なんだが、おれたちは後何日かここで過ごして、賞金を稼いでから戦地に向かう予定だ」

			『そこを発つときはまた連絡してくれ』

			『くれぐれも、無理はするなよ。一応、お主の周囲に使い魔を何匹か配置して監視はしておくが、距離があるからなにかあってもすぐには対応できん』

			「わかっている。それではまた、明日の夜に」

			　

			　翌朝、ゴグスは早くから建物を出て、正式な契約を結ぶために不動産屋へと向かった。少女たちは元盗賊の奴(ど)隷(れい)たちを総動員して、大掃除を開始する。ハザマもそれを手伝う。建物の前に、昨日追い出した元不法滞在者がまだ陣取っていたので、そいつらにも小銭を与えて手伝わせる。それから手分けして、当座の食料や掃除道具、建物の補修をするための大工道具などを買い出しにいき、かなり多めに作った食事をその場にいたみんなに振る舞う。

			　元不法滞在者たちに、

			「仕事が欲しい者はいないか？」

			　と声をかけたところ、ほとんどの者が即座に名乗り出てきた。みな、好んで浮浪者のような生活をしているわけではなく、単に職にあぶれているだけのようだ。

			「ここにいる全員を雇えるわけではないけど」

			　と前置きした上で、これからここで事業を開始するにあたって、何名か人を雇わなければならない。最初のうちは仕事ごとの短期払いになるが、そこで働きを認められれば常勤にすることも考えている。と、そのように告げた。

			　すると、当然のごとく昼過ぎからの掃除はみんな力を入れてきて、思いの外捗った。

			　

			　裏庭は草が生え放題になっていたので、馬を放して食わせることにした。その間に、特に破損がひどい厩舎の手入れをする。破れ放題だった屋根や壁の穴を塞ぎ、刈った草を地面に敷き詰める。馬の世話は、元盗賊の中に手慣れているやつらが何名かいたから、そいつらに任せることにした。

			　それ以外の元盗賊たちには、荷馬車を一台貸して、途中の待ち合わせ場所まで荷を取りに行かせていた。犬頭人たちが運んできた荷物が、そこまで来て待機しているのだ。異族への差別意識はハザマが想定する以上に激しいらしく、犬頭人はこの宿場町に入れないらしい。

			　そのため、目立たない場所に隠れて、待ち合わせを行わなければならなかった。

			　無駄な手間だなあと、ハザマは思う。

			　これから軍の兵站を襲うようになれば、当然、馬車なども鹵獲することになるだろう。そうなれば、自然と解消する問題ではあるのだが、こんなくだらない理由で余計な手間がかかるのは、馬鹿らしいといえば馬鹿らしい。

			　

			「では、留守を頼む」

			「はい。頼まれました」

			　ゴグスにそう告げて、ハザマたちは町中に向かう。

			「案内を探している」

			　建物を出たところで、ハザマは声を張りあげた。

			「回るのは、まず防具屋だ。その後、矢も買いこみたい。誰か、いい店を知っている者はいないか？」

			　建物の前にいた浮浪者たちがわらわらと集まってくる。

			「礼は出るんだろうな？」

			「当然だな。いい店を紹介してくれたら、ボーナスも出そう」

			「いくらだ？」

			「おい、リンザ」

			「相場がわかりませんが。銅貨二枚くらい……でしょうか？」

			「で、いいか？」

			「しけてるなあ」

			　いったん集まった浮浪者たちが踵を返し、ぞろぞろと立ち去っていく。

			「安すぎましたかね？」

			「なに。足元を見られているという可能性もある」

			　不安そうな表情を浮かべるリンザに、ハザマは淡々と答える。

			「ほら、残ったやつもいるじゃないか」

			「子どもですよ。クリフくんくらいの」

			「きちんと案内をしてくれるのなら、誰だっていいさ。おい、坊主。お前さん、いい防具の店を知っているのか？」

			「知っている！」

			「こっちにいる女の子が身につけるような防具が欲しいんだ。その店は、小さいサイズのも揃っているのか？」

			「たぶん！　ラデハルの店は品揃えがいいから！」

			「よし。じゃあ、銅貨二枚で契約成立だ。買い物に満足できたらボーナスも弾むからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ということで、こいつらが身につける防具を一揃い、見繕(つくろ)って欲しい」

			「旦那さん、いくら戦が近いからっって、こんな小さな子たちを……」

			「おれもだが、こいつらもかなり特別製なんだ。見かけ通りだと思わない方がいい」

			「防具といいますと、どの程度の物をお考えでしょうか？　鎖帷子やリングメイルなどは防御力に秀でておりますが、その分、少々重たく……」

			「鎖帷子やリングメイルっていうと、斬撃を防ぐためのものだろう？」

			　ハザマは、少し考える。

			「それよりも、矢とかを防ぎたいんだが」

			　この三人が戦場に出るときは、できるだけハザマが同行する予定だった。そうなると、斬撃よりは遠くから射かけられる矢の方が、怖い。

			「では、レザーの方がよろしいでしょうな。その線で、見繕(つくろ)ってみましょう」

			「この三人の分が終わったら、おれの分も頼むな」

			「はい、かしこまりました」

			　試着して、サイズが合っていることを確認してから、四人分の装備を買い取ることにした。リンザに勘定を支払わせながら、ハザマはラデハルに、

			「矢を売っている店はないか？」

			　と、訊ねた。

			「矢、ですか。それならば、少し離れたところになりますが、マルデルのところがよろしいでしょう」

			　店ではないが、矢を専門に作っている工房だという。ラデハルは、紹介状も書いてくれた。

			「……旦那。つかぬことをお聞きしますが、旦那も今度の戦に従軍なさるので？」

			「まあ、そういうところだな」

			「ひょっとして、旦那。ハザマとかいうお名前では？」

			「確かに、おれはハザマだけど……どこでその名を」

			「いや、これはおみそれいたしました。ご高名は、かねがね……」

			「……どんな話を聞いているんだ？」

			「黒髪黒目で、犬頭人を自在に操って、あの赤鬼のヴァンクレスを退治したとか」

			「もうそんな噂が届いているのか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「矢が欲しいだと？」

			「ああ。多ければ多いほどいい」

			「ふう。どいつもこいつも……」

			「ないっすかね？　在庫」

			「ああ。他ならぬラデハルの紹介状つきだ。こちらとしても何とかしたいのは山々だが、なにしろ戦が近いって話だからなあ。おっとり刀の貴族どもが、作る端から買い占めていく」

			「……仕方がないか」

			　要は、需給の関係なのだ。ハザマがいくら惜しがったところで、改善は見込めないだろう。

			「じゃあ、少しでも余裕ができたら連絡してくれ。場所は新市街にある……ええっと……」

			　ここで案内に雇った浮浪児が助け船を出し、マルデルに屋敷までの道順を教えた。

			「……あそこか？　あそこは確か、長いこと浮浪者が住み着いてどうにもならなかった物件のはずだが」

			　マルデルは、軽く眉をひそめた。

			「昨日、買い取って一掃した」

			　ハザマが、ことなげに答える。

			「ずいぶんと軽くいうな、おい。無法者でさえ手を出しかねていた場所なのに」

			「なに、そういうことに向いている特技を持っているもんでね」

			「特技。それに、その髪と目。ちょっと待て！　あんた、ハザマか！」

			「確かにおれはハザマだけど」

			　うんざりした口調で、ハザマが答える。

			　どこのどいつが、おれの噂を流しているんだか。

			「おお。そうかそうか。それでは、なんとかしなくてはなあ。うん。今日明日にすぐ、というのは無理だが、できるだけ早いうちに数を揃えてその屋敷に届けよう」

			「なにいきなり協力的になってんだよ」

			「今度の戦も、派手にどばーんとやるんだろう？　うちの矢を使って、是非、大活躍してくれ。そうしたら、ハザマご用達って看板にデカく描いてやるから」

			「あー、もう。好きにしてくれ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……どんな噂が流されているんでしょうね？」

			「知らね。知りたくもねえ」

			　帰り道、リンザの問いかけをハザマは軽く流す。

			「なあなあ、あんちゃん」

			　道案内の浮浪児が、ハザマに問いかけてきた。

			「あんちゃん、本当にハザマなのか？」

			「ハザマですが、なにか？」

			　この問答も、本日三度目だ。ハザマもいい加減、うんざりしている。

			「あんちゃん、あんまり強そうには見えないな。あの赤鬼を退治したって話だろ？」

			「あー。ヴァンクレスな。昨日、詰所に突きだしてきたばかりだけど」

			「本当か！　赤鬼って、こーんな大きくて真っ赤な髪をしているって」

			「ガタイはでけーし、赤毛なことは確かだ。普段は兜を被っていることが多いんで、髪の色はあまり意識したことがない」

			「一対一で赤鬼と決闘して勝ったって本当か？」

			「うーん、まあ。一応。嘘ではないな。うん。成り行きでそうなったってだけだけど」

			「すげぇー！　じゃあさ、じゃあさ。そんときのことを教えてよ！」

			「面倒くさいから、パス」

			「えー！」

			「ええと、リンザ。あとは任せた」

			「任されません」

			「おい、お前」

			「面倒な仕事をいつも押しつけないでください」

			　

			　帰ると、建物の前に見慣れない旗が翻っている。

			「なんじゃこりゃ？」

			　その旗を見て、いや、より正確にいうのなら、その旗に描かれた文字を見て、思わずハザマは間の抜けた声を漏らした。図案化された「繁」という漢字が、その旗に浮かび上がっていたのだ。どうみても、ハザマの名前に由来するデザインであるとしか思えない。
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			「ああ、あれですか？　昨日、布地を買いつけにいったとき、ついでに発注しておいたものです。あの旗を、これから馬車にもつける予定でおります。わがハザマ商会のトレードマークといいましょうか」

			「ちょっと待った！」

			　滔々と説明しはじめたゴグスを、ハザマは慌てて止める。

			「今、なに商会といった？」

			「ハザマ商会ですが？」

			　ゴグスは、「なにを今さら」といった表情で、ハザマの顔をしげしげと眺める。

			「商会を立ち上げるとき、金主の名を表に出すことはままあることですし、洞窟衆の名を直接出すよりはハザマ様の名を出した方が世間的な印象がよろしかろうと判断いたしまして」

			「そんならそれで、一言おれに断れよ」

			　ハザマは、思いっきり渋い表情になった。

			「お伺いを立てましたら、ハザマ様は反対しなさるでしょう？」

			「当然だな」

			「でしたら、やはり、無断で決定した判断は間違いではありませんでしたな。凶賊ヴァンクレスをくだしたハザマ様の名は、商売をする上では大変に縁起がよろしい。新たな商会に冠する名としてこれ以上に印象がよい名前というのは、そうそうありません。ああ、それからこれと同じ旗はまだまだ何十枚とありますから、戦場に赴く際には軍旗としてご使用ください。そして戦功をたて、是非ともハザマ商会の威名を轟かせていただければ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おい、坊主」

			　リンザから道案内の報酬を手渡されている浮浪児に、ハザマは声をかける。

			「お前、無法者がたむろしていそうな場所を知っているか？」

			「知ってるけど！」

			　その浮浪児は即答する。

			「ハザマのあんちゃん。今度はこの宿場町で、なにすんの？」

			「賞金首狩り。高額な賞金がかかっている無法者を、片っ端から捕らえて詰所に放り込む。案内できるか？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……という段取りでいく予定だ。ここまでで、なにか質問はあるか？」

			　日が落ちてから、ハザマは荷捌き所に集まった五十名余りに語りかける。

			　リンザ、ハヌン、トエスの三人に、元盗賊の奴(ど)隷(れい)たち、それに、浮浪者の中から希望者を募って集め、これだけの人数になった。

			「質問がなければ、さっきもいった通り、まずおれたちが先行する。他のやつらは、少し遅れて付いてきてくれ」

			　

			　まず、ハザマと三人の少女たち、それに道案内の浮浪児が夜の町に繰り出し、少し間をおいて他の者たちがぞろぞろと続く。街灯、などという気の利いた代物はこの宿場町にはないので、夜に出歩くときはなにかしら照明になるものを持参しなければ、暗すぎてまともに歩けない。

			　火災防止のため町中での松明(たいまつ)の使用も禁じられているので、受け皿に油と芯をさしてそこに火を灯した器具を、紐(ひも)や鎖でぶら下げて持ち歩くことになる。

			　ずいぶんと頼りない照明であるが、それ以上にハザマが気になったのは……。

			「なあ、これ。ちょっと強い風とか吹いたら、すぐに消えるんじゃないのか？」

			「ええ、そうですね」

			　リンザが答えた。

			「明かりを灯す魔法も、あることはあるんですけど……」

			　使用できる者は、極端に少ないそうだ。魔法を使用するためにはそれなりの知識が必要であり、日常生活にあまり関わってこない無駄な知識を学ぶ余裕がある者は、この世界ではかなり限られている。なにしろ識字率自体が極端に低い。この世界では、魔法に限らず「なにかを学ぶ」という行為のコストが、ハザマの出身世界とは比較にならないほど高くつく。敷居が高く、よほど余裕のある生活をしている者以外にとっては、高嶺の花の贅沢品になるようだった。

			「これ、周りをガラスで囲ったりはできないのか？」

			　そうすれば、ランプになる。

			「ガラスですか？　話に聞いたことはありますが、実物を見たことはありません」

			　こちらの世界では、ガラスは高級品のようだった。

			「じゃあせめて、骨組みで囲って紙を張るとか……」

			　時代劇でおなじみの、行灯、いや、提灯だ。

			「それは、いいかも知れませんね。エルフの製法による薄い紙ならば、そういう細工もできそうです」

			　帰ったら、ゴグスと相談して作らせてみようということになった。

			　

			「おい、坊主。そういやお前、なんて名前だ？」

			　ハザマは、今度は道案内の浮浪児に声をかける。

			「ダンダ！　そう呼ばれてる！」

			「そうか。ダンダはこの町に詳しいのか？」

			「ここで生まれ育ったからな！　新市街は、庭のようなものだよ！」

			「……その自信が、本当にあてになればいいけどなあ」

			「大丈夫だよ！　賞金首がいっぱいいるところだろう？　そういうところといったら……」

			　

			　なんのことはない、賭場、だった。

			　一見して普通の住宅にしか見えないが、そこの地下で毎晩、闇の賭場が開かれているという。この町で多少事情に通じている者なら誰でもその存在を知っている、いわば公然の秘密というやつだが、その分、防備は堅い。中に入って参加するためには紹介者が必要で、入り口には屈強な用心棒が張りついている。

			「階段を下りたところにある扉が、そこの入り口だ。合言葉がいえないと中には入れないけど……」

			「いや、そこまでわかっていれば上等」

			　ハザマは、ダンダの言葉を途中で遮(さえぎ)る。

			「あとはこっちでやる。お前さんたちは、おれが合図するまでここで待ってろ」

			　そういい残して、ハザマはスタスタと階段まで歩いていく。

			「え？　いいの？」

			　ハザマの特殊能力についてなにも知らされていないダンダが、ひどく狼(ろう)狽(ばい)した様子でリンザやハヌンたちの顔とハザマの背中とを見比べている。

			「いいんです」

			　ハザマをよく知る者を代表して、リンザがため息混じりに保証してくれた。

			「この手のことには、とても便利な力を持っている人なんですから」

			　

			「……おおーい。ちょっと、手を貸してくれ……」

			　しばらくすると、地下に続く階段からひょっこりと顔を出したハザマが手招きしてきた。

			「閂かなんかがかかっていて、扉が開かねえ」

			　全員で押して、力ずくでこじ開けるつもりらしい。

			「しょうがないですね」

			「元盗賊の皆さんも、是非に」

			　リンザやハヌンが、屈強な奴(ど)隷(れい)たちにも手伝うように命じる。

			「この手のことは、体重がある方がやりやすいでしょうし」

			「え？　え？　え？」

			　ダンダは、まだ戸惑っていた。

			「なんだ、ぶち破るのか」

			「こんなことなら、丸太でも用意しておけばよかったな」

			「まあ、全員で体当たりすれば、そのうちこじ開けられるだろう」

			　元盗賊たちがぶつくさいいながら、ハザマがいる階段へと近寄っていく。

			　

			「いいかぁ！　これから号令をかけるから、それに合わせてぶちかませ！　一、二ぃの……」

			「三！」

			「三！」

			「三！」

			　屈強な奴(ど)隷(れい)たちが号令に合わせて扉に体当たりすると、なにかが軋むような音が響いた。

			「もういっちょいくぞぉ！　一、二ぃの……」

			「三！」

			「三！」

			「三！」

			　ごごーん！

			「もひとつ！　一、二ぃの……」

			「三！」

			「三！」

			「三！」

			　ごごーん！

			　

			「あわわ……」

			　あまりにも周辺への配慮を欠いた様子に、ダンダはすっかり及び腰になってしまっている。

			「これじゃあまるっきり、カチコミだぁ！」

			　第一、こんなに公然と物音をたててしまったら、無闇に目撃者を作るだけだ。賭場の主催者とかかわり合いになりたくないから誰も出てこないだけで、今この瞬間にも、息を詰めてこちらの様子をうかがっている連中がわんさかいることだろう。

			「これくらいで怯えないでください」

			　トエスが、動揺するダンダを諭した。

			「あの人とつき合っていると、この程度のことで驚いていたら身が持ちません」
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			　何度か体当たりを敢行して、ようやく両開きの扉を突破することに成功した。太い閂は、多少歪んでいたものの、最後まで折れることはなかった。しかし、扉の蝶番が負荷に耐えきれずに破損したのだ。

			　扉が破られると同時に、ハザマが機敏な動作で内部に突入する。短時間で奥深くまで入り、室内にいる全員を硬直化することに成功した。下手に腕に自信がある者が多かったのが、かえって災いしたのだろう。別の出口から脱出しようとした者は、あまりいなかったようだ。

			「思ったよりも、大勢いるもんだな……」

			　扉を抜けると、大勢の人間がひしめいていた。

			　さほど広いとも思えない地下室に、百人まではいかないが五十人以上はいるだろう。その全員が、バジルの能力により硬直している。扉が破られかかったことで、入り口にむけて迎撃をしようとした姿勢のまま、凍りついている者も多かった。

			「この全部が賞金首だとは思わないが……リンザ！」

			「はい。まず、そこの左頬に蛇の入れ墨をしている人。右手に親指しか残っていないそこの人も。あと、蝶模様の眼帯をしている人……」

			　リンザが記憶している限りの賞金首の特徴を持つ者を指さし、ハヌンやトエス、奴(ど)隷(れい)たちが、その体を外に担いでいく。

			「ダンダも呼んでこい！　他にめぼしい賞金首がいるなら、ついでに捕まえる！」

			　

			　屈強な奴(ど)隷(れい)たちはともかく、ハヌンやトエスのような少女が、大の男を肩に担いで普通に歩いてきたことに、ダンダはかなり仰天した。

			「ハザマが呼んでいるわよ」

			　驚いているダンダに、ハヌンが声をかける。

			「めぼしい賞金首が残っていないかどうか、首実検して貰いたいって」

			「あ、ああ」

			　ダンダは毒気を抜かれた様子で生返事をし、のろのろと地下室へ降りていった。

			「他の人たちは、持ってきた縄でこいつらを拘束しておいて。ぐるぐる巻きでいいから。今のうちに猿(さる)轡(ぐつわ)をかませておくことも忘れないでね」

			　

			「……ゴグスさんに聞いた賞金首の中で、この場にいるのはこれくらいみたいですね」

			「十四名、か。あとは……お、来たな。ダンダ、こっちだ」

			　地下室に降りると、ダンダはすぐにハザマに手招きをされた。

			「他にめぼしい賞金首が残っていないか、見てくれ」

			　ダンダは、あたりを見渡す。

			　カードやサイコロなど、お馴染みの博打道具がテーブルの上に散乱している。その周囲には、様々な格好で硬直している、あまり人相がよくない面々。固まっている人間を、材木かなにかのように担いで運んでいる奴(ど)隷(れい)たち。

			　なんだかいろいろ、シュールな光景だった。

			　少なくとも、「賞金首狩り」と聞いてダンダが漠然と想像していた光景からは、遙かに遠い。

			「どうした、ダンダ。賞金首の顔、知らないのか？」

			「……あっと。そうですね。そこにいるやつが、火つけ強盗のジャジズ。それから……あ。三人殺しのダガバルもいる。こっちにいる色男は、後家殺しのドブゴで……」

			　我にかえったダンダはその後、八名ほどの賞金首を指定し、そいつらも即座に外に運び出されて、拘束された。

			　

			「一カ所で二十二名、か。まあまあの効率だな」

			　すべての賞金首の身柄を確保すると、ハザマは外にでて告げた。

			「荷がずいぶんと増えたし、いったん帰るか」

			「どうやって運ぶんですか、この荷物」

			　同行した浮浪者の一人が、おずおずと片手をあげて質問をする。

			「担架があっただろう。そう、その二本の棒に布が巻いてあるやつだ。そういつを広げてだな、布の上に人を乗せる。すると、前後の二人で運べるだろう？」

			　これも、ハザマがゴグスに指示して用意させていたものであった。これから赴く戦場では必要になるだろうと踏んだからで、今回の件で使用するのはあくまでおまけみたいなものだったが。

			「そんじゃあ、一度商会に帰るぞー」

			　ハザマが呑気に号令をかけて、一同は帰路についた。

			　

			　その夜はもう一度別の場所を襲撃し、ハザマたちは一夜のうちに全部で四十八名の賞金首を捕縛することに成功した。

			　

			「今夜は、このくらいにしておくかぁ」

			　明け方、ハザマはそう宣言して、一時雇いの浮浪者たちに対する報酬の支払いをゴグスへ命じた。

			「少し休憩したら、こいつらを詰所までしょっぴいていくからな」

			　奴(ど)隷(れい)たちは野太い声を揃えて、

			「へい！」

			　と、応じる。

			　いつの間にやら、ハザマに服従する気になっているらしかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハザマたちがそんなことをしている間、森の中に潜伏した洞窟衆は別の仕事で忙しかった。

			　盗賊の拠点を襲い、支配下に置く。

			　緑の街道を移動中にヴァンクレスが目星をつけていた連中もいたが、それ以外に、無数に飛び交っていた使い魔が独自に発見した連中もいた。何日か監視して行動パターンを把握した上で絶対的な大人数で包囲すると、盗賊たちはすぐに降伏し、奴(ど)隷(れい)契約を結ぶことを承知した。食い詰めて野盗に堕した者がほとんどであり、食扶(ぶ)持(ち)に困らなければ文句はない、という手合いが圧倒的に多かった。中には凶行を心から楽しんで行っている者も、若干はいたのだが……こうした手合いについては、とてもここには書けないような手段を講じて強引に奴(ど)隷(れい)契約を結んだ。

			　

			　それだけで仕事が終わるわけではない。

			　確保した盗賊たちは、奴(ど)隷(れい)契約が終わるや否や、すぐに次の仕事へと駆りたてられる。軍需物資を運ぶ者たちへの襲撃、である。

			　これも、多数の使い魔たちを操り、街道周辺の様子を子細に監視している洞窟衆には、たやすい仕事といえた。そもそもそうした輸送隊は、隊旗を掲げている限り賊に襲われることがまずない。うっかり軍隊の物資を略奪したら、本気で撲滅の憂き目にあうということを、どんな盗賊もわきまえているからだ。軍隊は、盗賊以上に暴力のプロであり、あえてその軍の荷を襲うことは、あまりにもリスクが高すぎる。

			　そのように考えるのが「常識」というものだ。

			　だから、国内を移動する軍の輸送隊には、申しわけ程度の護衛しかついていない。

			　

			　そんなわけで、助けに来るような人員がいない状態で野営をしている輸送隊などは、洞窟衆にとってはいいカモといえる。犬頭人で包囲して逃げ道を塞いでから、奴(ど)隷(れい)にした盗賊たちに交渉させ、降伏させる……という手順で、だいたいは制圧できた。

			　ごくまれに、とことん反抗しようとする気骨がある者もいるのだが、そうした場合は大腿部を弓で狙撃してから取り押さえる。威勢がいい者を最初に黙らせると、残された者たちもすぐにおとなしくなった。

			　

			　奪取した輸送隊の荷はただちに森の中に運び込まれ、空になった荷車や馬車だけがドン・デラへと送り出される。人は、とりあえず手近な拠点へ移送され、そこでしばらく軟禁されることになる。素直に年期奉公なり奴(ど)隷(れい)なりの契約を結べればいいのだが、なんらかの事情があってそうできない者も、少なくとも戦争が終わるまでは身柄を拘束しておかなければならない。

			　口封じのためだ。

			　洞窟衆が軍の輸送隊を襲っている、などという情報を漏らして軍の警戒を誘うことは、可能な限り避けるべきだった。原隊への忠誠心を持つ者はあまり多くなく、女たちが洞窟衆への帰順を求めるとだいたいの者が二つ返事で良好な返答をした。輸送に携わる者のほとんどは軍人というよりは軍属であり、各地の領主に雇われたり、領民としての苦役としてその仕事に就いている者がほとんどだったのだ。

			「軍の物資を奪って山岳民に売りつける」

			　という構想を聞くと、たいがいの者があっけに取られ、次いで、

			「そりゃあいい！」

			　といって笑い出す。

			「やつらはこっちに出兵する理由がなくなるし、こっちはすぐに兵隊が飢えて戦いようがなくなるな」

			「戦なんざ、早めに終わるのならそれに越したことはないな」

			　口々にそんなことをいい合いながら、積極的に配下となることを誓う者が少なくはなかった。そしてそうした者たちは、次の輸送隊襲撃にも自主的に荷担していくことになる。

			　

			　そのような作戦を根底から支えていたのが、通信網の整備と維持、使い魔を駆使して肌(き)理(め)の細かな索敵をしていたエルフたちと、数十名単位の契約魔法の使い手を促成栽培したタマルだった。

			　契約魔法は商人には必須の技能といえたが、そのすべてを習得させる時間はない。そこで、年期奉公契約や奴(ど)隷(れい)契約、通常の商契約魔法など、用途ごとに細分化したものを教え込むことになった。全体のうちのごく一部をおぼえるだけならば、さほど時間もかからない。カリキュラムを単純化することで、短時間に、実用的な契約魔法の使い手を多数揃えることが可能となった。そうして、ごくごく狭い領域のエキスパートとなった者たちは、次々と森のそこここに散っていった。その後、新たに仲間となった者たちに知識を伝授したり、お互いの知識を教えあったりすることになる。

			　いきなり実行することが決定した大規模作戦に必要な人材を急造するための、いわば苦肉の策であったが、実際に行ってみると思いの外うまくいった。

			　この方法を思いつくまで、タマルは眠れない日々を過ごしたという。

		

	
		
			　

			第九話　襲撃の夜

			　

			　ヴァンクレスを突き出した、衛士の統括詰所の場所はまだおぼえていた。それに、描いて貰った地図も捨てずに取ってあるので、道案内の必要もない。夜明けまで待ってから、ハザマはリンザ、ハヌン、トエスの三人と奴(ど)隷(れい)たち数人とともに、昨夜捕らえた捕虜の護送を開始した。

			　硬直化が解けた後の捕虜たちの中には無駄な抵抗を試みる者も少なくはなかったが、なにしろ猿(さる)轡(ぐつわ)を噛まされ下半身以外の場所をこれでもかというほど縄で拘束されている身である。逃げようもない。仮に逃げたとしても、そのときはハザマが逃げ出した連中の動きを止めるだけである。

			　何度か棒や馬用の鞭で叩かれると、すぐに大人しくいうことを聞くようになった。

			　

			「そんじゃあ、出発するかぁ」

			　まるでピクニックにでも出かけるかのような口調でハザマが宣言し、五十名近い賞金首がぞろぞろと早朝の町を歩き出す。

			　その周囲を固める、リンザたち三人と、棒や鞭を持っている奴(ど)隷(れい)たち。

			　たまたま通りかかった人々は、そうした珍しい組み合わせを見てまず目を丸くし、次に捕縛されているのがすべて名だたる賞金首であることに気づくと、いったい何が起こったのか、そばにいた人たちと推測をしはじめた。

			　日の光に照らされた賞金首たちの顔色は、赤くなったり青くなったり白くなったり、人により実に多様な変化をしている。

			　この行列がこの宿場町の噂話や憶測を加速するのに多大な寄与をしたことは、まず確実であろう。

			　

			　以前、ヴァンクレスを突き出したときと同じく、一時間以上を要し、目撃者を増やしながらようやく統括詰所へと到着した。

			「あのう」

			　受付で、ハザマは単刀直入に用件を告げた。

			「賞金首を突き出しに来たんですがぁ」

			　受付の係員は、書き物からふと顔をあげ、なんともいえない顔でこういった。

			「また、あなた……ハザマさんですか」

			　奇しくも、ヴァンクレスを突き出したときに対応してくれた衛士だった。

			「今回は少しばかり人数が多いもので」

			「人数が」

			　その衛士は軽く眉をひそめ、席を立つ。

			「いったい、何人連れて来……」

			　そして、外に捕縛されている人々を目の当たりにし、絶句した。

			「全部で、五十三名になります。所長さん、呼んで来た方がいいんじゃないっすかね？」

			　

			「……ご協力、感謝する」

			　押し出すような口調でそういう所長のこめかみには、血管が浮いていた。

			「ただ残念なことに、ここまで多額の賞金首を一度に連れてこられることは想定しておらず、今すぐに賞金の全部を引き渡すことはできないのだが……」

			「それでは、こちらの両替商にハザマ商会の名義の口座がございます。手配がついたら、こちらの口座にお振込ください」

			　すかさず、ハザマはゴグスから渡されたメモを卓上に置く。

			「われわれが、これだけの賞金首を揃えてこちらの統括詰所まで護送した際、多数の目撃者が発生しました。この宿場町の今後の治安のためにも、官吏は約束した賞金を踏み倒すなどという不穏な噂が広まらないことを祈ります」

			「……ぐっ！」

			　所長は、速やかに賞金を振り込むことを約束し、その場で賞金首たちの受領書を用意させた。

			　ハザマはごく短時間で、統括詰所から解放された。

			　

			「さて、と」

			　帰り道、通りかかった市場でハザマは足を止める。

			　市場には、野菜や果物、軽食などを売る店が、所狭しと並んでいる。

			「少し稼いだし、商会のやつらになんか買っていかないか？」

			「そうですね、少しくらいなら。ですが、今、商会にいる人たちは結構な人数になりますよ」

			　建物の改修作業や清掃は、いぜんとして続行している。臨時雇いの浮浪者たちを含めると、今、商会に関わっている人数は、かなりの数にのぼる。

			「あんた、賞金稼ぎのハザマだろ？」

			　そんな会話をしていると、野菜売りのおばちゃんが声をかけてきた。

			「すごい噂になっているよ！　赤鬼のヴァンクレスや、今朝なんか五十人からの凶悪犯を詰所に突き出したって！」

			「ああ、確かにそのハザマなんだが……別におれは、賞金稼ぎってわけでも。いや、やっていることは、一緒なのかこの場合」

			　ぶつくさと小声で呟くハザマ。

			「なんか買っていくんなら勉強するよ！　ここの衛士はてんであてにならないんだ！　いつまでも悪党がわがもの顔でのさばるばっかりで、わたしら堅気の人間は肩身が狭くなる一方さね」

			「ああ。そりゃ、どうも。ええっと、リンザ。金、ある？」

			　

			「どうしたのですか、それは？」

			　商会に帰ると、ゴグスが不思議そうに訊ねてきた。

			　ハザマをはじめとした奴(ど)隷(れい)たちが、抱えきれないほど大量の食べ物を抱えて帰ったのだから、無理もない。

			「これ、土産」

			　ハザマは、げんなりとした顔でそういった。

			「市場でちょっと買い物をしていこうかなーと思ったら、いろいろ押しつけられた。まあ、みんなで食べてくれ」

			「それは、それは」

			　ゴグスは、笑みをたたえる。

			「賞金首狩りの、思わぬ功徳といったところでしょうか」

			「明日か明後日にはここを発つんだがな、おれは」

			　ハザマは、かなり渋い顔になる。

			「この宿場町の治安は、そんなに悪いのか？」

			「治安は、そこまで悪くはありません。しかし、衛士の上層部、というよりも、この町を牛耳っている者が手を回して凶悪犯を招き入れている節がありまして」

			「例の、ドンさんか？」

			「ええ。塩売りのドン・トロ、その人です。自分の身辺を守るために、前歴を問わず腕の立つ者をこの町に引き入れておりまして」

			「んで、そういうやつらには、衛士とやらも迂闊には手を出せない、と」

			　嫌な構図だな、と、ハザマは思う。

			　だとすれば、今ハザマが行っている賞金首狩りは、そのドンさんやら彼と通じているこの町の上層部やらの神経を逆撫でしているのに等しい。

			　ま、おれはすぐにここを去るからどうでもいいんだが。

			「しかしそのドンさん。そこまで沢山の用心棒を必要とするって、よっぽど恨みを買っているんだな」

			　自分が引き入れた用心棒たちによって自分が牛耳っている町が荒らされるようなら、本末転倒のような気もする。

			「敵も多いですが、最近では跡目争いが。ドン・トロには三人の息子がいるのですが、揃ってどん欲で他の兄弟に譲るということを知らない。この三人も無法者を引き入れて、父親のドン・トロを含めて四つ巴で睨み合っている構図です。今のところ、表面的には均衡を保っていますが、なんらかの切っ掛けがあれば激しい抗争がはじまるでしょう」

			「そんなところにおれがのこのこ現れて、無法者の掃除をはじめちまったわけか？」

			「はい。そういうことになりますな」

			「ゴグスさん。なんで最初に忠告してくれなかった？」

			「そのことについて訊ねられませんでしたもので、はい」

			「ま、いいか」

			　しばらく考えて、ハザマはそう結論を出した。

			　そのドンさん一家の兵隊が多少目減りしたとしても、すぐに補充されることだろう。ドンさん一家の不(ふ)興(きよう)を買ったことは確かなようだが、過ぎたことをいつまでもクヨクヨ思い悩んでも仕方がない。

			　ただ、組織だったお礼参りをされる可能性もあるので、そのための備えは必要になるだろうな、とハザマは思った。

			「それで、ゴグスさん。例の盗賊ギルドって所への繋ぎは取れそうかい？」

			「はい。そちらの手配は、上々でございます。今日明日にでも、吉報をお伝えできるかと。しかし、その前に……」

			　ハザマ様に、可愛らしいお客様がいらしております、と、ゴグスが告げた。

			　

			「誰かと思えば……お前らか」

			　カレニライナとクリフの、ズレベスラ家姉弟だった。

			「まさか、家出してきたんじゃないだろうな？」

			「まさか。お義父様は、非常によくしてくださっているわ」

			　カレニライナは、澄ました顔で答える。

			　お義父様？

			　……早速、養子縁組でもしたのだろうか？

			　少なくとも、二人とも虐待されているわけではないらしい。

			「お義父様から、これをことづかって参りました」

			　書状を、ハザマに手渡した。ハザマは、そのままその書状をリンザに渡して読ませる。

			「わたくしたち姉弟を送ってくださったお礼をかねて、お食事に誘いたいとか」

			「誰が？　って、ズレベスラ家のおっさんが、か」

			「それで、どうするの？」

			　カレニライナがハザマに確認してくる。

			「都合のよい日時を聞いてくるように、いわれているのだけど」

			「もうすぐここを離れるから、行けるとしたら今日か明日のうちだな」

			「じゃあ、今夜でいいわね？」

			「今夜？　ずいぶんと急だな」

			　ハザマは、訝(いぶか)しげな顔になった。

			「早い方がなにかと都合がいいの。それとも今夜、なにか用事があるの？」

			「用事は、いつでもあるんだが。まあ、いいや。あとで調整することにして、今夜お邪魔させて貰うか」

			「そ。じゃあ、夕方に迎えの馬車をよこすわね」

			「町中に馬を乗り入れるのは、禁止されているんじゃないのか？」

			「貴族や名士に限り、小型の馬車の使用は許されているの。一頭だての小さなものだけど」

			「なるほどねえ」

			　ハザマは、なにか考えこむ顔つきになった。

			「っていうことは、行けるのはおれ一人だけか？」

			「せいぜい二人ね。お食事と歓談をするだけだから、そんなに大げさに考えなくてもいいわ」

			「あ、そ」

			　ハザマは、反射的にうなずいていた。

			「大変！」

			　すると突然、リンザが声を張り上げる。

			「正装を用意しないと！」

			　ハザマたちが着用しているのは、村人や旅人の普段着としてそれなりに上等の衣服だったが、決して貴族との正餐の席に着くのに相応しいものではない。

			「ああ。じゃあ、そいつも用意しないとな。その手の店については、ゴグスさんにでも聞けばいいのか」

			「そうですね。地図でも描いて貰って」

			「あと、町中での用事がいくつかあるから……ダンダを呼んでくれ」

			　

			　カレニライナとクリフを見送ったあと、ハザマは元盗賊の屈強な奴(ど)隷(れい)たちを集めた。

			「……というわけで、捕らえたやつらの仲間がこっちにお礼参りにくる可能性がある。昼間っから殴り込みをかけてくるとは思わないけど、一応、心構えはしておいてくれ。夜襲への準備は、これから整える」

			　奴(ど)隷(れい)たちは、

			「へい！」

			　と、野太い声を揃えた。

			「心構え以外に、やっておくべきことは……」

			　

			　簡単に指示を伝えたあと、ハザマはリンザと道案内のダンダだけを伴って町中に出た。古着屋にいってそれなりに上等な衣服を買い込み、ついでにマルデルの工房に寄る。

			「おお、あんたか。昨日の今日で、なんの用件だ？」

			「ちょいと相談があってな」

			　ハザマは、単刀直入に切り出した。

			「仮に『人手はこちらで用意するから、材料と作り方を指導する職人をそっちで出してくれ』とそういったら、もっと数が作れるようになるか？」

			「ん」

			　マルデルは、少し考え込む顔になった。

			「素人でもできる工程というのは限られているが。いや、でも、ないよりはマシか。特に、昨今のような、戦争需要が見込める場合は……」

			「こっちはなにも、精密さが要求される逸品が欲しいわけではない。とにかく、早く安く、数を揃えたいんだ」

			「量産前提で手を抜く、か」

			「職人としては心苦しいところもあるだろうが、戦場では精密射撃なんてあんまりしないからなあ。一級品は一級品としてそのまま作り続け、雑兵用の安物はそうと割り切った方がいい。第一、戦時の特需なんてほんの短期間で終わる。そのために、腕のいい職人を普段から囲い込んでいたら……」

			「そうか。人件費の問題もあるな」

			「必要なとき、必要な人数だけ使えるってメリットが大きいと思うんだが」

			　ハザマと弓屋のマルデルは、しばらく話し込む。

			　そして、その結果、

			「そういうことなら、前向きに考えてみるか」

			　という結論を、マルデルの口から引き出すことに成功した。

			「そうこなくっちゃ。正式な契約はあとでうちの者をこっちによこすから、そのときにしてくれ。それよりも、今すぐに欲しいのは完成していないもんだ」

			「なんだ？　未完成品が欲しい、だって？」

			「ああ。鏃(やじり)はいらない。なんなら、矢羽根もなくていい」

			「それじゃあ、まっすぐに飛ばないぞ？」

			「とりあえずは、それでいいんだよ。どうしても夜が更ける前に数を揃えたいんだ頼む！」

			　

			「口入屋、ですか？」

			　ハザマ商会に帰ると、さっそくゴグスから小言をいわれることになった。

			「人材派遣っていってたけどな、おれの国では」

			「名称はどうでもいいですが、要するに、人を集めて組織し、その時々、忙しい仕事に廻そうということですね？」

			「基本的には、その通り。だけど、この周辺は職なしの浮浪者がいくらでもいるから、集める必要はない。いろいろな仕事を紹介して手に職がつけば、それもまたよしだ。第一、これからも世話になるわけだから、ご近所に金が流れていくようにしておくのは悪いことじゃない」

			「そうですな。わたしもあまり経験がないので勝手がわからないところもありますが、微力は尽くしましょう」

			「そうして貰えると助かる。将来的には、自社製品を製造するラインをこっちに作ってもいいし」

			「そうですね。まずは近場の空き家を借り上げて、木工所として使うことにしましょう。矢の製造以外にも、例の提灯とか将来的な展望もあることですし」

			「あ。それから、あと数日中に洞窟衆の中から契約魔法や帳簿づけの技能を習得したのが何名かやってくるはずだから、そっちの世話も頼む」

			「そうした方々が来てくださると、こちらとしてもありがたい」

			　

			　そんな会話をしてから、裏庭の井戸にでて体を洗い、髭もあたって買ってきたばかりの正装に着替える。ハザマにしてみれば装飾過多なコスプレ衣装にしか見えないのだが、これがこちらの正装だというのなら文句をいったところでしょうがない。どのみち、そんなに頻(ひん)繁(ぱん)に袖を通す衣装でもないし、移動の最中は馬車に乗るわけだから、着用した姿を目撃できる者もそれほど多くはないはずだった。

			　……まあ、元盗賊の奴(ど)隷(れい)たちや臨時雇いの浮浪者たちには、かなり囃したてられることになったが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて」

			　ハザマ商会では、襲撃に対する警戒を怠ってはいなかった。

			「近所への通達は済んだ？」

			「だいたいね」

			　問うたのはハヌン、答えたのはトエス。

			　ハザマから告げられた作戦に沿って手配をしているだけとはいっても、この二人もなんだかんだいって実戦慣れしはじめていて、臆するところがない。

			「とはいっても、この辺は貧民街みたいなもので、不法占拠をしている浮浪者がほとんどだったわ。なにか騒ぎが起こったら、安全な場所まで引っ込んで騒ぎが収束するまで出てこないでしょう」

			「上等上等。見張りは？」

			「主要な道にはすべて置いてある。それらしい一団が来たらすぐに様子を報せてくれるはず」

			「屋根の上は？」

			「鏃(やじり)なしの矢と弓を多数配布。油壷や石も一応、用意はしているけど、そっちは時間がなくてあまり数を揃えられなかった」

			「どれくらいの人数かは予想できないけど、そっちはあまり使わないでしょう。たぶん」

			　そうであってくれるといいな、と、ハヌンは思った。正当防衛であるとはいえ、町中であまり血(ち)腥(なまぐさ)い真似はしたくない。

			「奴(ど)隷(れい)たちは、裏庭に詰めて奇襲に備えて貰って」

			「向こうは、こっちが素人だとタカをくくっているはずだから、正面から来るとは思うけど」

			「だと、楽ができるんだけどね」

			　ハヌンは、軽く首を振った。

			「じゃあ、そろそろ、屋上にあがりましょうか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日没前くらいにズレベスラ家からの馬車がハザマ商会に到着した。

			「もし襲撃があったら、いった通りに対応してくれな」

			　ハザマは、ハヌンやトエスたちに念を押してから、リンザと一緒に馬車に乗り込んだ。一頭だてと聞いていたが、なるほどこぢんまりとしていて余分な装飾がない。馬車というよりは、人力車の馬車版、みたいな風情だった。それでもさすがに、徒歩よりはよほど速かったが。

			　ズレベスラ家の邸宅まで、数十分ほどで到着した。速度よりも、道行く人々すべてが、馬車を見ると道をあける様子の方が、ハザマにとっては印象的だった。ズレベスラ家は下級貴族だとは聞いていたが、それでも貴族である限りそれなりの特権はあるわけだ。身分の違いというモノについていまだにピンと来ていないハザマでも、こういう様子を目の当たりにすると、「ここでは身分差というものが機能しているのだな」と実感せざるを得ない。

			　

			　初老の御者に扉を開けて貰って馬車から出ると、ホストであるズレベスラ家の当主が出迎えてくれた。

			「今宵はようこそおいでくださいました」

			　五十を少し越えたくらいの、なかなか恰幅のいい中年男性だ。

			「時の人であるハザマ様を当家にお迎えできるとは、まことに光栄なことです」

			「どうも、お招きに与りまして」

			　まあ、礼くらいはいっておくべきだろうな、と、ハザマも一礼する。

			「異国出の不調法者ゆえ、不作法な真似をすることがあるかも知れませんが、よろしくお願いいたします」

			「いや、なに。ハザマ氏は不思議な教養をお持ちだと、クリフから伺っております」

			　その当主に促されて、ハザマとリンザは屋敷の中へと乗り込んでいく。

			　正餐の席についたのは、新婚の夫婦とカレニライナ、クリフのズレベスラ家勢と、ハザマとリンザの六名であった。このたった六名に給仕するために、召使いが何人か侍っている。

			　この屋敷では、どうやら使用人を普通に使っているらしかった。

			「凶賊ヴァンクレスの捕縛に、昨夜の賞金首一斉捕縛」

			　追従、なのだろうか。先ほどからズレベスラ家の当主、オミツカミスは、妙にハザマのことばかり話題にあげている。

			「ハザマ様の勇名は、今やこのドン・デラに轟くばかりですな」

			「どうも、恐縮です」

			　さほど恐縮していない風で、ハザマは無難な答え方をした。

			「仲間に恵まれただけのことでして、ええ。おれ自身はあまりたいしたことはしていません」

			　ハザマは、そんな会話よりも料理の方に気を取られている。

			　香草を巧妙に使って生臭さを消した魚介料理がメインディッシュだった。オリーブオイル抜きの地中海料理があったとしたら、ちょうどこの料理のような感じになるのではないか。これほど手の込んだ料理を食べるのは、この世界に来てからはじめてのことかも知れない。

			　ハザマはさほど美食家というわけでもないのだが、料理はやはり、まずいよりはうまい方がいい。

			「それにこの度は、従軍なさるとか？」

			「ええ。お役人に勧められましてね。うまいこと拒否もできないようですし、それならと、しぶしぶ。まあ、仲間のためにも、この国に恩を売っておくのもいいでしょうし」

			「しぶしぶ、ですか。ご謙遜を。あのヴァンクレスを豪快に投げ飛ばしたと、そこのクリフに聞きましたぞ」

			「ああ、まあ」

			　ハザマは、曖(あい)昧(まい)にうなずく。

			　別に謙遜しているわけではない。あれはあくまでバジルの能力によって得られた身体能力があってのことだと自覚しているからだ。それに、前後の状況からして出たとこまかせの綱渡り的な成り行きでもあり、素直に自慢する気持ちにはなれなかった。

			「そうであれば、ハザマ様は、この度の戦においても目立った戦功をあげることでございましょう」

			「さて、そううまくいきますやら」

			　ハザマは呟く。

			「そりゃ、自分としてはうまく立ち回るつもりではいますけどね。ですが、相手があってのことですし」

			「それで、ですな」

			　オミツカミスは、身を乗り出した。

			「そんなハザマ様を見込んで、一つお願いがあります」

			「一応、聞くだけはお聞きしましょうか？」

			　ほら来た、と、ハザマは思った。ハザマたちは、カレニライナとクリフを送ってきただけの人間だ。改めてこんな場に招待され、煽てあげられるいわれはない。あるとすればそれは、なんらかの魂胆を秘めているものと考えるのが妥当だった。

			「そこのクリフを、ハザマ様の侍従見習いとして従軍させて欲しいのです」

			「ほう」

			　ハザマは、少し考えた。

			「しかし、クリフくんは少々若すぎはしませんか？」

			「若いことは若いが、若すぎるということはないでしょう」

			　オミツカミスは、大仰にうなずいて見せた。

			「元服まであと五年ほどありますし、その頃にまた都合よく大きな戦が起こってくれるとは限りません。本格的に参戦する前に、幼少時から戦場の空気に馴染ませておくのはよくあることです」

			「……そうなのですか？」

			　貴族の習俗に詳しくないハザマとしては、まともに反論できない。

			「しかし……侍従見習い、でしたか？　直接戦闘に参加しないにせよ、戦場に近寄ればそれだけ危険を伴うことになります。おれとしては、あまりお勧めできませんが」

			「とはいいましても、このクリフがどうしてもハザマ様の侍従見習いを務めたいと、そのように申していましてな。それに、参戦歴があればあるほど、貴族社会では箔がつきますし」

			「箔、ねえ」

			　ハザマは、難しい顔になった。

			「当家は、こういってはなんですが、経済的にはともかく、身分という点においては落ちこぼれ寸前でしてな。いや、わたし自身はいいんだ。このまま爵位を剥奪されても、格別に痛くも痒くもない。しかし、こちらのカレン……カレニライナとクリフは、ズレベスラ家の栄達を求めている。だとすれば、二人の保護者として、このわたしはその後押しをすべき立場にある」

			　オミツカミスはなかなかに能弁だった。

			「新興勢力であるハザマ様は、こういってはなんですが、色がついていないという面でも、クリフを預けるのにうってつけです。他の貴族をあてにするよりは、ずっといい」

			「そちらにも思惑があることは理解しました」

			　ハザマはそういってオミツカミスの言葉を遮(さえぎ)った。

			「仮にクリフくんを侍従見習いに取り立てたとして。おれに、なんの得がありますか？」

			「いいですな、そういうはっきりとした物のいいようは」

			　オミツカミスは、満足げにうなずいた。

			「では、商人としてハザマ様にそれなりのメリットを提示しましょう。ハザマ商会としてもいろいろと興味深い動きをしているようですが、そちらにもこのオミツカミスが大口の出資をさせていただきます。金銭面だけではございません、少なくともこのドン・デラにおいては、このわたしが特定の商会に出資するということは多大な意味を持ちます」

			　おわかりになりますか？　と、オミツカミスはハザマに問いかけた。

			「なんでも、オミツカミス様は、こちらでは名士でいらっしゃるとか」

			　ハザマは呟く。

			　どうやら、ここは、引き受けておいた方がよさそうな案配らしかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「馬鹿正直に、真っ正面から来たね」

			「おそらく、堂々と脅しつければどうにでも料理できるとか、そんな風に軽く考えているんでしょう」

			　ハヌンとトエスは、ハザマ商会の屋上にいた。

			　眼下の正門前には、御法度の松明(たいまつ)をいくつも灯したガラの悪い若者たちが、集まっていた。

			「飛び道具も持ってないし、人数を分けて裏から同時に攻撃するとかいう知恵もないみたいだし」

			「奇襲するつもりもない、と。ようするに、適当に脅せばこちらが竦みあがってくれるなんて考えている、甘チャンばかりということ」

			「本当。馬鹿ばっかり」

			　命のやり取りを経験しているハヌンやトエスにとっては、目の前にいる荒くれたちも、恵まれた環境の下でのみ粋がることができる、「甘チャン」にすぎない。

			　

			「……開門せよ！」

			　甘チャンの一人が、下の方で吠えていた。

			「こちとら、八十人からの兵隊を揃えてきた！　大人しく降伏するのなら、悪いようにはしねえ！」

			「……ダンダ。聞こえる？」

			　ハヌンが、囁く。

			『聞こえるよ！　って、これ、本当に遠いところでも話せるんだな！』

			　ダンダをはじめとした何名かの浮浪者に、あらかじめ通話用のタグを預けていたのだ。

			「ダンダ以外の人たちも、聞いて。確認したいことはただ一つ。あいつら、別働隊が近くにいたりしないの？」

			『こっちには、いないよ！』

			『いない！』

			『こっちも！』

			『こっちも！』

			　どうやら、今の時点で動いているのは、下に集まっている連中だけらしい。

			「トエス、投げて。他の人たちも、準備をよろしく」

			「はい！」

			　ハヌンが合図をするのと同時に、トエスは立ち上がってある物体を投擲した。

			　ガチャン。

			　と音をたて、その物体は松明(たいまつ)を持った男の頭に命中して破砕する。

			「今投げたのは水が入った壷だけど！」

			　ハヌンの声が、響きわたった。

			「今度は、油が入った壷を投げます！　降伏するか逃げるか、どちらかを選択してください！」

			「ふ、ふざけるなぁ！」

			「こんなことで引き下がれるわけがねーだろう！」

			　どっと、声があがった。

			　ほとんどが、悪態だった。

			「せっかく警告してあげたのに」

			　ハヌンは小さく呟き、そのあと、

			「もう遠慮はいらない！　一斉に、やっちゃって！」

			　と、叫んだ。

			　

			　次の瞬間、夥しい矢が、石が、襲撃者たちの頭上に降り注ぐ。

			　ハザマ商会の各階の窓や屋上はもちろんのこと、周辺の家屋からも。

			　雇った浮浪者たちに弓矢を配布し、周辺の家屋の屋根の上にあげて、伏せさせておいたのだ。

			　一斉射目で悲鳴があがり、二斉射目でほとんどの襲撃者が戦意を失い、三斉射目でもはや立っている者は数えるほどになっている。

			　路上になんの策もなく密集していたため、素人でも命中させることができた。なんとなく、ここいらへん……程度のいい加減な照準で矢を放っても、誰かしらには命中するのだ。

			　また、鏃(やじり)がついていない矢であるとはいえ、特に上から射かけられてる矢の威力は、侮れない。衣服の上からでも十分な打撃を与えたし、運悪く目に命中した何名かは、視力を失う羽目になった。

			　一カ所や二カ所ではなく、体中のそこここに矢が降り注ぎ、いやというほど打ち据えられたのだ。

			　普段、粋がってやんちゃな真似をしていた襲撃者たちも、ごく短時間で鎮圧された。

			　

			「それじゃあ、あとはこいつらを縛って。まだ抵抗する元気がある人がいたら、多少手荒な真似をしてもいいから」

			　こんなやつらでも、奴(ど)隷(れい)契約を済ませれば有意義に運用できる労働力だ。賃金を支払う必要がないからタマルやゴグスが喜ぶ。第一、こういう所で無駄に血を流しても、ハザマ商会のイメージが悪くなる。

			「あと、矢も、全部拾っておいてね。使えるものは使うから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こっちはどうだった？」

			　馬車に送られてハザマ商会に帰ってきてそうそう、ハザマはゴグスに確認した。

			「予想通り、八十名ほどから襲撃にあいましたが、すぐに鎮圧されました。捕虜になった者たちをご覧になりますか？」

			「いや、いい。どうせ、使いパシリがせいぜいのチンピラばかりだろう。そうだな。身ぐるみ剥いで素っ裸にして、旧市街の大通りにも捨てるか？」

			「それも一興ですが、奴(ど)隷(れい)契約で縛る方が経済的かと」

			「わかっているよ、冗談だ。じゃあ、武装解除と金銭没収はもちろんだが、それに加えて髪の毛を刈ろう」

			「髪を、ですか？」

			「辱め、ってえの？　面子を潰してこちらに逆らう気をなくす。その一環で」

			「いいですな。髪の毛を刈ってボロに着替えさせ、しばらく周辺の街路でも掃除させることにいたしましょう。ハザマ商会を襲う者がどういう末路をたどるのか、周知させることにもなりますし」

			　ちなみに、ハザマ商会周辺の街路は、かなり汚い。

			　掃除するほど生活に余裕がある周辺住人が極端に少ないせいだが、ゴミはもちろんのこと、反吐や人糞などの汚物も平然と転がっていたりする。

			「浮浪児のガキどもにでも監視をさせてな」

			　すぐに奴(ど)隷(れい)契約を結べればいいのだが、生憎、ここにはまともに契約魔法を使える人間がゴグスくらいしかいない。なんらかの形で捕虜の心を折り、こちらがいう通りの条件を呑むようにし向ける必要があった。

			「すぐ全員を、というのは無理ですが、十人とか二十人ずつ感化していく予定です」

			「そのへんは、任せるよ」

			　ハザマは、鷹(おう)揚(よう)にうなずくことができた。このゴグスが、賃金を支払う必要のない労働力獲得の機会をみすみす逃すとも思えないのだ。むしろ、あの手この手を駆使して積極的に奴(ど)隷(れい)に落としていくことだろう。

			「そちらの方は？」

			　今度は、ゴグスから正餐の首尾を訊ねられる。

			「ああ。結局、カレンとクリフを戦場に連れて行くことになった」

			　渋い顔で、ハザマはそう答える。

			「準備を整えて、明日の朝この商会に来るってさ。それから、オミツカミス・ズレベスラ卿がハザマ商会に出資したいそうだ」

			　

			　それからハザマは礼服を着替えて、ヴァンクレスが使っていた大鎚を持ち出した。

			「今夜も賞金首狩りですか？」

			「当然」

			　問いかけてくるリンザに、ハザマは答える。

			「明日か、遅くとも明後日にはここを発つ。それまで、せいぜい暴れてやるさ。元盗賊の奴(ど)隷(れい)たちと道案内のダンダ、浮浪者たちを集めてくれ。まだ襲撃があるかも知れないから、ハヌンとトエスはここに残ってくれ。交代で見張りを立てて、警戒を怠らないように」

			　

			　その夜、ハザマの一党は五十三名の賞金首を捕らえた。

			　

			　翌日、ハザマは前日のように賞金首を衛士の統括詰所に突き出してから、帰りに大量の食料を買い込んできた。

			　ハザマが商会に帰る頃には、荷物を持ったカレニライナとクリフが着いていて、皆で食事を、ということになった。

			「思ったよりも簡単だった。拍子抜けっていうか」

			　その席上で、ハヌンはそんなことをいった。

			「段取りがよかったからだろう」

			　ハザマは、そう答えた。ハザマ商会を襲撃してきた連中を撃退したことについて、である。

			「盗賊を狩ったときもそうだったろう？　事前の準備をしっかりとやれば、本番のときにそんなに苦労はしないはずなんだ」

			「相手について知っておくことが大事ね。昨夜だって、いつ来るのかわからない相手を闇雲に待っていたら、無駄に神経が削られていただろうし」

			「交替で見張りを立ててて正解だったろ？　見張り以外はよく眠れるし」

			「本当……事前の準備って、大事」

			　ハヌンは、ため息とともにそう締めくくった。

			　なぜこんな話をしているかというと、クリフが昨夜の騒動について聞きたがったからである。賞金首狩りのことについても聞きたがったが、こちらはハザマ自身がごく簡潔に説明を済ませておいた。

			「でも、これで夜襲への対処法は確立したようなもんだからな。あとは、おれたちがいなくなってもなんとか凌(しの)げるだろう」

			「そうだといいんだけどね」

			「まさかやつらも、こんな町中で火攻めとか派手な真似はしないだろうしな」

			　この商会の建物は石造りだったが、周辺の家屋は木造のものが多い。火矢などを使ったら、すぐに大きな火災が起きてしまう。そんなことになったとしたら、原因を作った側はこの宿場町での居場所を失う。だから、無法者同士の喧(けん)嘩(か)でも、刃傷沙汰がせいぜいなのだ。

			「そういや、昨夜捕らえたやつら、だいたい奴(ど)隷(れい)契約済んじまったってな。いったいどういう手を使ったんだか」

			「ああ、それ。服を剥ぎ取って地下室に押し込め、一時間ごとに冷たい井戸水をたっぷりとぶつけました」

			　ハザマの疑問に答えたのは、トエスだった。

			「たいていの方は、朝になる前に何でもするからもう許してくれ、っていいはじめましたけど」

			「なんだってそんなことを考えつくのかな、お前は」

			　さすがのハザマも、少し唖然としている。

			「そうですか？　わたしたちが洞窟で経験したことを、ほんの少しアレンジしただけなんですけどね。あの程度で音をあげるなんて、この町のチンピラは柔すぎると思います」

			「まあ、今のうちに新鮮な果物をたっぷりと食っておけ。旅に出たら、またこういうのは食えなくなるぞ」

			　ハザマはさり気なく話題を逸らす。

			　

			　その日の昼過ぎから洞窟衆発の馬車がハザマ商会に到着しはじめた。ほとんどは空荷だったが、たまに薬品や紙、小麦が入った袋、あるいは人などを乗せている馬車もある。荷はすぐに降ろされ、代わりにこの町で仕入れた布や木材、衣服や鍋釜などの日常雑貨類や人を乗せ、そうした馬車はすぐにこの町を発っていった。御者や馬が交替することはあっても、馬車そのものはほとんど休まず動き続けた。ハザマ商会が本格的に稼働しはじめた、ということであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「鹵獲した馬や馬車、捕虜にした人が余りはじめているそうです」

			　ゴグスはハザマに向かって、そう説明した。

			「森の中の某所にて、平馬車はすべて幌つきに改装します。盗品であるとばれないようにするためでもありますが、それ以上にハザマ商会の幌馬車を早めに印象づけるためでもあります」

			　豊富な馬と馬車を駆使した輸送力だけでも、商会としては大きな武器になる。

			　それにプラスして、ゴグスは幌馬車と例の「繁」の印を使ったイメージ戦略も考えているようだった。

			「そのための材料や職人なども、すでに現地に送っております。あとは、森の中の人たちが、はやめに習熟してくれることを願うばかりですな」

			　幌馬車だけではなく、着火器や提灯などの工場も、森の中に作らせるつもりであるようだ。

			「農地の開拓も有意義だとは思いますが、結果が出るまでには少々時間がかかります。その前に、もっと短時間で収益に繋がる産業を興しておくべきでしょう」

			「そのへんは、任せるわ」

			　ハザマの返答は、素っ気ないものだった。

			「心話の通信網、ゴグスさんも使えるようになったんでしょ？」

			　一応、説明を聞きはするが、正直、あまり興味が持てない分野なのだ。

			「その他、売り物になりそうな商品を思いつきましたら、是非早めにお知らせください」

			「ああ。そのへんは、まあボチボチやっていきましょう」

			　実は、提灯の中に入れる蝋燭について、すでにエルシムに相談していたのだが、原料になりそうなものを森の中で集めるのは、かなり苦労するらしい。

			「やってもよいのだが、割に合わんぞ」

			　とのことだった。

			　この世界にも蝋燭はあるのだが、かなり高価で滅多なことでは使えないという。

			　

			　ハザマ商会に運び込まれたのは荷物だけではない。人も、運び込まれていた。

			　各種契約魔法のみ、帳簿や契約書の書き方のみをマスターした、商人としては半端な、「狭い分野の専門家」たちだった。とはいえ、まともな商人がゴグスくらいしかいなかったそれまでの状況を考えれば、大きな恩恵ではある。ゴグスは周辺の浮浪者たちの組織化を進めながら、そうした「即席の専門家」たちの知識を早めに伝播する体制を整えようとした。頭が回りそうな者を選抜して「即席の専門家」たちの下に置き、助手として働かせはじめた。同時に、知識の伝授も行わせる。

			　

			　それ以外にも、周辺の浮浪者を巻き込んで組織化し、労働力として活用するための方策も動きはじめている。最初に商会の仕事を請け負いはじめたのは、もともと商会の建物を不法占拠していた輩(やから)なわけだが、ハザマたちはただ追い出しただけで終わらせず、適宜誰にでもできるような仕事を与えて見返りに報酬を渡す、という形で手懐けてきた。

			「ハザマ商会へ行けばなにかしらの仕事にありつける」という噂が広がり、人が集まりはじめたところで昨夜の襲撃と撃退騒ぎである。リンザやハヌンたちの指揮があったとはいえ、ほぼ浮浪者たちだけで普段肩で風を切って歩く威勢のいいチンピラたち八十名を完全にやりこめたことは痛快事として速やかに広がった。なにより、仕事もなく食うや食わずやのすさんだ生活をしていた浮浪者たちに、大きな自信を与えることになった。ハザマ商会は地元住人から「強力な外敵を跳ね返す力を持った勢力」として認知され、その威光にあやかろうという気風が生じていた。

			　一言でいえば、わずか数日の間に、ハザマ商会へ協力的な空気が形成されたのであった。

			　

			　新たに奴(ど)隷(れい)となった元チンピラたちが、すっかり刈りあげられた頭を晒して路地の汚物をさらっていく。その脇を、木材を抱えた男が通り抜ける。木材は、矢や提灯の細工をするための材料である。そうした細かい木工仕事は、周辺のそこここに分散し、内職じみた状態で加工をしていた。木工の指導をする職人、材料やできあがった完成品を運ぶ者、新しい工人を手配する者などが、忙しく往き来している。

			　

			　ハザマ商会には外部から、あるいはドン・デラの中からひっきりなしに荷物が届く。荷物を降ろした馬車は、またすぐに新しい荷を積んで出ていく。商会の中をみれば、荷物の積み卸しや仕分けをする人足たちでごった返している。荷物を勘定し、人足に指示を与える者もいる。

			　商会の仕事をする者には食事を割引することになっているため、厨房の火が消えることもない。それでも足りないので、軽食を作って商会の近辺で提供しはじめたりしていた。

			　商会の裏庭は、馬場になっている。常に二十頭以上の馬が繋がれて、水や草を食らっている。荷馬車の、替えの馬だ。当然、頻(ひん)繁(ぱん)に入れ替わる。ただ一頭、ヴァンクレスの乗馬だったひときわ大きい馬以外は。

			　馬丁も常時十名以上張りついて、馬の世話をしていた。

			　

			「こっちはもう、放置しておいても勝手に回りそうだな」

			　ハザマは今、商会の最上階に与えられた自室の窓から、地上を見下ろしていた。夕刻の風景は意外に忙しなく、今日一日だけでこの商会がずいぶんと「形」になってきたことを証明している。

			「あと、この町でやり残したことといえば……」

			　そのとき、扉をノックする音が聞こえた。

			「ハザマ様。今、よろしいでしょうか？」

			　ゴグスの声だった。

			　多忙を極めているはずのゴグスが直々に来るということは、それなりの用件なのであろう。

			　そう考えたハザマは、すぐに返答する。

			「入ってくれ」

			「失礼します」

			　ゴグスは、衛士の制服を着た若者を伴って部屋に入ってきた。

			「こちらは？」

			　ハザマが、ゴグスに訊ねる。

			「衛士の、ズグワスラといいます！」

			　直立不動で、その衛士が名乗る。

			「本日は、ハザマ様にお願いしたいことがあって参りました！」

			　お役人のお願いってのは、たいていは命令と同義語だからなあ、と思いつつ、念のためハザマは聞き返す。

			「衛士のような方が、おれみたいな者に、いったいなんのご用事でございましょう？」

			「はっ！　ハザマ様のおかげを持ちまして、統括詰所の牢獄は目下凶悪犯で溢れかえっているところであります！」

			　皮肉だろうか？　と、ハザマは思ったが、ズグワスラの表情はいたって真面目そうな仏頂面だった。

			「百名ほどの凶悪犯を急遽、戦地に送ることが決定いたしました！　しかし、その凶悪犯の中には、契約魔法で縛ることができない例外的な者が存在します！　護送途中で逃亡などをされたら、衛士隊の沽券に関わります！　聞けば、ハザマ様の一行もこれより出陣なさる予定とか！　つきましてはハザマ様にも、囚人護送の際にご協力していただきたく！　些少で失礼ながら、礼金も用意させていただきました！」

			　なにかと思えば……例のヴァンクレスの対策として、ハザマたちも護送に同道せよ、ということらしかった。

			「どうせおれたちも戦地にいくから、同道すること自体に反対はしませんが」

			　ハザマは、慎重に言葉を選ぶ。

			「おれたち、明日にもここを発つ予定ですよ。そちらの準備は、整っているのでございましょうか？」

			「こちらはいつでも出発できる態勢になっております！　出発時刻は、そちらの予定に合わせます！」

			　いちいち無駄に元気な男だな、と、ハザマは感心した。

			「ええっと……ご用件は、承りました。詳しいことは、そこのゴグスさんと話して決めてください」

			　そういって、ハザマはその衛士を見送った。

			　

			　軽く夕食を済ませたあと、ハザマはゴグスと連れだって外出する。いつもはついて来るリンザも、今回ばかりは置いてきた。面談する相手が、余分な者との接触をひどく嫌っているからだ。

			　だから、当事者であるハザマと紹介者であるゴグスの二人で試作品の提灯を下げ、商会をあとにする。

			「忙しいところ、すいませんねー」

			　ハザマはそう、ゴグスに声をかけた。ゴグスを多忙にしている一因は、ハザマにもあるからだ。

			「いえいえ。わたしは、少し忙しすぎるくらいでちょうどいいのです」

			　そういってゴグスは軽く頭を振った。

			「それに、今の仕事ほどやり甲斐のある仕事も、そうそうありませんしね」

			「楽しそうで、なによりだ」

			　そんな会話をしながら、二人は歩み続ける。

			「本当に、こっちで間違いはないのか？」

			　しばらく歩いたあと、ハザマが訊ねた。

			「だんだん、うらぶれた雰囲気になってきているけど……」

			　どんどん、道が細く、汚くなっている。路上にたむろしている連中の服装もぼろぼろで、全体に荒廃した気配が強くなってきた。

			「ええ、こちらで間違いはありません」

			　ゴグスは、涼しい顔をしてそう答えた。

			「もうすぐ、着きます」

			　

			　さらにしばらく歩いてから、ようやくゴグスは足を止めた。

			「こちらです。しばらくお待ちください」

			　ハザマに対してそう断ってから、足下にうずくまっていた浮浪者に声をかけた。

			「ズワイニの爺さんに会いたいんだが」

			「なんだ。誰かと思えば。しばらく、顔を見なかったようだが？」

			　年齢も性別も判別できないくらいに汚れた格好の人物が顔をあげ、しわがれ声で囁く。

			「ちょいとドン・デラを離れていてね」

			　ゴグスは銅貨を投げ渡した。

			「使いだてして悪いが、よろしく頼むよ」

			「爺さんなら、今時分は釣り糸を垂らしているよ。もっと詳しく知りたいのなら、もう一枚だな」

			　ゴグスは銅貨をもう一枚、放った。

			「すぐそこだ。通りを三ついったところにある運河。ナタタリ橋ってちんけな橋がある。そのたもとにいるはずだ」

			「ありがとよ」

			　ゴグスはハザマを即して歩き出した。

			　

			「……釣れますか？」

			　ナタタリ橋の下に腰掛けていた小さな人影に、ゴグスは声をかける。

			「なんじゃ。あんたか」

			　水面から視線も離さず、その老人は声だけで答える。

			「ここ数日、ずいぶんと派手に動いておるようじゃが」

			「すでに耳に入っておりますか」

			　うなずいて、ゴグスは背後にいたハザマを老人に紹介した。

			「こちらが、新しい主のハザマ氏です」

			「どーも」

			　こんなときにどういう顔をしていいのかわからないハザマは、無難に挨拶をしておいた。

			「ほう、お前さんがの」

			　老人は、チラリとハザマの方に視線を走らせただけで、またすぐに釣り糸が垂れている水面へと顔を戻す。

			「とても二晩で百人からの賞金首を捕まえたようには見えんの。で、何用じゃ？　わざわざここまで来るということは、この老いぼれにそれなりの用事があるということじゃろう」

			「お見通しですか」

			　ゴグスはハザマに目線をやった。

			「爺さん。実は、盗賊を動かしたくてな。それも大勢、数が多ければ多いほどいい」

			「盗賊、か……」

			　老人は、水面を見たまま、ぼんやりと呟く。

			「おぬし、それで、なにをする？」

			「軍の兵糧を奪わせて、買い取る。かなり高めに」

			「軍の……だと？」

			　はじめて、老人はハザマの顔を見据えた。

			「おぬし、それでなんとする」

			「山岳民に売り飛ばす」

			　一瞬、老人は目を見開き、それからしばらく声をあげて笑った。

			「……それはまた、大胆なことを考える男じゃ。愉快愉快」

			「で、繋ぎは、取れるのか？」

			　老人の態度には頓着せず、ハザマは話を先に進めようとする。

			「取れはするが、その前にまず、おぬしの腹のうちをぶちまけて貰いたいかの。その方が、話が早い」

			　

			「ふむ。そういうことか」

			　一通りの説明を聞いた老人は、少し考え込む顔になった。

			「まず最初にいっておく。知り合い連中に話を伝えることはできるが、成功を保証することはできんな。そもそも、噂にあるような盗賊ギルドなぞ、どこにもないのじゃよ」

			「でも、爺さんは顔役なんだろう？」

			「なに。長く生きておる分、それなりに顔が広いというだけのことよ。おぬしの要望を聞く耳を持っていそうな者たちに、伝えることはできる。それ以上のことは保証できん」

			「なるほどな」

			　ハザマも、うなずく。

			　そういえば、ゴグスも「あるといえばある。ないといえばない」とか、いっていた。

			「それで十分だ。早急に、この話を広めてくれ。軍から奪った兵糧を、ハザマ商会なり洞窟衆なりが買い取ると。もちろん、爺さんにも相応の礼は用意する」

			「ただ、盗賊を使うとなると、それなりに危ない橋も渡ることになるぞ。内通や裏切りは、必ずあると思っておった方がええ」

			「とりあえず、この戦争が終わるまで保てればいい」

			　ハザマの側も、別に清廉潔白であるわけではない。最終的には、洞窟衆が軍の輸送隊を襲った分の罪状も、雇った盗賊たちに負って貰うつもりでいるくらいだ。

			「心得ておるのなら、それで結構。わしへの礼は、そうさな。これからのつき合いも考えて、二本に負けておこう」

			「二本？」

			「金貨二百枚ということです」

			　首を傾げたハザマの耳元に、ゴグスが囁く。

			「それって高いの？　安いの？」

			「もろもろの要素を考慮すれば、むしろ安い方かと」

			「あ、そ」

			　一応確認してみたものの、どちらにせよハザマはこの老人を頼るつもりであった。

			「じゃあ、この爺さんに頼むことにしよう。礼金の手配を頼む」

			　ゴグスが紹介してくれたのだから、それなりに頼りになる人物ではあるのだろう。彼を信用できなければ、そもそもこれからの洞窟衆も、まともに動きが取れなくなるのだ。

			「それにしても、おぬし。ハザマといったか。よくもまあ、大胆な真似をしてくれたものよ。一度に百名からの無法者を掃除してくれたおかげで、この町がこの先どうなるか」

			「なんかヤバいんすか？」

			「ヤバいもなにも……ドンめの息子たちは、頼りにしていた連中を一度に失っておるのだ。今頃どこぞに閉じこもって震えていることだろう」

			「へー……」

			　ハザマは、素直に感心してみせる。

			　ハザマ自身がすべての元凶であるわけだが、そのせいでこの町がどうなろうがハザマは関心が持てなかった。

			「用心棒と威圧をかねて、集めていた連中だからのう。一度に防壁を失って、丸裸にされたような気分じゃろうて。昨夜はまだそちらにちょっかいをかける気概も残っていたようだが、今となってはちょいとした刺激で誰が暴発しても不思議ではない情勢じゃ。しばらくは震えて閉じこもっているじゃろうが」

			「ドンさんところの跡目争いも、なかなか熾烈ですな」

			　ハザマは、涼しい顔でそういった。

			　盗賊との連絡方法、荷や報酬などの受け渡し方法など、具体的な詳細に関しては後日、ゴグスを通して詰めることにして貰い、ハザマたちは商会に帰還した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハザマとゴグスが夜中に出かけている頃、リンザ、ハヌン、トエスの三人はハザマ商会の建物内にある一室で、荷物をまとめているところだった。この三人で一室をあてがわれ、ドン・デラに滞在中はこの部屋で寝泊まりをしていたのである。

			　それもどうやら、今夜が最後になりそうだった。この三人も明日には、ハザマに随行する形でここドン・デラを発つ予定なのだ。

			「短い間にいろいろやらされたなあ」

			　荷物をまとめながら、トエスがこぼした。

			「賞金首狩りのことは事前に聞いていたからいいけど、この商会を襲ってくる連中の相手までさせられるとは思わなかった」

			　いいながらもトエスは手を休めていなかった。このドン・デラで調達できた着替えなどはともかく、レザーアーマーという代物はどうしてこうも嵩張るんだろうか。

			「それで肝心のときには、原因を作ったやつがいないし」

			　ハヌンもトエスの言葉に共感し、口を尖らせる。

			「か弱い少女に戦わせておいて、自分は貴族様と一緒においしくお食事をいただきにいっているって、どういう了見よ」

			「で、でも」

			　リンザが慌てて口を挟んだ。

			「何事も慣れだというし、いい予行練習にはなったんじゃない？　これからみんなで戦に出るわけだし」

			　リンザもそのハザマに同行していたから、ここで話題をそらしておかないと、矛先が向けられかねないのだった。

			「それはあるんだよね」

			　トエスがリンザの言葉にうなずいた。

			「犬頭人とかワニとかいろいろ相手にしてきたけど、まともに人間を相手にするのはこれがはじめてだったし。これまではあの男の背中を追いかけていればよかったけど、これから戦に出ると、それもどうなるかわからないし。ぶっつけ本番で戦場に出るよりはここで慣れておいた方が、心の準備ができてかえってよかったかも知れない」

			「あんたは単純でいいわね」

			　トエスの言葉に対して、ハヌンはため息混じりに応じた。

			「なにしろあの男のやることだから。これから戦場に出たとしても、きっと想像できないようなことをやらかして、わたしたちもそれにつき合わされるに違いないんだから」

			「ああ、それは」

			　トエスは素直にうなずいて、ハヌンの言葉を認めた。

			「きっとそうなるよね。今までの経験からいうと」

			　ハザマとは、時と場所を選ばずに、突拍子もない行動をしでかしてきた存在である。その点では、この二人の評価は一致している。二人にとってハザマとは、理不尽と非常識が生きて動いているような存在であった。

			「えっと、あんまり遅くなってもあれだし、早めに体を拭く水を汲んでこようか？」

			　リンザが立ち上がって、そういった。

			「馬車の旅からそのまま戦場に出れば、体を洗う機会も少なくなるだろうし」

			「あ、わたしも手伝うよ」

			　トエスもそういって立ち上がる。

			　

			　桶二杯分の水を井戸から汲んできた二人は、その桶を机の上に置いた。

			　布を水に浸し、上半身の服を脱いで、固く絞った布で体を拭く。

			　ハザマ商会は人の出入りが激しく、その中には元チンピラの奴(ど)隷(れい)とか、商会襲撃に参加していたチンピラなどの柄の良くない連中も含まれているので、迂闊に人目のある場所でこうした無防備な姿を晒すことはできない。結局、三人に与えられたこの部屋で体を洗うのが、一番安心できるのだった。

			　いちいち井戸から水を汲んでここまで運んで来なければならないという煩(はん)雑(ざつ)さはあったが、こうした不便さ自体は三人が住んでいた村とあまり変わらないので、あまり気にしていなかった。

			「こうして毎日体を洗えるのも、これが最後か」

			　しみじみとした口調で、トエスがいった。

			「しっかり洗っておかないとね」

			　リンザがトエスの言葉に応じる。

			「今日は髪も洗うんでしょ？」

			　誰にともなくハヌンが確認をしてきた。

			「もちろん」

			　トエスがすぐにうなずいた。

			「だってここを発ったら、次にまともに体を洗えるのはいつになるのか、わからないわけだし」

			「次は戦場に出て、そのあとはなにをやらされるやら」

			　自分の体を拭った布を桶の水で濯ぎながら、ハヌンがいった。

			「あの男、絶対なにか突拍子のないことをやりはじめるに違いないんだから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゴグスとともにハザマ商会の建物に帰ってきたハザマは、すぐに自分の部屋に入った。明日このドン・デラを出発するということもあり、今日これから消化するべき予定はもうなにもない。

			「やれやれ」

			　そう呟きながら、ハザマは肩掛け鞄の中からバジルの体を取り出して、机の上に置いた。

			　基本的にバジルは、必要がない限り活発に動くことはない。鞄の中に入れておけば鞄の中で、肩に乗せておけば肩の上でじっとしている。なにかを食べるときと、具体的な目的や必要性があるときには活発に動くのだが、それ以外のときは泰然として動かない。

			　人目に立つことを恐れて今日一日鞄の中に押し込めていたのは、あくまでハザマの都合であり、そのことに気が引けていたハザマは、用意していた果物をバジルの前に置く。

			　バジルはすぐに反応してその果物に食らいつき、あっという間に噛み砕いて咀(そ)嚼(しやく)し、嚥下した。瞬時に吸い込んだかのような、素早い動きだった。それを確認してから、ハザマは二個目、三個目の果物を、バジルの前に置いていく。バジルは次々とそれらを平らげていった。
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			「戦争ねえ」

			　ハザマはバジルに餌を与えながら、小さく呟いた。

			「なにやってるんだろうな、おれ」

			　個人として動いている限り、この世界の人間のために戦うという選択をハザマがすることは、まずない。そんな義理はないと、ハザマは考えている。

			　ではなぜ、今これから、わざわざ危険を冒して戦場へ飛び込もうとしているのかというと、結局は洞窟衆という集団を、ハザマが見捨てることができなかったからだ。

			「このままいくと、どんどん面倒な方向にいくはずなんだけどな」

			　バジルに餌を与えながら、ハザマは呟く。

			　ハザマには、自分がどツボに嵌りかけているという自覚があった。この戦争をうまく切り抜けられたとしても、このまま推移すればハザマと洞窟衆は、これまで以上に複雑で、抜け出すのが困難な立場へと追いやられる。そのことは、容易に想像することができた。

			　バジルの能力がある限り、慎重に振る舞えば戦場にいってもさほど危険なことにはならないだろう。と、この時点でハザマは思っていたのだが、その後に自分たちが直面するであろう困難を避ける妙案は、まるで思いつかない。

			　人間、社会の中で生きる以上は、誰かからその立場を承認して貰う必要がある。ハザマが以前していたように、他に他者が存在しない場所でサバイバル生活でもしない限り、つまり他の社会から完全に孤立した生活を送りでもしない限り、そうした社会的な困難さからは逃れられないのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、まず商会の前にズレベスラ家の馬車が到着し、二人分の荷物を降ろして去っていった。着替えや日用品など、いずれも他愛のない物品であったが、カレニライナとクリフへ向けた餞別であるらしい。リンザたちが手分けして荷物を箱馬車に積み込み、カレニライナとクリフも客席に乗せる。

			　続いて、三台の馬車に分乗した囚人たちが到着した。囚人たちは脱走防止のため残らず目立つ囚人服を着せられ、両手を鎖で繋がれている。ハザマの顔を見ると、囚人たちは罵声を飛ばして威(い)嚇(かく)してきた。そのほとんどが、ハザマのおかげでこうして捕らわれているわけであった。

			　当然、恨みは買っていよう。

			　当のハザマ自身は、どのように罵(ののし)られようが、いっこうに堪えた様子を見せなかったが。

			「ハザマ・シゲル様ですね？」

			　馬に乗った衛士が鞭を振るって囚人たちを大人しくさせたあと、そう挨拶してきた。

			「馬上から失礼します。自分は、ガニニラス・ロシャ。今回の護送任務の責任者になります。短いおつきあいになるかと思いますが、よろしくお願いします」

			「ご丁寧に、どうも」

			　ハザマも気持ちよく挨拶した。

			「こちらこそ、よろしくお願いします」

			　ガニニラス・ロシャは若い衛士だった。

			　それだけに融通がきかなさそうだったが、世間ずれしすぎているやつよりは扱いやすい。

			　

			「おい！　大将、大将！」

			　ハザマが箱馬車に乗り込もうとすると、聞き慣れた声に呼び止められた。

			「どうせ行く先は一緒だ。大将からも、こいつを外すようにいってくれよ！」

			「……あのなあ、ヴァンクレス……」

			　ハザマはゆっくりとかぶりを振った。

			「おれにそんなことをする権限があるわけないだろう？　ガニニラス殿にでも頼め」

			　普通に考えれば、あらゆる契約魔法を無効化する能力を持つヴァンクレスは、他の囚人以上に警戒され、厳重に戒められるはずだ。

			「だってよぉ！　今さら逃げようって気なんざ、さらさらないんだぜ、おれ」

			「……相変わらず馬鹿だなあ、お前」

			　ハザマは呆れたような声を出してから、箱馬車に乗り込んだ。

			「お前の馬と装備はそのまま用意してある」

		

	
		
			　

			第十話　斥候隊の憂鬱

			　

			「四日もかかるのかぁ……」

			　ハザマの感覚からいえば、移動のために何日も潰さなければならないというのはいかにも無駄が多すぎるわけなのだが、それがこの世界の標準であるというのなら文句をいっても仕方がない。

			「なんとか、移動を短縮する方法がないもんかなあ」

			　馬車の窓から顔をつきだして、そんなことを呟いてみる。

			「ハザマ様は転移魔法をご存じありませんか？」

			　馬上のガニニラスが、声をかけて来た。

			「聞くところによると魔法使いの中には、瞬時に遠くまで移動する術を使いこなす者がいるとか」

			「その魔法使いってのは、簡単に雇えるもんなのか？　おれ、会ったことがないんだけど」

			　エルシムは、巫女だと名乗っていた。それがこの世界でどのようなステイタスになっているのかハザマはよく知らないが、魔法使いとはまた別種の存在として認知されているのであろう。

			　それに、少し前にファンタルが盗賊の首領をしていた魔法使いを取り逃がしたとかいっていたが、ハザマ自身はそいつの顔を拝んでいない。

			「雇うのは難しいでしょうね。有力な魔法使いは、おおかたどこかの国なり貴族なりに仕えています。そうでない魔法使いも、極端に数が少ない上に気難しい者が多い」

			「なるほどねえー」

			　数が少ない、ということは、礼金やら報酬やらも跳ね上がっているんだろうな、と、ハザマは思う。どうやら魔法使いとかいう人種には、しばらく縁がなさそうだ。

			「商人が使う契約魔法とかと、そういう魔法使いが使う魔法は、違うの？」

			「規模や威力が、ぜんぜん」

			　ガニニラスは、ゆっくりと首を振る。

			「魔法使い以外の者は、自然に偏在する魔力を利用して魔法を使います。魔法使いは、それ以外にも体内に備蓄した魔力を使うといわれています。そうしたことが可能な体質を持ち、複雑な魔法の知識を修めた者のみが有力な魔法使いになれます。まあ、戦場に着けば魔法兵も、いやというほど目撃することができますよ」

			　と、ガニニラスが続ける。

			　

			　宿場町ドン・デラを発ってから、丸一日が経過していた。

			　ガニニラスなどの囚人護送の任務についた衛士たちともそれなりに打ち解けてきている。囚人たちは、ときおり無駄に騒ぎはするものの、反抗する術もなくだいたいは大人しくしていた。つき従っている衛士たちも、馬を走らせる以外はやることがないのであった。そのため、ハザマらともときおり世間話をしていた。

			　移動しながら話すこともあれば、朝晩の食事のおりに会話を交わすこともあった。

			　ちなみに、移動中の囚人たちの食事は朝晩の二回のみとなっている。量もあまり多くはなく、ほとんど必要最低限の栄養しか与えていない。途中で足を止めて時間を無駄にしないため、と説明されていた。

			　ハザマや衛士たちは、馬車の中や馬上で昼間でも携帯食料を口にしている。干し肉や硬く焼いたパンなどだが、困ったことにこれらを食べると口中の水分を吸い取られ、ひどく喉が渇く。保存のために塩分を多くし、水分を飛ばしているためだった。

			　昨夜、ガニニラスから勧められるままに、ハザマは、軍公式のパンをひとつ貰って食べてみた。手のひらのほどの大きさで、五センチくらいの厚さがある。とても硬くて、しばらくくわえて唾液で溶かすか、それとも砕いて飲料に入れてふやかすくらいしか食べようがない代物だった。

			　それが王国軍の公式携帯食料だと知って、ハザマはなんだかとても情けない気分に襲われたものだ。

			　煮炊きできないような逼(ひつ)迫(ぱく)した戦場では、こればかりが兵士に支給されるのだという。

			　朝晩、囚人たちに支給されているのも、この「戦闘食」だけだった。

			「戦争なんざするもんじゃねえ、ってこったな」

			　ぽつりと、ハザマはそんな独り言を漏らす。

			「まったくです」

			　ガニニラスが応じる。

			「ですが、山岳民が攻めてくれば、こちらとしては応じるしかない。そうしないと、蹂(じゆう)躙(りん)されるばかりだ」

			「蹂(じゆう)躙(りん)ねえ」

			　ハザマは呟く。

			「バタハムっていいましたっけ？　その、戦場がある場所は。そこ、そんなに重要な場所なんですか？」

			「場所が重要……というより、あそこには、この緑の街道が続いていますからね。侵入を許してしまうと、国内の奥深くにまで入り込まれてしまいます。だから普段から防備を固めているし、むこうの兵に動きがあれば、国中から兵を集めます」

			「なるほどね。戦略的に重要な場所、ってわけか」

			　緑の街道と国境が接している場所、という事実だけで、ハザマにはその場所の重要性が理解できた。移動効率は、軍事的な優劣にも直接結びつきやすい。

			「あ。こっちはもう、刈り取りが済んでいるんだな」

			　麦畑が、麦の根本だけを残してすっかり刈り取られていた。農夫たちが忙しそうに麦を刈り取って、荷車に載せている。

			「国境に近い場所から、急いで刈り取っているんですよ」

			　ガニニラスが説明してくれる。

			「国境を突破されれば、略奪の対象になるわけですから」

			「ああ、それで。刈り取った端から、運び出すわけか」

			「収穫作業が終わったら、戦闘に参加しない民には避難して貰います。もっとも……」

			　国境を破られたら街道を利用して国の内部まで侵攻されてしまいますので、無駄といえば無駄なんですけどね……と、ガニニラスは続けた。

			　そういえば、宿場町のドン・デラも、少なくとも旧市街の方は城壁に囲まれていた。外敵の侵攻を予測していなければ、あんな構造を採用するわけがないのだ。

			　

			　今回の護送任務で、衛士側が用意した馬車は全部で五台。そのうち三台が囚人を乗せた馬車で、残り二台が水や食料、秣を積んでいる。

			　ハザマたちの方はというと、人を乗せた箱馬車が一台に荷馬車が六台という編成であった。旅の最中に消耗する物資だけではなく、戦場で必要となる物資も合わせて運んでいるので、これだけの荷物となっている。

			　なにより、ここから先は途中で補給できる場所が少なくなるとかで、馬のための水や秣まで運ばなければならないため、どうしても荷が多くなる。まるっきり補給できなくなるというわけではないが、戦地に近づけば近づくほど、それらの物資の値は跳ね上がるそうだ。

			　そのため、このうちの荷馬車は、水や食料などの荷が空になり次第、すぐにドン・デラへと返送する手筈になっていた。

			　ガニニラスは、

			「この人数でこれだけの荷物を運んでいるのは、ずいぶんと豪勢な編成ですね」

			　といっていた。

			　これに対し、ハザマは、

			「なに。うちの兵隊が集まってくるのは、これからのことです」

			　と答えておいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……つまり、命令系統は一本化されていないってことなのか？」

			　カレニライナから王国軍の編成について一通りの説明を聞いたあと、ハザマはそんな感想を漏らした。

			　別にハザマも暇つぶしにばかりだべっているわけではなく、馬車の中でこちらの知識の吸収にも努めているのだ。

			「一本化されていない、といい切るのは語弊があるけど」

			　応じるカレニライナは、少々歯切れが悪い。

			「……各領主様の下に家臣団が編成されていて、それなりに序列はあるし……」

			　カレニライナとて、まだ若干十二歳。祖父や父から薫陶を受けてそれなりの知識は有しているものの、実際に戦場を知っているわけではない。

			「家臣団ねえ」

			　ハザマは、少し考え込む。

			　この辺は、まるっきり中世レベルだな。ろくな通信方法もない場合、現場での判断を優先し、柔軟な対応ができる構造の方がかえって都合がいいのかな……と、そんなことも思った。

			「敵味方の人数は、どれくらいなんだ？」

			「さあ？」

			　ハザマが質問をぶつけてみると、カレニライナは首をひねった。

			「人数といっても……どこからどこまでを、兵として数えていいのやら」

			　馬の世話をする馬丁、貴族につき従う侍従、物資を輸送する者、その他、食事や怪我人の世話をする者など、後方の仕事をする者も、多数必要となる。むしろ、兵士よりもそうした後方を支える人数の方が、よほど多い。

			　戦場に集まるのは、別に直接戦闘に参加する者だけではないのだ。

			「じゃあ、その領主様ってやつらは、この国にはどれくらいいるんだ？」

			「国王様から半ば自治を任されている大領主様が八家、それ以外の小領主様は八十七家だったと思います。最近、廃絶とか改易がなされていたようでしたら、小領主様の数も多少の増減はあるかも知れません」

			「その全部が今回の戦場に兵を出しているの？」

			「いえ。それでは他の国境が手薄くなってしまいます。これまでの例ですと、対山岳民戦の際に動員される大領主様は三家です。その他の小領主様方は、こぞって参戦をなさると思いますが……」

			　小領主にとって、戦争は軍功を立てて自分の家を盛り立てるための、大きな機会でもあるのだ。多少の無理をしてでも兵を出そうとする。

			「カレンやクリフの家も、その小領主ってことになるのか？」

			「いえ。その……領地を持たないので、さらにその下かと」

			「……貴族といっても、称号だけなのね」

			「失敬な！　国王様よりちゃんと年金もいただいております！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　衛士の護送隊に合わせて進んでいるので、ドン・デラに向かったときよりはかなりゆったりとした進行となっている。事故を避けるために、移動をするのは日が昇ってから沈むまで、明るい間だけだ。日が沈んでしまったら、馬の足を止めてすぐに野営の準備に移る。

			　かなり余裕を持って荷を整えてきたので、ハザマはガニニラスに断りを入れて、衛士と囚人たちに食料を差し入れることにした。全員に行き渡らせれば一食につき干し肉一切れとか、そんな量しか配分できなかったが、それでもハザマたちに対する衛士や囚人たちの心証は、かなりよくなったような気がする。

			　夕食のとき、囚人たちに所望されて、火を囲みながらクリフやヴァンクレスが、ハザマとの決闘を大げさに実演してくれるのには、少々閉口したものだが。

			　ヴァンクレスはかなり派手に活躍しており、囚人たちの中でも一番多額の賞金がかけられていた。そのヴァンクレスが、どのようにして捕まったのか、他の囚人たちも興味が掻き立てられるところだった。

			　

			　変化が起こったのは、ドン・デラを発ってから三日目のことだった。

			　その間、ハザマが引いてきた荷馬車は二台が返送され、四台に減っている。

			「追いついたぞ、ハザマ」

			　馬に乗ったエルフが、箱馬車に乗っているハザマに向かって、そう挨拶をした。

			「おお。ファンタルさんか。ってことは、あっちは順調にいっているんだな？」

			「ああ。森での商いは、順調に滑り出した、というところだな」

			　山岳民との、密貿易のことである。

			「買いつけを増やす件は？」

			「外注がいきなり増えたもので少々混乱はしたが、今は持ち直している。荷は、飛躍的に増えることになろう」

			　ドン・デラの顔役を通して盗賊を使役する件も、それなりにうまく機能しているらしい。

			「森の中も落ち着いてきたから、直にエルシムもこちらに合流してくるということだ」

			「森を留守にしても大丈夫なのか？」

			「他のエルフも、女たちもいる。すべては洞窟でやってきたことを規模を大きくして繰り返しているだけだし、今回は前に比べて物資面での援護も行き届いている。心配するまでもなかろう」

			　エルシムやファンタルがそのように判断をするのならば、ハザマもそれを信じることにした。

			「……ん？」

			「どうしました？」

			　ふと、ファンタルが視線をあげて、いぶかしげな表情になった。

			「あれは……」

			「え？」

			　ハザマは、箱馬車の窓から顔を出して、ファンタルが指さす方向を見る。

			　黒い点が三つ、飛んでいる。

			　それは、どんどん大きくなっているような。

			「あれは、鳥、ですか？　それにしては、大きい……いや、大きすぎるような……」

			「馬鹿！」

			　ファンタルが、叫んだ。

			「あれは山岳民の飛竜隊だ！　ここは、隠れる場所がない！　いい的になるぞ！」
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			◆　◆　◆

			　

			　一口に飛竜といっても、実際にはいくつかの種類がある。

			　アブロム隊の三名が乗用しているのは、小飛竜と呼ばれる飛竜の中でも一番小さな種類であった。これは、飛竜というのは名ばかり、ほとんど鳥である。ただし、羽根は生えていない。

			　長い両翼には鱗(うろこ)に覆われた薄い膜が張ってあり、ここに風を受けて滑空する。たいていは、崖の上から飛び降りて、上昇気流を捕まえて飛ぶ。

			　羽ばたくということも、ほとんどしない。

			　そんな様子であるから、人を乗せて飛ぶことはできても、自由自在に飛び回る、というわけにはいかなかった。

			　小飛竜にできるのは、あくまで「滑空」であって「飛翔」ではないのだ。

			　

			「……おーい！」

			　山岳民連合軍所属アブロム隊のズニエラが、僚竜に声をかけた。

			　アブロムが乗る小竜まで、五十メートル強の距離があった。が、大声を出せば、声は届く。

			　アブロムが顔をこちらに向けたことを確認し、ズニエラは大仰な仕草で下を指さした。

			　アブロムだけではなく、ニブロスもズニエラが指さした方向に顔を向ける。

			　遙か下方の地面に、一列に並んだ馬車が走っていた。異様なのは……そのうちいくつかの平馬車の上に、粗末な衣服を着た男たちがすし詰めになっていることだ。

			　この斥(せっ)候(こう)隊(たい)の隊長であるアブロムが、手真似で高度を下げるよう、指示を飛ばす。

			　ズニエラもニブロスも、すぐに手綱を操作して高度を下げはじめた。

			　

			　今回のような斥候に出るときは、最低三竜編隊で出撃することになっている。

			　機動力に欠ける小飛竜が役に立つのは、もっぱらこうした斥候任務であった。

			　ここ数日、王国軍の軍需物資がまともに届かなくなっているという情報を掴んだ山岳民連合は、その原因を探るべく、幾組も斥候部隊を飛ばしている。

			　アブロム隊も、その一つであった。

			　

			「囚人を護送する馬車か」

			　何十人もの人間が、平馬車にすし詰めになっている。高度を下げると、重そうな馬車が、いくつも続いているのが確認できた。その前後に箱馬車や荷馬車が何台も続いているのだが、目的地を同じくする馬車が隊列を組んで移動すること自体はさほど珍しいことでもないので、別段不思議には思わなかった。

			　隊長のアブロムが、左右のズニエラとニブロスに手信号を送る。

			　……右に旋回せよ。

			　小飛竜は、急激に方向を変えたりできるほど、器用な竜ではない。無理に速度や進路を変えようとすると、すぐに失速して落下してしまう。もちろん、空中の一点で静止する、などという芸当も無理なので、詳しく観察したい物を地上に見つけたら大きく旋回して見直すしかなかった。

			　もちろんその際には、弓矢などの遠距離用の武器を警戒して十分な高度を保持することが鉄則なのであるが、対象を間近に観察するためにはそれなりに高度を下げなければならない。急制動を苦手とする小飛竜を、観察対象を細かく検分できる位置まで高度を下げ、移動中の対象を追うというのは、それなりに高度な技術を必要としていた。

			　アブロム隊の三竜は、隊長を先頭に、少し下がった左右にズニエラとニブロスを従えた編隊形を崩さないまま、ゆっくりと右に旋回して囚人が乗せられた馬車を追う。

			　ゆっくりと旋回し、視界に再び囚人が乗る馬車が入ってきたところで、アブロム隊を、異変が襲った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……プテラノドンだ」

			　馬車の窓から顔だけを出したハザマが、空を見上げてそう呟く。

			「プテ……なんだって？　あれは、山岳民の飛竜隊だ」

			　ファンタルが、ハザマにいい返す。

			「攻撃してくんの？」

			「あれに魔法兵でも乗っていれば、可能ではあるが、偵察目的のものと考えてよかろう」

			「ふーん……」

			　ハザマは、面白くなさそうな顔をして鼻を鳴らした。

			「武器とか、積んでないんだ」

			「武器だって？　そんな重い物を積んだら、まともに飛べやしない。乗り手だって、体が小さくて体重が軽い者から選ぶくらいだ」

			「なるほどねー。あ、ぐるっと回った」

			　ハザマやファンタルたちが見守る中、一度頭上を通過した飛竜隊は、編隊形を崩すことなく大きく旋回をはじめる。

			「引き返してくるってことは、こっちに興味を持ったってことかな？」

			「多分な」

			「あ。結構、高度を下げて来てる。これなら……」

			　いうが早いか、ハザマは窓から身を乗り出して馬車の屋根に手をかけ、そのまま箱馬車の屋上へと降りたった。そのままハザマは、箱馬車の屋上で四つん這いになり、頭だけを下げて窓から馬車の中に声をかける。

			「おい、リンザ。バジルが入った鞄、取ってくれ」

			「はい」

			　リンザは、座席に放置していたハザマの肩掛け鞄を素直に手渡した。

			「今度はなにをするつもりですか？」

			「あれを、落とす」

			　ハザマは、ゆっくりとこちらに近寄ってくる三つの点を指さす。

			「バジルの餌にちょうどいい」

			「……落とすって、どうやって？」

			　馬上のファンタルが、疑問の声をあげた。

			「バジルを投げる」

			　ハザマの答えは簡単にして明(めい)瞭(りよう)だった。

			　肩掛け鞄の紐(ひも)を握り、ぶんぶんぶん、とバジルを入れたままの鞄を何度も回転させる。

			　そして……飛竜隊が近づいてくるところを見計らい、十分に勢いをつけたバジル入りの鞄を空高くに放り投げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ズニエラ！　高度を落としすぎだ！」

			　アブロム隊長の声が遠くから聞こえる。

			　ズニエラは反射的に手綱を起こし、飛竜の姿勢を制御して高度をあげようとした。

			　まさにそのとき。

			『……なんだ？』

			　手綱を握るズニエラの手が、思うように動かなくなった。

			　いや。

			　手、だけではない。

			　足も腰も、体全体が、自分の意思を無視して動かせないということに、気がついた。

			　それどころか、声も出せない。瞬きさえできない。

			『なんだ……これは……』

			　身動きが封じられたズニエラは、すっかり恐慌に襲われている。

			　小飛竜を上昇させかけていたズニエラの竜は、そのまま緩やかな螺旋を描いて上へ上へと昇っていく。

			　アブロム隊長とニブロスは、ズニエラとは反対に緩やかな俯角で降下をしているところだった。

			　まだ高度差がでてくるほどの影響はないが、このままでいけば二人が乗る竜はズニエラの視界から消えていくことだろう。

			　瞬きが封じられたズニエラの視界の隅に、竜を御する様子が見られないアブロム隊長とニブロスの姿が見える。

			　あの二人は、なぜ動かないのか……と、ズニエラは思ったが、すぐに今の自分と同じように、あの二人も動きを封じられている可能性に思いあたった。

			　ズニエラたち人間だけでなく、三人が乗っていた竜さえピクリとも動かない。

			　今、アブロム隊の小飛竜は、三体とも風に乗って流されているだけの状態だった。

			　硬直状態がこのまま続けば、いずれ、地面に激突するな……と、ズニエラは他人事のように考えた。何しろ、御者である自分だけではなく飛竜までもが、硬直しているのだ。ちょいとした気流の変化が命取りになりかねない。

			　そしてその瞬間は、上へ向かっている自分よりも、下に向かっているアブロム隊長とニブロスの方が早く訪れるに違いない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……落ちてこないな、鞄」

			「うまいこと、どこかに引っかかったかな？」

			　ファンタルとハザマは、そんな呑気な会話を交わしていた。

			「プテラノドンのうち二つが、下降。一つが上昇してる。どれも、大きく旋回しているが……」

			「このままいくと、落ちるな。少し、時間はかかるかも知れないが」

			「おーい、馬車を止めろ！」

			　ハザマが、箱馬車の屋根の上に立ち上がって、大声を出した。

			「落ちてきた竜を回収する！」

			　まず、ハザマたちが乗る箱馬車が停止し、次いで、前後にいたハザマ商会の荷馬車が止まった。最後に、囚人たちを乗せた衛士の馬車が停止する。

			「なにかありましたか？」

			　護送任務の責任者である、ガニニラスが乗る馬が近づいてきて、ハザマに問いかけた。

			「あれ」

			　ハザマは、ゆっくりと弧を描いて下降している最中の竜、二体を指さした。

			「山岳民の、斥候だそうです。あれを回収してから進みましょう」

			「なるほど。承知しました」

			　ガニニラスは一瞬難しい顔をしたが、すぐに気を取り直して護送隊に命令をした。

			「全員、これよりこの場に待機する！　山岳民の斥候を、ハザマ殿が捕らえるようだ！」

			　ガニニラス率いる囚人の護送隊。その中のヴァンクレスは、ハザマしか安全に護送することができない。そのハザマが停止するというのなら、護送隊もその都合に合わせなければ任務が全うできないのだから、否も応もない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アブロム隊長は自分が乗る飛竜が生きながら貪り食われる光景を目の当たりにしていた。目を瞑ることも逸らすことも許されていないのだ。見続けるしかなかった。

			　飛竜に取りついたのは、見たところ小さな動物のようだった。硬直している飛竜の鼻先をたどって、今では口の中に入り込んでいる。ぴちゃぴちゃという水音と鮮血の飛沫が絶えずこちらに飛んできているので、飛竜の口内が貪られているのだな、と予想がついた。

			　なにしろ、飛んでくる血飛沫の量が尋常ではない。

			　遠からず、アブロム隊長の愛竜は地面に激突する前に絶命するだろう。

			　口の中から喉を経て内臓にいこうが、逆に頭部に向かって脳内を食い荒らそうが、いずれにしても飛竜にとっては致命傷となる。

			　遠目でよく確認できないのだが、飛竜の鼻先に、鞄のような布切れが引っかかっている。おそらく、その鞄の中に入ったまま、飛竜がいるこの上空まで放り投げられてきたのだろう。地上からそこまでの距離を考えると、それを投げた者は人間離れした膂力を持っていることになる。それよりも気になるのは、アブロム隊長や飛竜の硬直がその小動物に由来しているのかどうか、だった。

			　まさか、空中を伝わる麻痺毒があるとも思えないが……可能性が、まるでないわけでもない。

			　そこまで考えてから、アブロム隊長は自(じ)嘲(ちよう)する。

			　もうすぐ確実に死ぬっていうのにそんなことを考えて、いったいどうしようというのか。

			　なにしろ、今、アブロム隊長は墜落している最中だ。

			　ゆっくりと旋回しながらの落下だから、地面と激突するまでの時間は多少、かかるであろうが、硬直したままでは、どうにも対処のしようがない。

			　特に山岳部では急激な気流の変化が頻(ひん)繁(ぱん)にあるため、墜死の可能性については覚悟していたのだが……よりにもよって、こんなにわけのわからない死に方をするとはな、とアブロム隊長は自分の死に様を呪った。

			　せめて、直接の死因となるこの硬直化現象の原因を把握し、友軍に届けたかった。ニブロスとズニエラはこの危難をうまく逃れることができたであろうか？　三竜編隊で先頭を飛んでいたアブロム隊長は、他の二竜の動向を把握できていなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ。落ちた」

			　旋回する飛竜の動きに合わせて目線を左右に動かしていたハザマは、間の抜けた声を出した。

			「あちゃあー。地面を派手に転がっちゃって。こりゃ、乗っている人も……」

			「おそらく、助からないとは思うが」

			　ファンタルが、言葉のあとを引き取る。

			「一応、様子を見に行ってくる」

			　そして、馬首を返して飛竜が落下した地点へと駆けだした。

			「さて、もう一つのプテラノドンは、っと……あ。落ちた」

			　今度は、地面を派手に転がるということはなく、先に手羽先が地面に着いたため、しばらく横方向に回転してから、ようやく停止した。その途中で乗っていた人間が飛ばされたように見えたが、直接地面に激突するよりはダメージが小さかったはずだ。

			　ここが刈り取りが終わったあとの麦畑でよかったな、と、ハザマは思った。岩がむき出しになった地面とか森林だったら、もっと大惨事になっていたはずだ。

			「おい！　落ちたやつを拾いにいくぞ！」

			　ハザマは馬車の中に声をかけて、自らも馬車の上から地面に降りる。

			　

			　ファンタルが駆けつけたとき、その飛竜の乗員はすでに虫の息だった。何度も飛竜ごと転げ回り、その体重で地面に押しつぶされたのだから無理もない。むしろ、まだ意識を保っていることが奇跡的であった。

			「いい残すことはないか？」

			　上体を抱き上げてファンタルが声をかけると、その乗員は肺に入った血を盛大に吐きだし、それからゆっくりとしゃべりはじめる。

			「……なぜ……落ちた。われわれ……仲間に……その原因を……」

			　そこまでしゃべってから、その乗員、アブロム隊長はもう一度喀血し、今度は永遠に目を閉じる。

			　

			「担架を持ってついて来い。それから薬と包帯も用意しておけ」

			　ハザマは馬車の中にそう声をかけ、駆け出す。

			　最初に墜落した竜については、馬で先行したファンタルに任せておけば間違いはないだろう。

			　二番目に墜落してきた飛竜乗りは、途中で竜から投げ出されていた。おそらく無事では済まないだろうが、もし生きているのならば情報を収集したいところだった。二番目の竜の落下現場へ向けて走りながら、ハザマは、周囲に目を走らせて投げ出された飛竜乗りを探す。

			　だいたいの方角はわかっているのだが……いた。

			　走る速度をあげ、ハザマは地面に伏せている飛竜乗りへと向かう。

			　

			　足を止めたハザマは、軽く眉をひそめた。手足が、通常ならばあり得ない方向に曲がっている。

			　意外なことに、出血は、さほどひどくはないようだ。せいぜい、手足についた擦り傷くらいか。

			　内臓が傷ついていないとなれば、助かる可能性も、大きくなるな。

			　と、ハザマは思った。

			　出血がなくとも頭部を強打していれば致命傷となりうるのだが、外から見ただけでは、そこまでの判断はできない。

			　ハザマはその飛竜乗りの肩に手をかけ、仰向けの姿勢に寝かせ直す。

			　それから、ねじ曲がった手足を、本来あるべき位置に直した。

			　その際に曲がっている部分をさわった感触だと、左の大腿骨はきれいに折れ、右肩は脱臼しているようだった。

			　骨接ぎの技能など持たないハザマには、どうすることもできない。

			「あとは……」

			　革製の帽子をむしり取り、胸のボタンをいくつかはずして楽に呼吸をできるようにした。

			　あどけない顔立ちの少年だった。

			　

			「そっちはどうだ？」

			　いつの間に来たのか、馬に乗ったままのファンタルが声をかけてきた。

			「まだ生きているけど、重傷だ。おれにはなにもできない」

			「どれ、見せてみろ」

			　そういって、ファンタルは馬から降りた。

			「もう一人は？」

			　今、ファンタルがここにいるということは……と思いながらも、一応、ハザマは訊ねてみる。

			「駄目だな」

			　ファンタルは、短く答えた。

			「そうか」

			　ハザマとしても、短くうなずくしかない。

			「意識は……戻っていないか。腿のこれは、添え木が必要だ。肩は、今すぐ填めるか。ハザマ。上体を起こして、支えていてくれ」

			「お、おう」

			　ハザマはファンタルにいわれた通りにその飛竜乗りの上体を起こし、左肩に手をかけて背中を支えた。

			「暴れるかも知れないから、もっとしっかり持ってろ」

			「はいよ」

			　ハザマは、両手で肩を持ち直し、がっしりと掴む。

			「いくぞ……。せいっ！」

			　ファンタルは飛竜乗りの上腕部を両手で掴み、少し揺らしたあとに一息に肩を填めた。

			　肩から、濁音が響く。

			「……ぐっ！」

			　と、うめき声をあげて、飛竜乗りが目を見開く。

			「目がさめたか？」

			　ファンタルが、声をかけた。

			「あんた、今の自分の状態がわかるか？」

			「あ……ああ。おれは……」

			　軽く頭を振ってから、その飛竜乗りは周囲を見渡す。

			「……そうか。落ちたのか……」

			「ああ。落ちた。もう一人、先に落ちた者は助からなかった。仲間に、つまりお前に、こうなった原因を探れといい残してな」

			「そうか。隊長が……」

			　ぼんやりと、飛竜乗りが呟く。

			「ところで、頭を強く打った記憶はあるか？　それと、痛いところは？」

			「頭を打ったおぼえはない。気を失ってからのことはわからないが。痛いところは……体中だ。むしろ、痛くないところがない」

			「結構だ。ハザマ、こいつは生かしておくつもりなんだろう？」

			「当然だな」

			　ハザマは即答する。

			「殺す理由もない。このまま捕虜として養生してもらおう。詳しいことは、怪我を治療してからだな」

			　このときになって、ようやく担架や医療品を持ったリンザたちが到着した。

			　

			　担架を解体して、折れた太腿にあてる添え木にした。

			「残りの棒も取っておけ。あとで松葉杖に作り直す」

			　ファンタルが、そう指示をする。

			「折れた大腿骨を引っ張って、本来あった場所に戻す。痛いとは思うが少々我慢しろ」

			　そう、ニブロスに告げる。

			　その飛竜乗りはファンタルやハザマにニブロスと名乗っていた。

			「ああ。やってくれ」

			「舌を噛まないように、布かなにかを強く噛んでいた方がいい」

			「これを」

			　リンザが担架を構成していた布地を素早く短刀で裂いて、ニブロスに渡した。

			　

			「捕虜の治療に関しては、こっちに任せておくことにして……」

			　そうした光景に背を向け、ハザマは残った者たちに告げる。

			「おれたちは、墜落した竜の死体を回収する。これから、バーベキューパーティだ」

			　殺した以上、無駄にはしないというのが、自然の摂理だ。

			「ハザマ！」

			　ファンタルが、顔もあげずに声をかけて来る。

			「例のトカゲもどき、先に落ちた竜に取りついていたぞ！」

			「わかった」

			　ハザマは、片手をあげてそれに答えた。

			　

			「頭と胴体、それに尻尾はバジルに食わせるとして、手羽先と腿くらいはこっちでいただくか」

			　ハザマはそういってナイフを手にした。

			「翼の部分、鞣(なめ)して売れませんかね？」

			　ハヌンが、そんなことをいう。

			「ああ、いいぞ。かなりズダボロになっているけど、やれるだけやってみろ。利用できるもんは残さず利用しろ」

			「脳みそがあると、うまく鞣せるんですが」

			「こっちのは、おおかたバジルがたいらげているな。もう一体の方をあたってくれ」

			　そのバジルは、飛竜の頭部をおおかた骨にし終わって、今は頸部にかじりついている。

			「おい！　クリフ！　突っ立ってないで解体してみろ！　血に慣れておかないと、立派な貴族になれねーぞ！」

			「は、はい！」

			　ハザマが一喝すると、クリフは慌てて自分のナイフを取り出して、竜の肉に突き立てようとする。

			「あんまり勢いよく刃を立てると、血が飛んでくるからな。刃を入れる角度とか、慎重に考えながら」

			「は、はい。じゃあ、下から……」

			「お頭ぁ！　こっちの飛竜乗りは！」

			　元盗賊の奴(ど)隷(れい)から、声をかけられる。

			「装備だけ剥がして、あとは丁重に弔え。こっちだって別に恨みがあって殺したわけじゃあねぇ。あとで生き残りに、山岳民の弔い方を訊いておかなけりゃなあ。面倒な儀式とかないといいんだけど」

			　後半は、独り言になっていた。

			　

			　手が空いている者全員で、飛竜の体を解体していく。

			　飛竜は翼を左右に広げると優に十メートルを超える大きさであったから、もう少し苦労するかと思ったが、案に相違して肉が少ない。腿の部分と手羽先を合わせて、ようやく人間の大人に匹敵する程度の重さになるかならないか、といった感触だった。骨はどうやら中空構造になっているらしく、見た目よりもずっと軽かった。あまり重くても飛ぶのに苦労するだろうからな、と、ハザマは一人で納得する。

			　血を落としながら肉をばらし、切り落としたものから順に起こさせておいた火の近くに運ばせた。囚人たちやその護送に携わる者たちも含めて、この場にいるすべての人間に肉を振る舞うつもりだった。これは別にご機嫌を取るためではなく、荷物を軽くするためだ。

			　衛士たちも、肉の調理を手伝ってくれた。囚人たちは、思いがけず肉料理をあてがわれ、歓声をあげて喜んだ。捕らえられてからこのかた、最低限の食事しか与えられていないことを考えれば、その反応も無理はない。

			　ハヌン、トエス、リンザたちは奴(ど)隷(れい)たちに指示をして、飛竜の皮を鞣す作業を行っている。以前、大量の木登りワニを相手に同様の作業を行った経験があるので、なかなか手慣れていた。

			　乾燥させる作業は、移動しながら荷馬車の上で行うことになるだろう。

			　

			「これが、もう一人の飛竜乗りか」

			　ハザマは、担架に乗せて運ばせた死体を、ニブロスに示した。

			「あんたらは、死者を弔うときに面倒な儀式を必要とするのか？」

			「いいや」

			　ニブロスは、しばらくその死体の顔を凝視していたが、すぐになにかを振り払うように首を左右に振った。

			「どこか、適当なところに埋めてくれ。戦場に出た以上、いつかはこうなることを覚悟している身だ」

			「そうか」

			　ハザマも、素っ気なくうなずくだけだった。

			「ここいらは、他人の地所だ。勝手に埋めるわけにもいかないから、戦場まで運ぶ。そこなら、死体の埋め場所に困ることはないだろう」

			　笑えない冗談だ、と、ハザマは思った。

			「そうだな」

			　ニブロスは、意外に真面目な顔をしてうなずく。

			　

			「馬車が来るぜ！」

			　声をかけられ、ハザマは跳ね起きて街道に立つ。

			「戦場からか？」

			「いや、ドン・デラの方だ！」

			「なんだ。うちの馬車じゃないか」

			　近づいてくる馬車は、特徴のあるシルエットをしていた。幌つきの馬車は、今の時点ではハザマ商会しか所有していない。

			　

			「実際に顔を合わせるのは久々になるな、お前様よ」

			「や、はは。来たよー、ハザマくん」

			　真っ先に挨拶してきたのは、エルシムとムムリム、二人のエルフだった。

			「どうも、ご苦労さんです」

			　とりあえずハザマは、頭を下げておく。

			「ちょうど今、飛竜を落としたところでして、よかったらその肉を食べていってください」

			「それはいいな。今回は、人も多く積んできた」

			「女たちですか？」

			「女も男もだな。例の狩りで、人手が余っている。余るくらいなら、こちらで有効に活用した方がいい」

			「なるほど」

			　ハザマは、うなずく。

			「でも……バレませんかね？」

			「面が割れそうにない者を選んできた」

			「了解しました。戦場に入る前に、その人たちにも肉を食わせてやってください」

			「ねーねー、ハザマくん」

			　エルシムとの会話を遮(さえぎ)るように、ムムリムという丸顔のエルフが身を乗り出した。

			「なんかヒトの血の匂いがするんだけど、近くに怪我人とかいるのかな？　かなかな？」

			「ええっと、飛竜乗りを一人、捕虜にしていまして。そいつが、結構重体です。ファンタルさんが応急処置をしてくれましたから、大事には至らないと思いますが」

			「おおー！　そうかいそうかい！　そいつは幸先がいい！　いや、残念なことだ！　まことに遺憾だ！　遺憾の極みだ！　……どれ、ちょっと診させておくれ」

			　ハザマの返事も聞かずに、ムムリムは飛ぶような勢いで去っていった。

			「……あれ」

			　ハザマが、ムムリムが去っていった方を指さしてエルシムに訊ねる。

			「放っておけ。あれで、ムムリムは優秀な治療魔法の使い手だ。医術の心得もある」

			「はぁ。お医者さんでしたか」

			　ハザマがそう呟いたとき、

			「……うがぁああぁぁっ！」

			　というニブロスの悲鳴が聞こえてきた。

			「前にいったことがあるだろう。回復魔法は存在するが、滅多なことでは使わない方がよい、と」

			　回復魔法をかけられた者は、この世のものとは思えない苦痛を経験するという。

			「……戦場では、身の安全に気をつけます」

			「賢明な判断だ」

			　エルシムとハザマは、もっともらしい顔をしてうなずきあった。

			　

			「まあ、これを食いな」

			　しばらく経ってから、ハザマはニブロスの前に焼きたての骨つき肉を差し出した。

			「あんたが乗っていた竜の肉だ。供養になるだろう」

			「ありがたくいただこう」

			　ニブロスはハザマの手から焼いた骨つき肉を受けとり、かぶりつく。

			「それで、なにが聞きたい？」

			　肉を咀(そ)嚼(しやく)しながら、ニブロスはハザマに問いかけた。

			「あんた、自分の身代金を払ってくれそうな知り合いはいるのか？」

			「いないな。残念ながら」

			　ニブロスは首を振った。

			「おれの部族は、山岳民の中でも貧しいことで有名なんだ」

			「そうか。なら、いい」

			「それだけか？」

			「他のことを聞いても、話してくれそうにないしな」

			　今度は、ハザマの方が首を振る。

			「もう一人の飛竜乗りは、息を引き取る直前まで、こちらの事情を気にしていたそうだ。そいつの仲間から無理になにかを聞き出しても、信用なんかできるわけがない。おれがあんたの立場なら、ここぞとばかりに嘘っぱちをならべて混乱させるからな」

			「そうか」

			　ニブロスは難しい顔をして、うなずいた。

			「この身に治療を施してくれたことには、礼をいう」

			「別にいいさ。あんたの利用法はこれからゆっくりと考える。今は体を治すことに専念してくれ」

			　

			「やって来た斥候隊は三竜編成。落とした飛竜は、二体」

			　炙った飛竜の肉を噛み切りながら、エルシムがいった。

			「……一体取り逃がしている勘定になるが、いいのか？」

			「こればかりは仕方がない」

			　ハザマは、即答する。

			「別に爆撃してくるわけじゃなく、単なる偵察隊だって話だし、こっちには追いかける方法もないし。空の上から観察されて困るような事情はこっちにもないし。あっ」

			「どうした？」

			「そういや、残りの一体、いつの間にか姿が見えなくなったな。硬直が解けて、慌てて帰っていったのか」

			　火を囲んでの、会話であった。手分けして飛竜の解体をしたり、調理をしたりしているうちに日が落ちたので、囚人の護送隊ともども、このままここで野営の準備をはじめている。友軍の野営地まで、馬でもう一日くらいいけば到着するところまで来ているのだ。焦る必要もない。

			「別に構わぬのであろう、お前様よ」

			　エルシムの目が、半眼になる。

			「まあ、構わないんだけどな。……たぶん」

			　そううそぶくハザマの肩には、二体分の飛竜の頭部と胴体をきれいにたいらげたバジルがしがみついている。いつもバジルを入れていた肩掛け鞄が破損したため、今はこうして直に持ち運ぶしかなかった。多少不便ではあるが、これから向かう戦場は、宿場町ドン・デラのような人口密集地ではない。いや、人は多いかも知れないが、誰もバジルのことを詮索してくるほど暇ではないであろう戦地である。

			　このまましばらく、裸のまま持ち歩いていても、大きな支障はあるまい、とハザマは判断している。

			「今回の便で運んできたのは、まずは、人だな。男女合わせてとりあえず三十名。それから、天幕用の布地、各種医薬品、包帯や担架などの医療用品、製粉した麦の袋が百袋、弓が百張りに、矢が五千本、それに……ドワーフの手による刀剣類が、とりあえず、五十振り」

			「取引は、順調なのか？」

			「多少、問題は発生しているがな。まずまず、うまくいっている方だろう」

			「問題ってのは？」

			「なに、ちょっとな。現金や武器で支払ってくれる分にはいいのだが、家畜や作物、毛織物、奴(ど)隷(れい)などで支払いたいと希望する者が予想外に多くてな。難儀している」

			「奴(ど)隷(れい)はなんとなくわかるが、家畜や作物もあるのか？」

			「やつらにとっては、それも重要な財物であるということでな。物々交換は珍しくはないそうだ」

			「食糧はいくらあっても困らんしなあ。で、それのなにが、問題なんだ？」

			「値段が、な。珍しい物に関しては、相場の判断が難しく、ゴグスやタマルの商人勢と連絡を取って適切な値を判定するのが一苦労で、なかなか時間がかかっておるようだ。おかげさまで、交換所はここのところ、ずいぶんと賑やかなことになっている」

			「仕入れの調子は？」

			「新たに多数の仕入れ人が参入してくれたんだが」

			　ドン・デラにいた老人の口利きで、軍の物資を略奪してくれる、盗賊たちのことだ。

			「こちらが報酬を用意する限りにおいては、よく働いてくれる。全幅の信頼を寄せるつもりはないが、それはむこうにしてみても似たようなものであろう」

			　この盗賊たちに関しては、必要以上にこちらにすり寄ってくる者たちと、その逆に隙あらばこちらを出し抜こうとする者たちとに、二分されるそうだ。このうち前者は他にしようがなく盗賊に身をやつしている者たちであり、後者は盗賊を天職と心得て他の生き方を選択しようとはしない連中であろう、と、エルシムは説明した。

			「しばらく様子を見て、取り込める連中は取り込んではどうか、という意見が現場から出ている」

			「ああ、もう。好きにしてくれ」

			　ハザマは、投げやりにそういった。森中の犬頭人の巣を襲い、犬頭人に捕らわれている女たちごと引き取りはじめた時点で、洞窟衆の規模に関して思い悩むことはやめてしまっていた。

			「今の時点では、集荷作業が順調にいっているんなら、それでいい」

			　集荷作業とは、いうまでもなく軍の輸送隊を襲撃する略奪行為の意味である。

			「集荷作業は、今のところ順調すぎるほどだな。こんなに簡単でいいのかと問いただしたくなるほどだ」

			　無数の使い魔による監視下、肌(き)理(め)の細かい情報提供などのサポートを行った上での略奪行為である。むしろ、失敗する方が難しい。

			「手強そうな大規模隊の相手は威勢のいいやつらに任せて、こちらは小規模なやつらを相手に数をこなすことにしている。新規勢力の参入で集荷作業の効率は、従来のおよそ三倍以上に跳ね上がった」

			「ってことはボチボチ、戦地で食料が足りなくなりはじめるな」

			　ハザマは、聞き返す。

			「そのはずであるが、なにぶん、戦地までは監視網を延ばしていないのでな。確実なことは断言できん」

			　エルシムはそういったあと、

			「次回以降の便で、食料や医薬品をはじめとする物資を、戦地に送る手筈となっている」

			　と、つけ加えた。

			「売るのか？」

			「飛ぶように売れるさ。どれも不足しているだろうからな。金にもなるし、国内の有力諸侯に恩も売れる。それと、これも、ゴグスから預かってきたぞ。なんだ？　この模様は？　ずいぶんと多く用意させたようだが」

			　エルシムはそういって、ある旗を広げる。

			「そいつは赤十字といってな。おれの郷里では、医療所の旗印になっている模様だ。その旗の下では、敵だろうが味方だろうが、傷ついた者はすべて受け入れて治療することになっている」

			「お前様よ。その赤十字というやつを、こちらでも開くつもりか？」

			「どうせ、捕らえた敵も財産になるんだろう？　手が届く範囲にいるやつなら、敵だろうが味方だろうが、助けてやろうじゃないか」

			　エルシムは「どこまで本気でいっているのだ、この男は」とでもいいたげな表情を浮かべた。内心ではかなり呆れていたが、その件についてはなにもいわずに話題を変えた。

			「捕虜といえば、あの飛竜乗りは、今後どうするつもりなのだ？」

			「ああ。あれね。どの道、あれも完治するまではまともに動けないだろうからな。今はクリフに世話をさせている。適当に世間話でもして情報収集に努めるように、とはいってあるが、さて、どうなることやら」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お肉、もっと持ってきますか？」

			「ああ。頼む」

			　荷馬車の荷台の上、飛竜乗りのニブロスとクリフとの会話だ。

			　ニブロスはほぼ全身に包帯が巻かれている。満身創痍、という語を体現しているような格好だった。そして、そのすぐ隣には、ニブロスが所属していた隊の隊長である、アブロムの死体が安置されていた。

			「正直、食欲はないのだが、一刻も早く体を治したい。なにかの間違いで、本国に帰れる目が出ないとも限らん」

			　そのためには、食えるときに食えるだけ食うという貪欲さが大切だ、と、ニブロスは考えている。諦めが悪いというか、しぶといというか。

			　だが、敵中に捕らわれていながらそんな思惑を隠そうとしないニブロスという男を、クリフは嫌いにはなれなかった。

			「はい」

			　皿に大盛りの肉を持って帰ってきたクリフが、ニブロスに差し出す。

			「すまん。世話になるな」

			　ニブロスは礼をいって、肉の皿を受け取った。

			「いえ、そうしろといわれているので。その代わり、ニブロスさんのお話を聞かせてください」

			「情報収集、か。おれが知っている程度のことなら話してやらないでもないが、たいして役にはたたんぞ。おれの部族は、山岳民の中では傍流もいいところだからな。重要なことはなにも知らされておらん」

			「では、怪我の具合はどうですか？」

			「……痛いな。すこぶる、痛い。体中が、だ。だいたい、なんだあのムムリムというエルフは。人の体だと思っていいように弄くりやがって。ニヤケた顔をしているが、あいつは絶対、加虐癖があるぞ！」

			「かぎゃくへき、って、なんですか？」

			「他人をいたぶって悦にいる悪癖だ。やつは、治療を口実に他人に苦痛を与えることによって愉悦に浸っているのだ！　絶対！」

			「……誰が加虐癖ですってぇー……」

			　ちょうどそのとき、ニブロスの背後から荷車の縁に手をかけて、当のムムリムが身を乗り出してきた。

			「……うわぁ！」

			　ニブロスは驚いて、手にしていた肉の皿を落としそうになる。

			「まったく。患者の調子はどうですかねー、と様子を見に来てみれば、好き勝手なことを。いいですか、ニブロスさん。あなたは、今生きているってだけで奇跡なんですよ。あの高さから墜落したら、普通命はありません。ニブロスさんの場合は、たまたま乗っていた竜が地面に激突して、その衝撃で命綱が千切れて放り出されたからこの程度の怪我で済んでいるんです。現に、命綱をつけたまま竜と一緒に転がったもう一人の方は、内臓を潰して折れた肋骨が肺に刺さってお亡くなりになっています。ニブロスさんが、今、生きているのは、内臓や頭部に大きな打撃を受けていないことと、ファンタルさんが適切な応急処置をしてくださったことが大きいです。魔法で頭部も走査してみましたし、不審な脈流も見られなかったのでこのまま快方に向かうと予想していますが、見つけにくいところに何らかの打撃を受けている可能性も否定できません。今は安静に努め、自分の体のことをまず第一に……」

			　以下、笑ったような顔をした丸顔のエルフの説教は延々と続く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　飛竜二体分を解体して食肉とした。このうち、一体の頭部と胴体、尻尾、もう一体の胴体と尻尾はバジルの餌とし、残りを人間用の食肉とする。人間用に取り分けた部分だけでも、ハザマの見積もりでは二体分でたっぷり百キロ以上はあったと思うのだが、囚人や護送隊、あとからエルシムが連れてきた連中も含めれば、食べる側もかなりの人数となる。

			　全部が、とはいわないが、大部分はその夜のうちに誰かの胃袋に収まることになった。

			　残りは、保存食として加工をし、戦場に持参することになっている。

			　皮や骨は、素材としてあとで加工するつもりだった。

			　

			「食料にせよ、武器にせよ、これから続々と戦場に送られる手筈となっているが……」

			「ああ。それでいい。戦場では物資はいくらあっても足りないはずだから、せいぜい、高く売りつけるとしよう」

			　エルシムに答えながら、ハザマは、「性質の悪い出来レースだな」と思う。流通を遮断し、物資不足の原因を作った側の人間が、恩着せがましく必要な物資を売って回るのだ。これ以上滑稽な構図も、そうはあるまい。

			「当然、不審に思う者も増えるであろうな。なぜ、ハザマ商会の荷ばかりが無事に戦場に着くのかと」

			「勝手に不思議がらせておけばいい。実際に飢えていれば、気にくわない相手にだって媚を売ってくるさ。力ずくでどうこうしようとしてくるやつがいたら……」

			「いたら？」

			「それを口実に、おれたちは全力で撤収だな。もともと、好きで戦場に出たわけでもない」

			　ハザマとしては、

			「洞窟衆は上の指示に従い参戦し、それなりの戦果をあげた」

			　という既成事実を作り上げれば、それでこの戦争での役割は果たしたのと同じことなのだ。もとより勝敗などには興味はないし、戦功をあげて上の歓心を買おうなどという殊勝さとも無縁。そもそも、戦争の存在自体が馬鹿馬鹿しい、とさえ思っている。

			　それに無理矢理つき合わされているんだから、せいぜい好き勝手ひっかき回してやろう……というくらいの心づもりでいる。

			「『戦果』の方は現場の状況を確認してからでないと方針を固められないから、まずは、商売と赤十字の方だな」

			「薬品関係は、今の時点で揃えるだけ揃えて搬入する手筈となっている。それでもおそらく、不足はするであろうが。あとは、ムムリムが指導した医術や治癒魔法をおぼえさせた連中がどこまで頑張れるかだな。なにぶん、準備期間が短かったので、あとは実践の場で使いながらおぼえていくしかないそうだ」

			　エルシムとともにきた男女が、その「ムムリムが指導してきた」連中にあたる。

			　薬品もそうだが、戦場の規模を考えれば、できることはかなり限定されてくるだろう。

			「なにしろ、千とか万単位の人間が動くわけだからなあ」

			　たかが数十人程度の人間が多少足掻いたところで、成果は知れているだろうな、と、ハザマは思った。

			　だからといって、なにもやらないよりはマシなのであろうが。いずれにせよ、あと一日も馬を走らせれば、その戦場にたどり着くのである。

		

	
		
			　

			第十一話　王国軍の野営地

			　

			「大貴族っていうのが八家あって、通常ならこのバタハムの戦に出張ってくるのはそのうち三家……だったな？」

			　馬車に揺られながら、ハザマはカレニライナに確認した。

			「そう。他にも国境はあるし、王都の守りも軽んじるわけにはいかない。だから、対山岳民問題に対して派遣されてくる大貴族様は、ここバタハムを治めるベレンティア家、穀倉地帯の東半分を治めるブラズニア家、それに、森林州を治めるアルマヌニア家の三家から司令官が派遣されてきます。問答無用で出陣命令をくだされた人たちはもちろんのこと、戦功目当てに自発的に集まってきた小貴族や傭兵たちも、まずはこの三公家に自分を売り込んで参戦する形になるわね」

			「そんで、おれたち洞窟衆に出頭を命じているのは、そのうちのアルマヌニア家、ってわけか。カレン。このアルマヌニア公って人のこと、なんか知っている？」

			「アルマヌニア辺境公。大貴族である八公家の中では一番歴史が浅く、一番貧しいと、いわれています。新参である分、大貴族の中では新進の気質に富み、領地経営では次々と新しい事業を興そうとしているとか。機転が利き、良質の人材ならば身分の上下を問わず積極的に登用する。一言でいえばあまり大貴族様らしくない大貴族様、という評判ですわね」

		

	
		
			[image: p280.jpg]
		

	
		
			「おれみたいな人間にとっては、ありがたい人だけど、そういう人が大貴族の中では例外ってことを考えると……」

			　いいかえれば、通常の大貴族は、身分意識が強く、尊大で、保守的であるということだ。

			「……大貴族ってやつらとは、あまりつき合いたくはねーな」

			　ハザマは、思わず本音を漏らす。

			「心配せずとも、よほどの縁がなくては、直接、大貴族様方と親しくする機会は巡ってなんかきません」

			　カレニライナは、ハザマに断言する。

			「大貴族様の方でなにかしらご用事があったとしても、何人もの部下の方々を経由して伝えられるはずです」

			「雲の上の殿上人、ってわけか」

			　大昔の日本の官位とは無関係なのだろうが、ニュアンスとしては遠くないはずだ。

			「雲の上のナントカってのがなんだかはよくわからないけど、要するに、本来であればそれほど身分が隔たっているということね」

			　カレニライナは、そういってもっともらしくうなずいて見せた。

			　

			「旦那ぁ。ぼちぼち、軍の野営地が見えてきましたぜ」

			　その日の夕刻、あといくばくかで日が沈もうかという頃に、馬車の御者からそう、声をかけられた。

			「おお、やっとか」

			　ハザマは馬車の窓から首を出して、前方の様子を窺う。

			「思ったよりも、賑やかなもんだなあ」

			　まず、人が多い。天幕や色とりどりの幟、軍旗がたち並ぶ中、人馬、荷車が縦横に行き来している。戦地とはいえ、このあたりはまだまだ後方だからであろうか。殺伐とした気配はなく、活気と喧(けん)噪(そう)に満ちた賑やかさばかりが印象に残る。

			「人が多いなあ」

			　ざっと見ただけでも、千はくだらないであろう人々が動いている気配を肌で感じることができた。この距離で見る限りは、戦場というよりは祭かなにかのような陽性の活気を感じた。

			　

			「ここまでお世話になりました」

			　野営地までたどり着くと、衛士のガニニラスが挨拶にきた。

			「おかげさまで、無事に護衛任務を全うすることができました」

			　彼ら、囚人の護衛隊は、これよりベレンティア公の陣に出頭し、囚人の身柄を明け渡すのだという。

			「そうですか。それでは」

			　ハザマは、あらかじめ用意していた馬と具足、それに大槌をガニニラスに差し出す。

			「これらは、もともとヴァンクレスが持っていたものです。囚人がこうした財産を私有することが許されるとも思いませんが、戦場では元の持ち主に使わせた方がよっぽど有効に活用できるでしょう。この馬や具足をどう使えと指図できる立場ではありませんが、皆さんに寄贈させていただきます」

			「お心遣い、感謝します」

			　ガニニラスは、生真面目な顔でうなずく。

			「ハザマ殿のご意見とお志は、ベレンティア家の方々にも、しかと伝えておきましょう」

			　ガニニラスら衛士の役割は、あくまで護送である。囚人を現地の責任者であるベレンティア家に引き渡したら、元の任地であるドン・デラに戻るだけで、戦場での囚人の運用に関しては意見する権限がない。寄贈された馬や武具をさしだし、意見を具申するくらいのことしかできないのであった。

			「ありがとうございます」

			　そのことを承知していたから、ハザマは、あえて礼をいった。

			「礼をいわれる筋合いでもありませんよ」

			　ガニニラスは、苦笑いを浮かべてこれに応える。

			「それでは、みなさまのご武運をお祈りします」

			　そういって、ガニニラスは、馬に乗った。

			「おおーい！　大将！」

			　荷台の上に立ち上がって、ヴァンクレスが大声を張りあげた。

			「もう一つ、欲しいもんがあるんだが……」

			「あのなあ。お前はこれから戦場に送られる囚人なんだぞ！」

			　ハザマも、大声で怒鳴り返す。

			「ちっとは遠慮ってもんを考えろ！」

			「いや、別にたいしたもんじゃないんだ！」

			　ヴァンクレスは、慌てた口調で叫ぶ。

			「旗。あの、妙な模様の旗をくれ！　どうせ戦場送りなら、大将の旗を背負って華々しく戦ってやる！」

			「……いいっすか？」

			　ハザマは、騎乗のガニニラスにお伺いをたてた。

			「寄贈品が多少増えても、誰からも文句は来ないと思います」

			　ガニニラスの返答には、事務的ではあるが心遣いが感じられた。

			　ハザマはリンザたちに指示をして、ヴァンクレスの馬の背に「繁」の旗を何枚かくくりつけた。

			　

			「こっちはまず、アルマヌニア辺境公とかいう人に挨拶に行かねばならんのか」

			　面倒ではあったが、一応、その大貴族様の麾下に入るようにという指示で、ここまで出向いているわけである。第一、このままでは自分たちが野営をする場所さえ確保できない。

			　ハザマは、リンザ、ハヌン、トエスの三人と、カレニライナとクリフの姉弟を伴って、アルマヌニア辺境公の陣を目指す。クリフはハザマの侍従見習い、カレニライナは貴族社会の常識に疎(うと)いハザマへの助言役、あとの三人は護衛、といったところか。

			　カレニライナとクリフの姉弟を除いた全員が、レザーアーマーで身を固め、腰に剣を差している。この場合、武装というよりは戦場での礼服的な意味合いの方が強い。大貴族様を訪ねるのにまさか平服というわけにもいかないので、無難な選択ではあろう。

			　誰もアルマヌニア辺境公の陣の具体的な場所を知らないので、手近にいる人たちに訊ねつつ、進むことになった。カレニライナはもちろん大貴族の一員であるアルマヌニア辺境公の家紋や旗印を知っていたが、野営地内が雑然としていて見通しが利かず、人に訊きながら進んだ方が早かったのだ。

			　

			「ああ。アルマヌニア様の陣は、この先になるな。しばらくまっすぐ歩いて、迷ったらまたそこで訊いてくれ」

			　

			「アルマヌニア様の陣？　もっと先だな。あそこに紫地の幟が立っているだろう。そこの角を右に曲がってしばらくいくと着くはずだ。あんたらも売り込みかい？　傭兵か下級貴族にしては、ずいぶんと奇妙な組み合わせだが……」

			　

			「アルマヌニア様の陣なら、もうすぐそこだ。ここからでは見えにくいが、道なりに進んでいくと紋章が見える。ところであんた、肩にトカゲを乗せて女子どもを引き連れて……慰問の旅芸人かなんかかい？」

			　

			　たかが野営地されど野営地。

			　木や石でできた建築物の代わりに天幕で構成されているとはいえ、下手な町よりも多くの人間が集まっているだけあって、なかなかの賑わいを見せている。なにより、思ったよりも、広い。実際に歩いてみると、その広さが否が応でも実感できた。

			　

			「……ここか？」

			「ええ。こちらの紋章が、確かにアルマヌニア辺境公家の紋章になります」

			　ようやく着いた天幕の前で、ハザマとカレニライナはそんな短い問答をした。

			「ええっと……受付は、どこになるのかな？　すいませーん。アルマヌニア辺境公にお取り次ぎをお願いしたいのですが……」

			　ハザマはそんな声をあげながら、そのひときわ大きい天幕の周りをうろうろしはじめる。しばらくして、ようやく門衛らしい兵士たちが立っているところにでくわした。

			「ちょいとお尋ねしますが、アルマヌニア辺境公の陣はこちらで間違いありませんかね？」

			　ハザマは、その兵士たちに声をかける。

			「いかにも、ここはアルマヌニア辺境公の本陣である」

			「そのように訊ねる貴公は、何者であるか？」

			　二人の兵士が、ハザマに訊ね返した。

			「おれは、洞窟衆のハザマって者です。お役人からこちらを訪ねるよう要請がありまして、急ぎ駆けつけた次第。どうか、お取り次ぎをお願いします」

			　そういってハザマは、兵士たちに役人から貰った指示書を手渡した。

			　

			「ずいぶんと待たされますね」

			　クリフが、ぽつりと呟く。

			　無理もない。兵士たちに取り次ぎを頼んでから、もう小一時間も放置されているのだ。ハザマたちは控え室らしい一角に案内されたあと、見事なまでに放置されていた。

			「お偉い大貴族様は、お忙しくていらっしゃるのだろうよ」

			　ハザマが答える。

			「呼ばれたから来たとはいえ、アポなしで押し掛けてきたんだ。待たされもするさ」

			　そういうハザマの声に、焦りの色はない。戦場での大貴族様ともなれば、大小の決済すべき事柄も多いのだろう。待たされることは、予想していたところだ。

			「わたしたちが待たされるのは、別に構わないのですが……」

			　リンザが口を挟んだ。

			「残してきた人たちが、少々心配です。もう日も落ちてきたのに、いつまでも天幕を張れずに待機しなければならないので」

			「まあ、こんだけ大勢の人間が詰めている場所だ。もうしばらく待機して貰っても、大丈夫だろう」

			　リンザの心配は理解できるのだが、ハザマはあえて気軽な口調を保持した。みな、早く横になって、長旅の疲れを落としたいはずなのだ。

			「洞窟衆のハザマ殿。付いてきてくれ」

			　ようやく、案内役の兵士が声をかけてきた。

			「おれは外国人だ。この国の言葉は読み書きできん。何人か、供の者を連れても構わないだろうか？」

			　念のため、ハザマはそう確認してみる。

			「何人でも好きなだけ連れてこい。それよりも時間が惜しい。早くしてくれ」

			　その返答を待って、ハザマたちは全員で案内の兵士のあとに続いた。

			　

			「や。や。や。よく来てくれた。ハザマくん、だったかな？」

			　六十前後だろうか？　頭髪が半分ほど白髪になった初老の男が、軽い足取りでハザマに近づき、ハザマの両手を取ってぶんぶんと振り回した。

			「待っていたよ。うん。君たち洞窟衆の噂はね、いろいろと届いている。貴族なんて家業はね、耳が早くないとやっていけないからね。うん。わしが当代の辺境公、グレヌステルヌ・アルマヌニアだ。それでこちらが……」

			「バイアデアレル・ブラズニアと申します」

			　片眼鏡をかけた五十年輩の男が、にこやかに挨拶をしてきた。

			「一応、東の穀倉公などともいわれております」

			　なんと、この戦場に出ているはずの大貴族三家のうち、二家の大貴族当主がそこに揃っていた。

			　待たされたってことは……。ハザマは、心中で舌打ちをした。

			　……おれが訪ねてきてから、このブラズニア公をわざわざ呼び寄せたのかも知れない。確信は持てなかったが……そういう可能性はあると、心得ていた方がよさそうだ。

			「名だたる大貴族のお二方にお目通りかなうとは、まことに幸運な限り」

			　口に出して、ハザマはそういった。

			「おれは余所者で新興の軽輩ですが、これからもご指導ご鞭撻のほどを」

			「ああ。うん。ハザマくん。ここは戦場であって、退屈な宮廷の中ではない。そういう社交辞令はやめておこう。お互い」

			　アルマヌニア公は、そんなことをいい出した。

			「それよりも、君。君のところの商会は、発足したばかりだというのにブイブイいわせているそうじゃないか。うん。いや、いいことだよ。国内の産業が振興するのは。それでだねえ。来たそうそうで悪いのだが……」

			「われわれは、より多くの食料を必要としている」

			　ブラズニア公が、前置きもなしに用件を切りだした。

			「どうした加減か、ここ数日、ここに着くはずの荷物が、ほとんど到着しなくなった。三割も届かない。これでは、早晩、兵士が飢える。実際に飢えてからでは、戦線が維持できない。崩壊する。聞けば、ハザマくん。君のところの商会では、穀物も扱っているとか」

			「ええ、まあ」

			　ハザマは、もっともらしい顔をしてうなずいた。

			「今、出荷できる穀物がどれほどあるのかは、実際に問い合わせてみないことにはわかりませんが。お望みとあれば、すぐにでもこちらに運び込むよう、伝えておきましょう。その代わりといってはなんですが……」

			　この野営地に、医療所を開くことをお許しください、と、ハザマは続けた。

			「いいんじゃないか？　いや、むしろ歓迎すべきことだろう。それは」

			　アルマヌニア公は、そういってうんうんと一人でうなずいている。

			「拒否すべき理由がないことは確かですな」

			　ブラズニア公は、アルマヌニア公と比べると冷静な様子だった。

			「しかし、ハザマくんのところには、そこまで財政的な余裕があるのですか？」

			「財政的な余裕は、そんなにあるわけではありませんけど……」

			　少なくとも、今、対峙している二人の大貴族の権勢と比較すれば、その足元にも及ばないだろうと、ハザマは思う。

			「うちは何人かのエルフを抱えていまして、その知識を有効活用するため、薬物の販売にも手を広げております。それらエルフのうち一人は、優秀な治療者であり専門的な医術の知識を持っています。その知見を生かし、他の者たちへ効率的に伝えるためには実地で多くの経験を積ませるのが一番でしょう」

			「回復魔法の使い手がいるのかね？」

			　そう聞き返してきたのは、ブラズニア公だ。

			「経験豊かなエルフが一人と、その薫(くん)陶(とう)を受けたばかりの新人たちがまずは三十人ばかり。ここで希望する人がいれば、学べるように手配をしておきますが」

			「そいつは、重畳」

			　アルマヌニア公は、両の掌を打ち合わせた。

			「怪我人は、これからいくらでも出てくるからな。むしろこちらから頼みたいくらいだ。なあ、ブラズニア公よ」

			「そうですね。問題はないかと」

			　ブラズニア公は片眼鏡の縁に手をかけて、あっさりとうなずく。

			「薬品などは十分に用意できるのですか？」

			「それなりに準備はしてきましたが、これからの需要すべてを満たせるとは思えません」

			　ハザマは、正直に答える。

			「なにぶん、こちらは新興勢力でありますし、それに、このたびの参戦も急に決まったので、準備をするための時間があまりありませんでした」

			「ああ、それは、どちらかといえばこちらの不手際であるな」

			　アルマヌニア公は鷹(おう)揚(よう)にうなずく。

			「こちらとしては、頭数に数えられさえすれば誰でもよい、といったくらいのつもりで心当たりに片っ端から声をかけて回ったのだが。そちらの、洞窟衆といったか。招集をかけてから、やれ、かのヴァンクレスを捕縛しただの、ドン・デラで盛大に賞金首狩りを行っただのといった報せが追いかけて来た形で」

			「ドン・デラは、このわたくしの領地内にありますので」

			　アルマヌニア公の言葉に、ブラズニア公もうなずく。

			「その手の噂はいち早く届くのですよ」

			「はは」

			　ハザマは、力なく笑った。

			「頭数、ですか？」

			「戦は、まずは数を揃えなければいかんともしがたいからな」

			　アルマヌニア公は、声を大きくする。

			「どのみち、最前線の采配は地元のベレンティア公が握って離さぬであろう。われらは、万が一、その最前線を突破されたときの後詰めよ」

			「それだって重要な役割ですよ、アルマヌニア公」

			　ブラズニア公は冷静に指摘する。

			「第一、参戦すれば下々の者に給金を支払える。戦功をたてれば、平民は爵位を、爵位持ちは領土を授けられる。ここでの戦は国内の経済を活性化する立派な公共事業なのです」

			　公共事業なのかよ！　と、ハザマは心中でつっこみを入れた。

			　なんか、ハザマが漠然とイメージしていた戦争と、違うような気がする。

			「それで、洞窟衆の。貴公は、いったいいかほどの兵を引き連れてきたのか？」

			　アルマヌニア公は、そういってハザマの目をまっすぐに見据えた。

			「あ、それです」

			　ハザマは、軽く返答した。

			「今のところ連れてきたのは、おれの身の回りの者が数名と、あと、医療班三十名ばかしになります。おれの身の回りの者はほとんど戦えますが、純粋な兵士は今、ここには連れてきていません」

			　アルマヌニア公とブラズニア公、二人の大貴族が、

			「こいつはいったいなにをいっているんだ？」

			　とかいいたそうな顔をして、ハザマの顔を見つめた。

			「逆にお聞きしたいのですが……兵隊さんはどのくらい、欲しいですか？　人間よりも毛深くてはしっこいやつらでいいのなら、千匹くらいは数日中に取り寄せますが？」

			　ハザマは根強い異族差別を考慮して、これまで戦地に犬頭人を連れてこなかったからそのように断りをいれた。

			「せ……千匹……ですと？」

			　ハザマの言葉を理解したブラズニア公が、まず口を開く。

			「そんなに大勢を、あっさりと数日中に用意できるなどと……」

			「それはあれか？　巡視官の報告にあった犬頭人ってやつか？　おい」

			　アルマヌニア公は、ハザマのいいようを面白がっているようだ。

			「いいな、そいつら。わしは、異族ってやつとまともに触れあったことがないんだ。領内に出たという報告はときおり届くが、たいていは討伐の対象になっているからな。それで、肝心のそいつらは、使い物になるのか？」

			「人間よりも俊敏で力が強いです。近接戦に持ち込めば、普通の人間ならまずまともに対応できないかと。ただし、欠点もあって、視力が悪いので弓などで遠くの対象を精密に攻撃するのは苦手です。要は、使い方次第ってことですかね」

			　ハザマは、事務的に説明をする。

			「こちらの軍隊の方々を無用に刺激する可能性を考慮して、この場に連れてくるのは遠慮していたのですが」

			「その犬頭人たちは、あなたのいうことであれば、聞くのですね？」

			　ブラズニア公が、ハザマに確認してくる。

			「万が一、制御不能になって味方に襲いかかるなどということがあっては困るのですが」

			「おれのいうことには絶対服従。おれが死ねって命じれば、そのまま自害するくらいです」

			　ハザマは、ブラズニア公の質問に対して、素直に回答する。

			「そんな馬鹿な命令は、これまでやったことがありませんが」

			「よしよし」

			　アルマヌニア公が、鷹(おう)揚(よう)にうなずく。

			「多少毛深いからといって、貴重な戦力を遠ざけるのはわが軍の損失というものだ。それでよいな、ブラズニア公」

			「彼ら洞窟衆は、アルマヌニア公の配下でございますから」

			　そういって、ブラズニア公は肩をすくめる。

			　ハザマなり犬頭人たちなりがなにかしらの不祥事を起こした際、真っ先に責任を取らされるのはアルマヌニア公である。だから、アルマヌニア公の好きにしろ、と、いうことらしい。

			「それよりも、わたくしは、ハザマ商会が提供できる食料の方に関心があるのですが」

			「それについては、のちほど改めて配下の者を差し向けます」

			　ハザマは、ブラズニア公に答える。

			「正直にいいまして、おれは商人ではありませんので、具体的な商談は苦手です。いつも、その手の仕事はそういうのが得意な部下に丸投げしておりますので、ここでおれが勝手な判断をしてなにか決めてしまったら、あとでおれが怒られてしまいます」

			　そもそも、ハザマ自身は適正な価格も知らないのだ。

			「いいでしょう」

			　ブラズニア公は、すぐにうなずいた。

			「どのみち、今すぐに決定しなければならないわけでもありませんし、こちらで提供可能な数量などについて明かせない現状では、打ち合わせしてもなにも決まりますまい」

			　ハザマの率直な物言いに、かえって信用を増したような態度だった。

			「うむ。では、兵については犬頭人を含めた出兵を認める。食料の買い入れについては、今後、改めて相談をする……ということでよいな？」

			　アルマヌニア公は、ブラズニア公とハザマに確認をしてくる。

			「ハザマくんよ。君も到着したばかりで旅の疲れが残っていよう。より詳細な打ち合わせについてはまた機会を改めることにして、今宵の顔合わせはこれまでにしたいと思うのだが」

			「あ。ちょっとお待ちください」

			　ハザマは、片手をあげてアルマヌニア公の言葉を遮(さえぎ)る。

			「お開きにするのはいいんですが、その前に、おれたちの野営地を提示していただかないと、今夜の宿にも困ります」

			　

			「……ふぅ」

			　洞窟衆の馬車が停めてある場所に帰り着いて、ハザマはまず太い息を吐いた。

			「まさか、大貴族が一度に二人も出てくるとは思わなかった」

			「だが、なんとかやり過ごせたようだな」

			　答えたのは、エルシムである。

			「無難な受け答えに徹してくれたのは、正直ありがたかったが」

			　ハザマに持たせたタグを通じて、ハザマが耳にした内容はエルシムたちも耳にしていた。あの場でハザマが失言をしようものなら、その場でフォローしてやろうと待ちかまえていたのだが、予想以上に穏やかな形で会見が終了したのであった。

			「しかし、なんでおれなんかのために大貴族が二人も出張ってきたのかなあ」

			　ハザマは、そう呟く。

			「あの人たちも、そんなに暇ってわけではないだろうに」

			「お前様がそれだけ注目されている、というだけではなさそうだな」

			「やっぱり？」

			「なにしろ、客観的に見て、タイミングが良すぎるであろう。洞窟衆に出兵の命令が来て、ハザマ商会が発足し、軍の輸送隊の不着が頻発する」

			「短い期間に、いっぺんにいろんなことが起こりすぎたか」

			「これで疑うなという方が、無理な相談であるな。しかし、洞窟衆の戦力が欲しいやつらにしてみれば、どんなに疑わしくとも今の時点でそれを追及することができない」

			「戦争中は、どさくさ紛れになんとかやってけるとして、そのあとは……」

			「それまでに、洞窟衆なしではやつらが困るような体制を作り上げていけばよい」

			「おま、そういうのは簡単だけどよ。いったい、どうやって？」

			「知らぬ。そういう大方針を決定するのは、洞窟衆の頭領であるお前様の仕事であろう」

			「無責任な称揚のお言葉、どうもありがとうございました」

			　

			　翌朝から、洞窟衆は多忙となった。

			　稼働したばかりの医療所は、朝のうちこそ静かなものだったが、エルフ製法の薬品があること、それに回復魔法の使い手が三十名以上揃っていることが広まると、すぐに患者が集まりだした。

			　薬品だけを求める者も多かったが、買い薬でどうにかなりそうな軽傷者であるのなら、そのまま放置してもいずれは自然治癒するので断る。

			　結局、薬品を節約するためにも一度は診察をしてどの程度の緊急性があるのか判断する必要があり、新人の医療要員たちは、早速、経験を積むことになった。

			　最初から重傷とわかっている患者には、ムムリムが直接診察し、にこにこと笑いながら回復魔法で無理矢理治療を施していった。

			　大出血の元となる傷口だけを強引に魔法で塞ぎ、放置して問題がない程度の傷口は縫合で対処する。患者が泣き喚こうが笑顔を崩さず、最短のプロセスでテキパキと治療を施していくムムリムの姿は畏怖を呼び、その日のうちに「笑顔の悪魔医師」との称号が軍内部で定着した。

			　

			　ハザマ商会からの荷車も、次々に到着した。

			　積み荷は、主として食料だったが、その合間に人や雑貨類も届けられた。

			　医療所の要員だけではなく、契約魔法や取引、帳簿のつけ方などの断片的な知識を得た半人前商人たち、特殊な技能は持たない単純労働力要員などもあいついで到着する。

			　特に後者の、現場の状況次第でどうとでも使える人材は、それなりに重要だった。彼らは、来てそうそう、天幕の増設や井戸掘り、患者の移送などに振り分けられ、さっそく酷使される。

			　このうち井戸掘りについては、水場である川が洞窟衆の野営地から遠かったので、アルマヌニア公の許可を得た上で何カ所か掘ることになった。医療所は、清潔さを保つために、どうしても大量の水を必要とするからだ。

			　井戸とは、専用の道具さえ用意されていれば、ハザマが考えるよりも簡単に、人力のみで掘れるらしい。水源の深さや地面の硬さなどに左右されるが、早ければその日のうちに水場を確保できるということであった。

			　それ以外に、到着した荷物を馬車から降ろし、しかるべき保存場所まで運ぶための人手も、当然必要となった。空荷になった馬車は、すぐに街道に返送されることになる。

			　周囲にいた人々は、いつまでも途切れることのないハザマ商会の馬車を見て訝(いぶか)しがり、同時にその豊かさを羨望した。

			　洞窟衆の天幕は半日のうちにいくつも数を増やし、そして、昼過ぎに、犬頭人の第一陣、百匹が到着した。

		

	
		
			　

			幕間　森のエルフたち

			　

			　ヒトという種族はなんとも忙しないことだ。

			　自分が産んだ子どもたちに乳を与えながら、セイムはそんなことを思う。

			　急いで生きて、急いで死ぬ。犬頭人などの異族とは違い、なまじエルフと外見上の差異が少ないからなおさら、ちょいとした考え方の違いやもっと根源的な行動原理のズレに驚かされることが多い。

			　ここ最近、セイムが驚き、呆れ、同時に感心をしているのは、ハザマというヒトが率いている、洞窟衆と呼ばれるようになった集団の忙しなさだった。

			　烏合の衆であった犬頭人たちの拉(ら)致(ち)被害者をまとめ上げたと思ったら、すぐに近隣の村との交渉を開始し、ワニや盗賊を退治しはじめる。おまけに今度は、ヒト同士の争いにまで首を突っ込んで、戦にまで出かけるという。

			　数々の困難を越えて生き延びた命を、どうしてむざむざそんな場所に赴いてまで粗末にするような真似をするのか。セイムにはまるで理解ができなかった。

			　さらに理解しがたいのは、セイムと同じエルフであるファンタルやエルシムまでもが、そのハザマに同調して動いているということだった。以前からヒト社会の中で活動していたはぐれエルフのファンタルはともかく、巫女であるエルシムは、本来であればエルフの中でも保守的な価値観の持ち主であるはずなのだが。

			　そのハザマというヒトは、異邦人であるとのことだった。異邦人とは、そこまでエルフを駆り立てる種族なのだろうか。セイムは、疑問に思う。一、二度顔を合わせたときの印象では、あのハザマというヒトに、そこまで特別な資質があるものとは思えなかった。

			　

			　ヒトたちがまた動き出したようだ。実際に動き出しているのはここ洞窟周辺からかなり離れた場所であるはずだが、そうした遠くで大きな動きがあればその動揺はこちらにまで伝わって来る。洞窟衆とかいう急造の集団にも、いつの間にやら一体感じみた空気が造成されつつあった。

			　そして、この周辺に残されている女性たちが、そうした遠くでの動きに敏感に反応するようになっていた。そうした女性たちの多くは心身に傷を受け、静養している状態であったが、それでも外界の動きと無縁ではいられなかった。

			　女性たちはこの森の中で静養しながら、自他の出産やその前後の相互扶助をしている。また、余力のある者は、エルシムやムムリムらの指導を受けて、薬草づくりや医術、製紙などの技術も学びはじめている。

			　洞窟衆という集団は、なんの生産性もない人間を養えるほど余裕がある状態ではない。こうした女たちを外界から隔離して守ってはくれたが、だからといって無償で一方的に保護してくれるわけでもない。

			　個々人の状態を考慮はしてくれるが、いずれは対価としてなにか、たいていは労働力の提供を求められる。その際、なんらかの知識なり技能なりを身に付けておけば、それだけ効率よく洞窟衆に対して負債を返せるのだった。

			　そして、外界での動きが活発になれば、そうした技能も今まで以上に必要とされる。たとえば薬品などは、以前から増産をするよう要請が来ていた。いきなり生産量を増やすことは難しいが、森の奥深くに入って原料となる薬草を採取する要員を、以前より多く養成しようとしていた。

			　そうした薬草採取の知識は、エルフでありさえすればだいたい誰もが心得ているものだった。最近ここのヒトたちの指導を担当しているのはジゼルだ。

			　ジゼルは洞窟衆のエルフたちの中でも森歩きとしての資質に優れていて、面倒見がよく、性格的にも他人を指導するのに向いている。今では多くの女性に慕われ、薬草探しだけではなく他のことで相談を持ちかけられることも多いようだった。

			　

			　一方エルシムは、薬草の原料植物の採取と加工以外にも、製紙所を作ったりしてなにかと忙しそうだった。

			　なぜここまで忙しくしているのかというと、この洞窟衆という大所帯をどうにかして食わせるためであった。構成員すべてを飢えさせないためには、なんらかの方法で現金を得て、ヒトの社会から食糧を購入する必要があった。

			　状況はかなり厳しかったが、洞窟衆の女たちは、エルフもヒトも関わりなく、不思議に明るかった。

			　

			　しばらくして、薬草作りや製紙工房がどうにか軌道に乗ってきた頃、エルシムはなにやら新奇な術札を大量に作りはじめた。聞けば、ハザマとかいうヒト族の男に、通信術式なる新規の魔法を作るよう頼まれたのだという。

			　当然のことながら各種の術式にも通じているエルシムだが、既知のものとはかなり勝手が違う新規の術式に、珍しく頭を悩ませていた。

			「そういうことなら、ボクに任せて」

			　難航しているエルシムの様子を見たトスラタトテが、そういってエルシムを手伝いはじめた。最初のうちこそ手伝いだったが、すぐにトスラタトテの方が術式の構築と改良にのめり込み、エルシムを押しのけてかなり本格的な術式を構築していく。

			　このトスラタトテは、巫女であるエルシム以上に魔法の術式に通じており、加えて凝り性であった。無理難題に思えるほど夢中になるタイプらしく、必要な性能を持った術式が完成したあともなにかとその術式を改良し続けていた。魔力使用量を軽減したり、通信が届く距離を長くしたり、通話内容が外部から傍受されないように暗号化したりといった工夫をどんどん取り入れていく。そのおかげで通信に必要となる術札「通信タグ」は、常に改良され、どんどん高性能なものへと刷新されていった。

			　その術式は、革の表面に焼印で刻印をされ、量産されていく。その焼印に使われる術式が毎日のようにすげ替えられ、通信タグ自体も、必要とされる性能を遥かに超えるオーバースペックな代物へと変化していった。

			　術式がいくら複雑化しても、通信タグを製造する手間自体が増えるわけではない。そのため、こうしたトスラタトテの暴走を誰も止めることはなく、そのまま黙認された。

			　

			　時を同じくして、はぐれエルフのファンタルは、洞窟衆の中でも有志の女たちに、武器の扱いや戦場で戦う術を教えていた。もともとこのファンタルは、そうした戦いを求めてヒトの社会の中に長く身を投じていたという、エルフの中でもかなり変わった経歴の持ち主である。

			　ファンタルは淡々とした態度で、女たちに乞われるままに、戦いに必要な技能を教えていく。そうした女たちは、吸収する速度こそ個人差があるわけだが、総じて熱心でやる気があった。

			　そんなヒトの女たちについて、ファンタルは、

			「なにかしらやっていないと、気が済まないのだろうな」

			　と評している。

			　なにしろ、犬頭人に囚われていた女たちなのである。

			　その境遇は、セイムたちエルフにしても同じであったわけだが、エルフたちはヒト族の何倍もの人生経験があるため、たとえそうした境遇にあったとしても、自分の気持ちを落ち着かせる術を心得ていた。

			　短いヒトの生では、そうした突発的な悲劇にそう遭遇するものではなく、それだけに気持ちの整理の仕方を学ぶ機会にも恵まれないのだろうと思う。

			　寿命の長さが絶対的に異なるということは、禍福両面において、経験する総量にも大きな差が出るということである。エルフのように無駄に長い生の方がいいのか、それともヒトのようにあっという間に老いて死んでいく存在の方が恵まれていると見るべきなのか、セイムにはどちらとも判断がつかなかった。

			　

			「それは難しい問題よねー」

			　ときおり双子たちの様子を見に来る丸顔のエルフ、ムムリムが、セイムが抱いた疑問についてそう感想を述べた。

			「長く生きて、様々なことを経験していればただそれだけで恵まれているかっていうと、単純にそういい切ることもできないし」

			　ムムリムは、医術や薬学に通じているエルフだった。犬頭人たちから救出されて以来積極的に動き回って、被害にあった女たちの治療を行っている。

			　基本的にはいつもにこにことして愛想がいいのだが、怪我人を前にして治癒魔法などを使うときは鬼気迫る様相を見せるとも聞いている。幸いなことに、セイム自身はこのムムリムのそうした様子を自分の目で確認したことはない。

			　ムムリムはセイムが出産した双子、エルフと犬頭人双方の血を引くアレルとエレルと名付けられた双子の様子を見るために、ときおりふらりとセイムの下に立ち寄ることがあった。珍しい存在であるこの双子のことを、医師という立場から興味深い観察対象であると見なしているのだろう。そもそも純血のエルフでさえ、滅多に誕生しないのである。気になるのも仕方がないと、母親であるセイム自身も納得していた。

			「エルフのように寿命が長ければ、どうしたって生きている間に受け取ること、感じることは多くなっていくわけだけど」

			　ムムリムはそう続ける。

			「だからといって短いヒトの生に意味がないのかというと、そうとも思えないし。こうして身近にヒトと接するようになって、ヒトはヒトで、その短い生の中でとても濃い時間を過ごしているのだと、そう思うようになったし」

			　ファンタルのような変わり者でなければ、エルフは通常、ヒトという種族と接することなく、エルフの社会だけで一生を終える。特にヒトという種族に対して隔意があるというわけではなく、姿は比較的類似しており、言葉も通じるが、寿命だけが極端に違う二つの種族が親しくつき合うことは、実際問題としてはなかなか難しかった。

			　つまり、エルフにとってヒトとは、距離感の取り方や接し方が難しい種族であったのだ。

			「はぐれのファンタルはともかく、エルシムまでもが妙に肩入れをしはじめているようですけど」

			　双子を両腕に抱いてあやしながら、セイムはいった。

			「ヒトと親しくしすぎるのは、あまりいい傾向だとは思えないのだけど。彼らが去ったあとのことを考えると、なおさらね」

			　どうしたって、エルフよりもヒトの方が早くこの世から去っていく。

			「それはあるのかも知れない。けど」

			　ムムリムは一度セイムの言葉を肯定したあとで、そうつけ加えた。

			「ヒトという種族も、なかなか複雑で面白いのよねー。エルシムたちが肩入れをするのも、結構理解ができたりして。それでねえ。この集団を率いているハザマという男が、今度ヒト同士の諍いにも加担することになって」

			　双子を抱えて身動きの取れないセイムを除いたエルフ全員が、順次この森を離れてその戦場へ赴くという。今日、ムムリムがセイムを訪ねてきたのも、その挨拶のためだったようだ。

			「まだまだ準備もあるし、全員がいっぺんにここから去るわけでもないけど」

			　遅かれ早かれ、自分を除くエルフたちが全員姿を消す。そう聞いても、セイムはあまり動揺することがなかった。むしろ腑に落ちた、といった気持ちに近い。

			　どうやら自分は、いずれはこのときが来るものと、心のどこかで予想していたらしい。

			「そう」

			　セイムは静かな声で応じた。

			「みんな行ってしまうの。寂しくなるわね」

			　現在、洞窟衆に身を置いているエルフたちはみんな共通して、普通のエルフとは違う体験をしている。その体験が、彼女たちを大きく変えてしまったようだ。

			　自分の身の回りも含めて、洞窟衆を取り巻く情勢が急激に変化しているらしい。これまで森の外の様子を気にしたことがなかったセイムは、はじめてそうした変化を自分の肌で感じた。

			「この子たちは、どんな生を歩むことになるのかしらね」

			　セイムは、両腕に抱いた双子を見下ろしながら、そう呟く。

			　未来を見通すことはできなかったが、エルフともヒトとも犬頭人とも違うこの子らは、きっと数奇な人生を歩むことになるに違いない。

			　セイムははじめて、そんな、確かな予感を得ていた。

		

	
		
			岩舘野良猫（いわだてのらねこ）

			東京の辺境に生まれ育った孤独とコーヒーを愛する生物。なにかを読んだり書いたりするのを好む。予想外の書籍化に驚き、いまだに半信半疑のまま各方面に迷惑をかけつつ作業を進めています。（二〇一八年三月現在）

			 

			イラストレーション

			ぴず

			神奈川県在住のイラストレーター。スマホゲームのイラストも描きます。今は魔法少女とか英霊とかで忙しい日々です。（二〇一八年三月現在）
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